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　三年前のあの日のことを、真ま壁かべトキオは、高校生になった今でも夢に見る。




　夢の始まりは、いつも赤い。

　紅ぐ蓮れんの炎ほのおが燃え上がり、亡もう者じやの嘆なげきに似た唸うなりを上げ、熱波が絡みついてくる。そして嘲あざ笑わらう陽かげ炎ろうの向こうには、人ひと影かげに似た何かが蠢うごめく。

　ゆらり、ゆらり、彷徨さまよい歩くのは、顔のないバケモノだ。目も鼻も口もない、のっぺらとした人の形をした別の何か。炎に身を焦こがしているにもかかわらず、苦しむ様よう子すもなく黙もく々もくと進行している。

　得え体たいの知れない不ぶ気き味みさ、薄うす気き味みの悪さに、トキオは震え上がった。

「お兄にいちゃん……お兄ちゃん……どこ？」

　どこからか声が聞こえる。

　炎のカーテンの向こうに幼い少女の姿すがたが浮かぶ。

　カナミ──ぺたんと座り込んで泣きじゃくっているのは、トキオの妹だ。お気に入りのワンピースは煤すすで汚れ、母親に結ってもらったおさげ髪がみがほつれている。

「お兄ちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……っ」

　必死に兄の姿を捜し求める妹の背後に、バケモノが接近する。

　早く──早く助けにいかないと。その手を取って逃げないと。

　だが、動けない。恐きよう怖ふに縛しばられ、足が竦すくむ。

　バケモノが妹の後ろに立つ。醜みにくい異い形ぎようの手が小さな頭にかざされる。

　そのとき、妹は兄を見つけた。

「あ……」

　濡ぬれた瞳ひとみにトキオを映し、ホッと笑えみを浮かべる。その後ろで、異形の手が妖あやしい輝きを放って宙ちゆうに光の円えん紋もんを刻んだ。妹は気づかず、お兄にいちゃん、と嬉うれしそうに唇くちびるが動く。小さな手を伸ばす。トキオも右手を伸ばした。ようやく一歩、体が動く。

　刹せつ那な、円紋が閃せん光こうを放ち、妹は……消えた。

　シャボン玉のように儚はかなく、呆あつ気けなく、一いつ瞬しゆんにして、爆はぜ消えた。遺い灰はいさながら、光の粒りゆう子しがキラキラと舞い散る。炎ほのおに赤く照らされたそれは、まるで血しぶき。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすトキオは、一寸ちよつと遅れて、自分の右腕が途と中ちゆうから跡あと形かたもなくなっていることに気づく。バケモノが放った光に吞のまれ、妹と同じく消し飛んでいた。痛みはない。痛覚まで吹き飛び、あるのは圧あつ倒とう的な恐怖と絶望だけ。

　妹の残ざん骸がい越しにバケモノの視線を感じる。目はないのに見られているとわかった。虚きよ無むの視線に射い抜ぬかれ、考えるよりも先に逃げ出した。右腕を失ってバランスを崩くずしながら、何度も転びそうになりながら、死にもの狂いで走った。

　だが、逃げても逃げても恐怖と絶望は振り切れない。体は鎖くさりに囚とらわれ重くなっていく。怯おびえた心しん臓ぞうは破は裂れつしそうなほど鼓こ動どうを速める。うまく呼吸できない。窒ちつ息そくしそう。

　そのあまりの息苦しさに、ハッと目が覚める。




　それが、あの日以来、幾いく度どとなく繰り返し見ている悪あく夢む。

　慌あわてて跳ね起き、汗あせだくになって息を切らしながら、思い知るのだ。

　あのバケモノの恐怖を。妹を奪うばわれた絶望を。何もできなかった無力感を。そして、決して埋めることのできない喪そう失しつを抱えた逃のがれようのない現実を。
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　夢の反動で跳ね起きたトキオの耳に、狼おおかみの遠とお吠ぼえのような警けい報ほう音が飛び込んできた。

　午後の最後の授業中だった。うなされていただろうか……。周りの目を気にするが、クラスメイトはみんな、警報に首をもたげ、窓の外に注ちゆう目もくしている。

　陽ひが少し傾き、雲一つない晴天はほんのりとオレンジ色を帯びていた。加えて、オーロラのような光の揺らぎが漂ただよっている。彩いろどりを変化させる虹にじ色いろのカーテン。美しそうに見えて、水たまりに浮かぶガソリンのような歪いびつさがある。

　トキオは寝覚めの悪さを振り払おうと無む造ぞう作さに跳ねた灰はい色いろの髪かみをかきむしり、据すわった目つきで独特の発光現げん象しようを流し見た……近いな。

　ほどなくして警報が止み、教きよう師しの指し示じで避ひ難なんが始まる。ブレザーの制せい服ふくが蟻ありの行ぎよう列れつのように並んでシェルターへ向かう。取り乱す者はいない。落ち着いている。慣れているからだ。

　流れに従いながら、トキオは携けい帯たい端たん末まつでハザードマップを確かく認にんした。警けい戒かい区く域いきに指定されたのは繁はん華か街がい周辺。エリア一帯が赤く塗り潰つぶされている。今いる公立学校がある一帯は、隣りん接せつしたエリアのため、準警戒区域として黄色く塗られていた。

　一応、念のための避ひ難なん。それもあってか、生徒の間からは「授業潰つぶれてラッキー」とはしゃぐ声も飛んでいる。先せん導どうする教きよう師しが「後で延長するからな」と返すと、いっせいにブーイングが湧わいた。気楽なものだ。行ぎよう列れつも次第に崩くずれ、ただの大移動と化す。

　端末にショートメールが届いた。

『行くか？』と短い問い。トキオは『ああ』と即そく座ざに端たん的てきに返信し、そのまま端末を見るふりをして歩くペースを落として最さい後こう尾びに下がった。隙すきを突いて列を抜け、別の階段を伝って昇しよう降こう口ぐちへ走る。防災システムが作動する前に外に出る必要があった。

　靴くつを履はいて外に出たところで、その防災システムが稼か働どうした。昇降口の扉とびらの上から分ぶ厚あついシャッターが下り、すべての出入り口と窓という窓が閉じられ、校舎は堅けん牢ろうな砦とりでと化す。大げさに見えるかもしれないが、これでも頼りないぐらいだ。

　背を向けて歩き出すそこに、駐ちゆう輪りん場じようから一台のバイクが現れ、手前で停とまる。

　乗っていたのは、男子生徒。フルフェイスのヘルメットを外した彼は、肩まで伸びた茶ちや髪ぱつを揺らし、へらへらと軽けい薄はくそうな笑えみを浮かべた。

「よう、いつにも増して仏ぶつ頂ちよう面づらだな、トキオ」

「別に、普通だ」トキオは素そっ気けなく応じた。

「お前の普通はポーカーフェイスを通り越して喧けん嘩か上等なんだよ」

　皮ひ肉にくを飛ばして、浦うら木きレイジは、頭を振りながら肩をすくめる。

　トキオの唯ゆい一いつの友人──仲間だった。知り合って三年。同じ施設で中学時代を過ごし、高校に進学した今も同じ学生寮りよう。クラスは別だが、放ほう課か後ごはよくつるんでいる。

　二人が警報を無視し、避難もせずに外へ出たのは、ある目的を果たすためだ。それは禁きん則そくを破る非合法な行いであるが、同時に自分たちが為なすべきことでもある。

「まったく損なやつだぜ。俺おれに次いで男おとこ前まえなんだから、愛あい想そ笑いの一つでもできりゃ、そこそこ女にだってモテるだろうに」

「お前に次ぐレベルなら、たいしたことないだろ」

「それもそうだな……ってオイ」レイジは軽くノリツッコミを入れて笑い飛ばす。「まあ一度染み付いちまったもんは、そう簡単には落とせないからな」

　愛想の欠けらもないトキオと薄っぺらな笑みを張りつけたレイジ。正反対な二人だが、どちらも処しよ世せい術じゆつという点では同じだ。三年前のあの日、全てを失ってどん底に落ちた自分自身を保つには、互いにそうする他なかった。似ても似つかぬ似た者同士。

「他の連れん中ちゆうは先に向かった。俺たちも急ごうぜ。ほら、お前の分」

　レイジはそう言って何かを差し出した。

　鈍にび色いろの光こう沢たくを放つのは、黒くろ鋼がねの自じ動どう拳けん銃じゆう。

　いつもバイクのキーボックスに二重底で隠かくし持っている。トキオは躊ちゆう躇ちよなく受け取り、腰に備えた。予備のヘルメットを借りて後部席にまたがると、レイジがアクセルを吹かし、バイクはタイヤの摩ま擦さつ熱ねつで煙を上げて急発進した。

　目指す繁はん華か街がいは、正門を抜けて大通りに出て、南に一キロ弱といったところ。

　道を行くのは二人が乗るバイクだけだ。通行人の姿すがたはない。影も形もない。道路脇わきに車両が乱雑に停とめてある。道の真まん中なかを通る路ろ面めん電車も停車している。乗客の姿はない。近場のシェルターに避ひ難なん済み。

　目につく建物はどれも学校と同じようにシャッターで閉ざされていた。コンビニもファミレスも社しや屋おくも一いつ軒けん家やもマンションも。街のライフラインは非常用にスイッチし、電気系けい統とうも必要最低限にカットされ、信号機も自じ販はん機きも街がい頭とうビジョンもダウンしている。

　街の隅すみ々ずみに特とく殊しゆな防災システムが敷しかれているのだ。一見すると鉄てつ壁ぺきに思えるそれは、しかし完かん璧ぺきとは言えない。所しよ詮せん、嵐あらしが過ぎるのを耐え忍ぶためのものだ。そして、必ずしも耐えられるとは限らない。その守りを容易に打ち破られたのは、誰だれの記き憶おくにも新しい。

　バイクは風を切って直進する。トキオは風圧に目を細めながら空の様よう子すを確かく認にんした。オーロラに似た発光現げん象しようは空一面に拡大している。本当に、見た目だけは綺き麗れいだ。トキオは皮ひ肉にくを通り越して残ざん酷こくな気分になり、今では義ぎ手しゆとなっている右手の拳こぶしを握った。神しん経けいは通っていないし感覚もないが、脳のうからの信号をキャッチしてある程度は意のままに動かせる。

　前方に、鳥とり居いの形をした大きな赤い門が見えてきた。繁華街の入り口だ。その先は歩行者天国になっている。いつもは人で溢あふれているが、今はゴーストタウンさながら。進入禁止を無視してバイクのまま突っ走った。

　不ふ意いに、頭ず上じようで発光。明るくなる。

　見上げると、すでに、それは現れていた。

　中空に刻まれる光の輪、不ふ可か思し議ぎな紋もん様よう。




　──魔ま法ほう陣じん。




　そして、陣の向こうから、何かが飛び出してくる。

　空を駆かる、異い形ぎようの翼つばさ。金きん属ぞくを引き裂さくような耳みみ障ざわりな咆ほう哮こう。

　小型の飛ひ竜りゆうだった。小型と言っても体長は三メートル以上。翼よく手しゆを広げた姿はその倍近い印いん象しようを受ける。

「ワイバーン、Ｂ級か」レイジが見定め、端たん末まつをチェック。「他の連れん中ちゆうはもっと先だ。応おう援えんに呼ぶには遠すぎる。二人だけじゃ、ちょっと厳きびしいけど、どうする？」

「一いつ匹ぴきなら問題ない、だろ」トキオは淡たん々たんと返す。すでに銃を手にして臨りん戦せん態勢。

「はいはい、付き合いますともさ」

　狩かるか、狩られるか。さあ、来い。殺してやる。

　トキオは冷めた瞳ひとみに暗い光を宿し、殺意に染まっていく。あの日の恐きよう怖ふと絶望を、怒りと憎にくしみに変えてぶつけるために。

　ワイバーンが爬は虫ちゆう類るいじみた瞳どう孔こうで二人を捉とらえ、急きゆう降こう下かしてきた。

「ウェルカム、アンド、グッバイ！」

　レイジが陽よう気きに告げ、二人はすかさず引き金を引く。

　銃じゆう口こうから放たれたのは、実じつ弾だんではなく青い光こう弾だんだった。ワイバーンに命めい中ちゆうしたそれは、頑がん丈じような鱗うろこの前に砕くだけ散り、小さな傷をつけるに終わる。

　ワイバーンが大きく口を開く。口内に炎ほのおが渦うず巻まき、塊かたまりとなって放たれた。

「うお、やっべ、ごめんなさーい！」

　レイジが慌あわててハンドルを握り直し、バイクを傾ける。トキオも体を倒した。膝ひざが地面にこすれそうになりながら急旋せん回かい、すんでのところで火か球きゆうをかわす。高熱がよぎり、ワイバーンが真ま上うえを通り過ぎる。レイジはドリフト気ぎ味みにバイクを停とめた。

　すれ違ったワイバーンは、ゴム皮のような翼つばさをはためかせて反転し、地上に降り立つ。翼よく手しゆと両足の鉤かぎ爪づめをアスファルトに食い込ませ、四し足そくでかまえて甲かん高だかい咆ほう哮こうを放つ。

　トキオとレイジはバイクを降りて対たい峙じした。

「ふいー、さすがに頑がん丈じようだな。さて、どう攻める？」

「援えん護ごを頼む」トキオは返事を待たずに駆かけ出す。

「まーたお前はそうやって突っ走る」

　レイジが呆あきれながらも付き合う。トキオと反対方向に移動しながら牽けん制せい射しや撃げきでワイバーンの注意を引きつけた。その隙すきにトキオは死角に回り込み、間ま合あいを詰めていく。

　しかし、ワイバーンは敏びん感かんに察し、長い首をもたげて振り向いた。

「まずっ、いったん退ひけ、トキオ！」

　いや、この距きよ離りなら勝負──トキオは突き進んだ。仕し留とめ切るッ。

　ワイバーンが尻尾しつぽを薙なぐ。跳んで避け、前に出ながら引き金を絞しぼった。青い光弾が鱗の前に砕くだけ散る。まるで効いていないようだが、臆おくせず前へ。

　正面に向き直ったワイバーンの口から火球が放たれた。右も左も回かい避ひは間に合わない。とっさにスライディング、真ま下したを抜ける。レイジが援護射撃する。ワイバーンの片目を潰つぶしてひるませた。その隙にトキオは前進、銃を連れん射しや。眉み間けんに狙ねらいを定める。そこがワイバーンの急所の一つ。一点に集中砲ほう火か。鱗にひびが入る。ワイバーンは闇やみ雲くもに爪を振り回し抵てい抗こうした。振り下ろされる爪を半はん身みになって避ける。続いてアッパーカットのように迫る一いち撃げきを仰のけ反ぞってかわした。目と鼻の先、爪は紙かみ一ひと重えのところをかすめ、ヘルメットを引っ搔かいて飛ばす。その衝しよう撃げきだけでバランスを逸いつし、トキオは受け身も取れずに背中から転んで後こう頭とう部ぶを打った。

「トキオ！」

　レイジの声に目を見開く。尻尾しつぽが鞭むちのようにしなって落ちてくる。慌あわてて横転回かい避ひ。叩たたきつけられたアスファルトがへこむ。起き上がったトキオは、二にの舞まいを恐れず突き進んだ。爪つめも尻尾もまともに受けたら一いつ巻かんの終わり。それでも、ビビるな──自分に命じる。尻尾が頭ず上じようをかすめて唸うなる。爪が数センチ横を切り裂さく。ギリギリの死線を越えて懐ふところに飛び込んだ。

　零ゼロ距きよ離り、もらった──殴なぐるように銃じゆう口こうを向け、敵の眉み間けんに弾だん丸がんを注そそぐ。無表情に、見開いた目は冷たく燃えて、右手は殺意に応こたえてトリガーを何度も引いた。

　やがて鱗うろこが砕くだけ、ついに一発の光こう弾だんがワイバーンの頭部を貫つらぬく。

　ワイバーンは断だん末まつ魔まの悲鳴を上げて体を反そり、背中から倒れた。

　沈ちん黙もく──。トキオは念のため、もう一発撃うち込み、なおも息を殺して銃を向け続ける。風かざ穴あなから出血はない。代わりに七色の光の粒つぶが蛍ほたるのようにふわふわ舞い、宙ちゆうに溶けていく。そしてワイバーンの全身は淡く発光し出した。うっすら透すけ始め、見る見る実体を失っていく。

　完全に消え失うせてから、ようやく銃を下ろした。終わってみれば無傷の勝利。だが、一歩間違えたら死に直結していた。肉体以上に精神が擦すり減る戦いだ。結果に見合わない量の疲ひ労ろうが押し寄せる。呼吸は乱れ、苦戦の色は隠かくせない。

　異い形ぎようの敵が消えた跡あとには虹にじ色いろの結けつ晶しよう体たいが残った。ピンポン玉程度の大きさ。花はな弁びらに包まれた蕾つぼみのような形状。やつらを倒してそれを得るのが二人の目的だった。

　レイジが回かい収しゆうし、ポケットに入れる。「相変わらず無む茶ちやしやがる。自分の命ぐらい、もうちょい大だい事じに扱ってやれよ。下へ手たすりゃ逆にアウトだぞ、今の」

「かもな」爪つめ痕あとを刻まれたヘルメットを拾い、トキオは憮ぶ然ぜんと返した。

　勇ゆう敢かんと無む謀ぼうは紙かみ一ひと重え。生死は背中合わせ。自覚はあるが、それでいいとも思っている。それぐらいでなければ、やつらは殺せない。

「いつもいつも、見ているこっちがハラハラするぞ。まあ、俺おれたちの武ぶ器きじゃ、まともなやり方じゃ通用しねえけどよ」レイジは銃をくるくると回した。「この火力不足、いい加か減げんどうにかならねえかな。これが現代科学の結晶っていうんだから泣けてくるぜ」

「何もできないよりマシだ」

「……それもそうだな。三年前まで、手も足も出なかったことを思えば」

　どこからか銃じゆう声せいと獣けものの雄叫おたけびが聞こえる。さらに爆ばく発はつ音も。遠とお目めにいくつもの魔ま法ほう陣じんの発生が確かく認にんできた。あちこちで異形の生物との戦せん闘とうが勃ぼつ発ぱつしているようだ。

「さて、早々にＢ級一いつ匹ぴき。これだけで成果は十分だけど、どうする？」

「決まっている」

　まだ狩かり足りない。殺し足りない。血の通わない右手が疼うずく。

「いいぜ、もう一狩り行くか」

　再び、バイクに乗って走り出した。戦せん場じようと化した繁はん華か街がいのさらに奥地へ。
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　全ての発ほつ端たんは、百年前に遡さかのぼる。世界中で大だい規き模ぼな戦争が行われていた当時、日本の小さな田舎いなか村の上空に、何の前触れもなく唐とう突とつに、巨きよ大だいな光の輪が現れた。

　以い降こう、その輪の下で、ある現げん象しようが起こり始めた。

　それが、魔ま法ほう陣じん。

　そして、魔法陣を通じて現れる異い形ぎようの生物たち。

　不幸中の幸いと言うべきか、異形の生物たちの活動時間には限界があり、一定の時間経過によって自然消しよう滅めつする特性があった。また当初は局地的な現象に過ぎず、人類が壊かい滅めつ的被ひ害がいを受けることはなかった。

　しかし、光の輪は徐じよ々じよに拡大を見せ、それにつれて現象の発生域も広がった。そして半はん世せい紀きをかけて全世界に広がり、地球を覆おおい尽くして輪が輪でなくなったところで姿すがたを消した。その後のさらに半世紀、異形の生物の襲しゆう来らいは世界中で確かく認にんされるようになり、今では一種の天てん災さいとして誰だれもが知るところである。

　この超自然現象のメカニズムは、いまだに判明していない。それどころか何もわかっていないに等しく、いつからか人は、その原因を別の世界に求めるようになった。

　異世界論──数ある仮か説せつの一つに過ぎなかったそれは、他に説明のしようがないという理由にならない理由で、世界共通の解かい釈しやくとして今に根付いている。そして魔法陣が発生する超自然現象を〝異コ世ン界タ干ク渉ト〟と称し、異形の生物を〝異ア界ニ種マ〟と呼ぶようになった。これまで確認された異ア界ニ種マは、その異形の姿から、ファンタジーや神しん話わなどから名が取られている。

「そうだ、トキオ。今日きようが何の日か知ってるか？」

　異ア界ニ種マを探してバイクを蛇だ行こうさせながら、レイジが言った。

　トキオは「さあな」と一ひと言ことで終わらせる。

「もう少し興きよう味みを持てって」レイジのフルフェイスが苦く笑しようで揺れる。「今日は異コ世ン界タ干ク渉トが始まって、ちょうど百年目に当たるメモリアル・デーらしいぜ」

「ふーん」

　関心なく、周囲を見渡した。状況はクリア。近くに異ア界ニ種マは確認できない。繁はん華か街がいの中心のほうは戦せん闘とうが激化しているらしく、銃じゆう声せいや雄叫おたけびがひっきりなしに聞こえてくる。

「まったく、駄だ弁べりがいのないやつだ」レイジはそう言いながら駄弁り続ける。「ま、祭典を開くようなめでたい話じゃないけどよ。しかし、こんなことが百年も続いているなんて、長い世紀末だよな。しかも滅びるどころか栄えてんだから、人間、しぶといもんだ」

「そこは連中の功こう績せきなんだろうさ。掛かけ値ねなしに」

「そいつが一番の皮ひ肉にくだぜ」

　異コ世ン界タ干ク渉トの発はつ祥しよう地ちでもあるこの街は、俗に〝境きよう界かい都市〟と称されており、単体の都市としては、今や日本で五本の指に入る規き模ぼになっている。

　世界中のどこよりも長く、百年にわたって異ア界ニ種マの脅きよう威いに晒さらされながらここまで成長できたのは、事実、連中のおかげに他なるまい。その庇ひ護ごのもと、この地は、そして世界は、生きながらえてきた。今もそう。

　だが、そうした状況は、独どく裁さい的な体制を許すことにもつながった。境界都市の主しゆ導どう権けんは国ではなく連中のほうにある。いや、この街だけじゃない。日本全国、世界中で、連中は大きな権けん威いを築き上げている。

「そうそう、百年目の世せい紀き末まつと言えば、あの噂うわさがあったな」

「噂？」

「ほら、世紀末の魔ま女じよってやつさ。干かん渉しようから百年目、つまり今日きよう、異世界の魔女が世界を滅ぼしに現れるっていう。けっこう有名だろ。知らないのか？」

「さあな」

　聞いたことはあるかもしれないが、いちいち覚えちゃいない。その手のゴシップは後を絶たないのだ。異世界人の存在については昔から議ぎ論ろんされている。一時期は、異ア界ニ種マは異世界人が送り込んだ生体兵へい器きだ、という侵しん略りやく説せつが流は行やった。

　現在は、異世界が実際に存在しても人間のような知的生命体はいない、というのが一番有力な説だ。異コ世ン界タ干ク渉トは超自然現げん象しようで、異ア界ニ種マは生物学的に見て未み熟じゆくで知能が低い。異世界があるとしても原始的な世界だろう──それが、この百年で培つちかわれた常じよう識しき的解かい釈しやくである。

　ただ……三年前、その解釈にも疑ぎ惑わくが生じた。大だい災さい厄やくを引き起こしたヒトガタ異ア界ニ種マ、特Ａ級指定された通称〈ダイダロス〉──妹を消し去った悪あく魔ま。やつを目にしたら、異世界人の存在に疑いを持ちたくもなる。魔女の噂も、そこからきているのかもしれない。

　突然、空が明るくなった。上空に魔ま法ほう陣じん。さっきのものよりも少し大きい。

「お、来た来た」レイジはバイクを減速させた。「中心部は激げき戦せん区くみてえだし、今日はいつもより賑にぎやかじゃん。こいつはマジで世紀末の魔女が現れる前触れだったりしてな」

「たまにはこういう日もある」

「冷めた御意見をどうも。しかし、何が面白くてやって来るのかねえ」

「さあな。こっちは入場料を頂いただくまでだ」

　バイクを停とめ、二人は魔法陣に向けて銃じゆうをかまえて待ち受けた。すぐに陣の中心から異い形ぎようの影が飛び出す。現れたのは、またもやワイバーン。ただ、立て続けに三体も現れた。

「え、ちょ、三名様とか、聞いてないんですけど」レイジが焦る。「いくらなんでもこいつは厳きびしすぎるぜ。いったん退ひくぞ。待ったはナシだ！」

　さすがにトキオも異い論ろんはなかった。ワイバーンがいっせいに向かってくる。レイジがアクセルを吹かす。

　発進しようとしたそのとき、頭ず上じように無数の流りゆう星せいが翔かけた。

　青白い軌き跡せきの数々は、三体のワイバーンに吸い寄せられるように命めい中ちゆうし、その硬い鱗うろこをいとも簡単に貫つらぬいた。蜂はちの巣すにされたワイバーンたちは悲鳴を上げる間もなく絶命し、落らつ下かの途と中ちゆうで消え失うせる。虹にじ色いろの結けつ晶しよう体たいが地面に落ち、乾いた音を立てて跳ねた。

「魔ま導どうの光……連中のおでましか」

「らしいな」

　振り返ろうとした二人に、「動くなッ」と凛りんとした女の声が突き刺さる。

「銃じゆうを置いてヘルメットを取りなさい。妙みようなマネをすれば、即そく座ざに射い抜ぬきます」

　背後を取られている以上、下へ手たなマネはできない。二人は視線を交わすと、銃を地面に置いてヘルメットを取った。「ゆっくり振り向きなさい」と言われ、黙だまって従う。

　そこに立っていたのは、一人の少女だった。黒ずくめの制せい服ふくにジャンパーコート。黒のストッキングに包まれた両足を肩幅に開き、ピンと背せ筋すじを伸ばして弓ゆみ矢やをかまえる。水すい晶しようのような光こう沢たくを放つ長ちよう弓きゆう。魔導の光でできた弦つるを引き絞しぼると、青白い矢が生まれた。

　柔やわ風かぜに、艶つややかな藍あい色いろの長ちよう髪はつがなびく。前まえ髪がみがぴっちりと横分けされ、おでこがつるんと照てかっていた。反射光がトキオの目を射す。凛り々りしい太い眉まゆ。整った容よう貌ぼうに生き真ま面じ目めそうな硬い表情を浮かべ、敵意を灯ともした瞳ひとみで二人を睨にらみつけている。

「これはこれは、久く羽ば城しろのサキ御お嬢じよう様さまではありませんか。御ご機き嫌げんうるわしゅう」

　レイジが嫌いや味みにも聞こえるほどへりくだって言った。実際、嫌味半分だろう。

　久羽城サキは、蔑さげすみの目で二人を見る。トキオにはより厳きびしい視線を投げた。

「もしやと思って見回っていれば、やはりいましたか。目め障ざわりな野の良ら犬いぬが二に匹ひき」

　高たか飛び車しやで鼻につく態度だったが、言葉遣づかいは上品で、姿勢の良い立ち姿すがたからは育ちの良さがうかがえる。先ほどレイジが「御嬢様」と言ったのは、皮ひ肉にくであり事実だ。

「懲こりもせずに現れて……今回は規き則そく違反ではすみませんよ。証しよう拠こもあります」

「証拠？」レイジは肩をすくめる。「なんのことですか？　俺おれたち、異ア界ニ種マを生なまで見たくてうろちょろしてただけですよ。非常時の禁きん則そくを破って外出したのは謝りますけど」

「戯たわ言ごとを」久羽城サキは不ふ機き嫌げんそうに眉を寄せた。「誤ご魔ま化かしても無む駄だです。武ぶ器きを持っていた以上、言い逃のがれはできません。覚かく悟ごするんですね」

「嫌だなあ、誤ご解かいですよ。この銃は俺たちのじゃありません。拾ったんです。なあ？」

　レイジの振りに、トキオは「ああ」と同意して見せる。

　当然、信じてはもらえない。

「そんな言いい訳わけが通用するとでも？」

「言い訳も何も事実ですから」レイジはへらへら笑いながら噓うそデタラメを並べ、さらに話を逸そらしにかかる。「ていうか、そちらこそ、なんでこんなところにいるんですか？　中心部はもっと先でしょう。見回っていたって……あっ、もしかして、わざわざ俺たちを捜していたんですか？　異ア界ニ種マと戦わないで野の良ら犬いぬを狩かるとか、いい趣しゆ味みしてますねえ」

「そ、そんなんじゃありませんっ」久く羽ば城しろサキは若じやつ干かん動どう揺ようしていた。「たまたま通りかかっただけですっ。私の進行方向にあなた方がいただけですっ。とにかく、あなた方のような目め障ざわりな野良犬は、早々に警察へ引き渡します」

「こっちにしてみれば、あんたのほうが目障りだ」

　トキオはぽつりと言った。相手の神しん経けいを逆さか撫なでしたのは、言うまでもなかった。

「なっ……失しつ敬けいなっ。助けてもらっておいてその態度はなんですっ、なんなんですっ。私がいなければ、今いま頃ごろワイバーンに食べられていたかもしれないのですよっ」

「別に頼んじゃいない。余よ計けいなお世せ話わだ、でこっぱち」

「で、でこっ!?」

　久羽城サキは弓ゆみ矢やをかまえたまま、見えない衝しよう撃げきを受けたようにぐらつく。顔が真まっ赤かになって表情筋きんがひくひく震え出す。

　レイジが苦く笑しようしながら肘ひじでトキオを小こ突づいた。声を潜ひそめる。

「おいおい、あまり怒らせるなって。ＭＩＭの一等官、それも名めい家かの御ご令れい嬢じようだぞ。これ以上目をつけられたら、さすがに動きづらくなる」

　わかってるさ。トキオは無む言ごんで応じた。あのでこっぱちが、この境きよう界かい都市でどれほど影えい響きよう力りよくのある立場の人間か、俺おれだって知らないわけじゃない。戦せん場じようで遭そう遇ぐうし、小こ競ぜり合いを起こすのはこれが初めてじゃないし、有名人の情報は嫌いやでも入ってくる。
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　百年に渡ってこの地を守しゆ護ごしてきた、選ばれし者たち。

　異コ世ン界タ干ク渉トが始まる以前から根づいている地元民、その末まつ裔えい。

　彼らは最初に現れた光の輪の影えい響きようで、魔ま導どうの力を授さずかった能力者の先さき駆がけだ。異ア界ニ種マに対たい抗こうしうる武ぶ具ぐを具ぐ現げん化かする力。〝魔導具オラクル〟と呼ばれるその力で異ア界ニ種マを討うち払ってきた。

　それが〝魔導士マギウス〟の純じゆん粋すいなる血けつ統とう一いち族ぞく。

　そして彼ら魔導の一門メン・イン・マギウスが組そ織しきした魔導結けつ社しや《ＭＩＭ》は、本部が置かれているこの境きよう界かい都市を超え、全世界に支部を置き、絶対的な上位者として君くん臨りんしている。

　純粋な血統一族以外にも、異コ世ン界タ干ク渉トが世界中に拡大してからは、後天的にその力に目覚める者が現れるようになり、今やその勢力は世界最大にして影響力は絶大だ。それを問題視する声もあるが、守護者としての魔導士マギウスを支し持じする声のほうが圧あつ倒とう的に大きい。彼らなくして世界の平へい穏おんはないから、英えい雄ゆう的存在として盲もう目もく的に崇あがめる者がほとんどなのだ。

　その魔導士マギウスの中の名めい家かに生まれたサラブレッドである久く羽ば城しろサキに、以前から目をつけられているわけだった。ホント、面めん倒どうな女だ。

「なんて無ぶ礼れいな……即そく座ざに謝しや罪ざいを要求します。跪ひざまずきなさい、真ま壁かべトキオっ！」

　最初の凛りんとした雰ふん囲い気きはどこへやら、高たか飛び車しやな上に気が短いとは、ますます面倒なやつ。

　トキオは嘆たん息そくした。隣となりではレイジが、適当に頭を下げておけ、と目で言っている。まあそうだな。噓うそでも謝っておかないと余よ計けい面倒なことになりそうだし。

　嫌いや々いやながらも謝ろうとしたそのとき、彼女の後方、路ろ上じように光の円が走るのを見て、気が変わった。無ぶ作さ法ほうに言い放つ。

「悪かったな、でこっぱち」

「なっ……また、それをっ」案あんの定じよう、久羽城サキは激げき怒どした。「野の良ら犬いぬ風情ふぜいが……もう許しませんっ。あなたは今ここで断だん罪ざいしますっ」弓ゆみ矢やを引き絞しぼる。光の矢や尻じりが輝く。「最低限の加か減げんはしてあげましょう。次に目が覚めたときには牢ろうの中です」

「ありがたい話だが、俺おれより向こうの相手をしたほうがいいんじゃないか？」

「え？」

　路上に発生した魔ま法ほう陣じんから、異ア界ニ種マが湧わき出た。イノシシに似た四し足そくの獣けものが複数体。Ｃ級のキラーファング。体長は一メートル半ほど。針金のような剛ごう毛もうに覆おおわれ、反そり返った大きな牙きばが二つ、下した顎あごから飛び出している。低い唸うなり声を上げていっせいに突とつ進しんしてきた。

「くっ」

　久羽城サキは対応せざるを得ない。背を向けたその隙すきに、トキオとレイジは銃じゆうを拾ってバイクに乗った。急発進。

「あっ、こら、待ちなさいっ！」

　待てと言われて待つ馬ば鹿かはいない。レイジが「がんばってくださーい」とからかってアクセル全開、一気に加か速そくしてその場から遠ざかる。

　久く羽ば城しろサキは、小さくなっていく二人の背中を口く惜やしげに見送るほかなく、怒りの矛ほこ先さきをキラーファングの群れに向けて光の矢を放った。
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　野の良ら犬いぬ──本来、人間を指して使うべき言葉ではないだろう。人の尊そん厳げんを踏みにじるような差別用語にも聞こえかねない。

　ただ、昨今では、そこには別の意味が生まれていた。魔導士マギウスは蔑べつ称しようのつもりで使っているのかもしれないが、言われる側は必ずしもそうとは感じない。むしろ、その称しよう号ごうに誇りを持っている者さえいる。

　もともと〝野良〟とは、魔導士マギウスたちが自分たち以外の人間──魔ま導どうの器うつわから漏もれた能無しの一いつ般ぱん人じんを指して使っていた隠いん語ごだった。

　その漏れ落ちた野良たちドロツプアウト・グループが《ＤＯＧ》と名を掲かかげて自じ警けい団だんを始めたことから、魔導士マギウスたちはそのメンバーを、そしてメンバー自ら自分たちを、野良犬と称するようになったのだ。

　トキオとレイジも《ＤＯＧ》のメンバー。野良犬だ。悪い響ひびきじゃない。

　ドロップアウト組というだけあり、野良犬の多くは、魔導士マギウスを上位とする現体制に不満を抱く社会的弱者だ。《ＭＩＭ》に守られていては、その現状を打だ破はすることはできない。だからまず、自分たちの身を自分たちで守ろうと考えた。当初《ＭＩＭ》はそうした《ＤＯＧ》の理り念ねんや活動を黙もく認にんしていた。どうせ何もできやしないと高たかを括くくっていたのだろう。

　事実、何もできなかった。異ア界ニ種マと戦えるようになったのは近年になってからで、それまでは避ひ難なん誘ゆう導どうや被ひ災さい処しよ理りなど、ずっとボランティア的な役回りに甘んじていたという。

　契けい機きになったのは、三年前の大だい災さい厄やくだ。特Ａ級異ア界ニ種マ〈ダイダロス〉とその対たい処しよ法ほうによってもたらされた甚じん大だいな被ひ害がいは、それまで後方支し援えんに終しゆう始ししていた野良犬たちに、当初の理念を思い出させ、意い識しきの改かい革かくを呼んだ。

　ちょうど対異ア界ニ種マ用の兵へい器きも独自開発され、大災厄以い降こう《ＤＯＧ》は積極的に戦せん場じように介かい入にゆうするようになった。志し願がん者しやも急増し、いくつものチームが誕たん生じようした。その流れは国外にまで広がった。今の《ＤＯＧ》は一個の組そ織しきではなく無数の集団で成り立っている。

　だが、そうして大きく動き出した《ＤＯＧ》の存在を《ＭＩＭ》は決して認めようとしなかった。その活動は非合法で、世界の安全を脅おびやかしかねないとし、警察機き関かんと結託して取り締しまりや摘てき発はつを強化して封ふう殺さつするようになった。

　そうなれば、衝しよう突とつは必然。《ＭＩＭ》と《ＤＯＧ》の対立は年々激化する一方だ。

「……やれやれ、危ないところだったな。あのタイミングで出て来てくれるとは、異ア界ニ種マもたまには役に立つ」

　逃とう走そうに成功した二人は、中心部に向かうのをあきらめ、適当に道を迂う回かいしていた。

「にしても、あの御お嬢じよう様さまも惜しいよな。顔はいいのに、性格と、胸がな……見事にまな板なんだよな。あそこまで薄いと逆にセールスポイントになるぜ。なあ、トキオ」

　レイジの皮ひ肉にくたっぷりな嘲ちよう笑しように、トキオは「さあな」とだけ返しながら、久く羽ば城しろサキの容よう姿しを思い出す。顔より胸より額ひたいの印いん象しようが強い。というか、そこしか印象に残っていない。

「まあ、ありなしで言ったら、魔導士マギウスって時点でないか……つーか、お前も発言には気をつけろよ。でこっぱちはストレートすぎるだろ。笑えるけど。前に出くわしたときもそれで恨うらみを買ってたろ。もう完全に目の敵かたきにされちまってるぜ、ありゃ」

「現行犯で捕つかまらなければ問題ない。捕まったところで、とぼければいい」

「さすが、経けい験けん者しやは語る」

「お前もだろ」

「だな。けど、お互い何度も補ほ導どうされている身だ。あまり御ご厄やつ介かいになると退学になるぜ」

「そのときはそのときだ」

「ごもっとも。しかし、ワイバーンを三体まとめて、ああもあっさりやっちまうとは、さすがは本家のエース様だな。ま、あの御嬢様の場合、名めい家かの威い光こうもあるだろうけどよ」

「最年少一等官、だったか」魔導士マギウスの階級に興きよう味みはないが。

「学生のうちは候こう補ほ生せいスタートで、三等官、頑がん張ばっても二等官がいいところ。それがすんなり一等官になれたのは、血ち筋すじやら家いえ柄がらが大きく左右してるって話さ。久羽城家は評ひよう議ぎ会かいにも名を連ねているからな。けど、それはそれとして、やっぱ魔導具オラクルの力は段違いだぜ」

「……そうだな」

　それは、嫌いやでも同意せざるを得ない事実──現実だ。

　異ア界ニ種マとの戦いにおいて、魔導士マギウスが扱う魔導具オラクル以上に有効な武ぶ器きは存在しない。

　異ア界ニ種マは魔ま法ほう体たいであるため、この世界の既き存そんの兵へい器きは通用しないのだ。核かく兵器さえ意味をなさないという。時間の経過と共に魔ま力りよくを消しよう耗もうして自然消しよう滅めつするが、それを待っていたら被ひ害がいは拡大する一方。だからこそ迅じん速そくな討とう伐ばつが求められるのだが……。

　トキオたちが使っている武器は、史上初めて開発された対異ア界ニ種マ用の改造銃じゆうだ。その製せい造ぞう自体が非合法とされているが、現代科学の結けつ晶しようと言っても過か言ごんではない。しかし性能は魔導具オラクルと比較すると、玩具おもちやも同前。魔導士マギウスの才能には遠く及ばず、Ａ級以上の異ア界ニ種マにはまったく歯が立たない始し末まつ。現代科学の結晶であると同時にその限界でもあるわけで。

「魔ま導どうの技術さえあれば、俺おれたちだって、もっと戦えるはずなんだ……」

　レイジは呟つぶやいて減速し、虹にじ色いろの結晶体を一つ手にしてかざした。久羽城サキが仕し留とめたワイバーンが落としたものをちゃっかり回かい収しゆうしていたらしい。陽ひの光が乱反射し、七色の彩さい光こうが顔を照らす。

　その結晶体は〝魔花クオーツ〟と呼ばれている。異ア界ニ種マを倒した後に残るもので、魔導のエネルギーを宿す、貴き重ちような異世界の資し源げんだ。

　境きよう界かい都市は、そのエネルギーを駆く使しした魔ま導どう技術を取り入れたモデルタウンだった。完全なクリーンエネルギーを生成し、電機やガス、水などの資源に還かん元げんすることもできる。費ひ用よう対効果も抜ばつ群ぐん。その恩おん恵けいにあやかれるのは、今のところ世界中でこの街だけ。

　そして、その技術を保有し、管理を許されているのは《ＭＩＭ》だけ。

「異ア界ニ種マの脅きよう威いと引き換えの恩恵……異コ世ン界タ干ク渉トの光と闇やみってな。けど、影を生むのは闇じゃなく光のほうだ。皮ひ肉にくなことに、今じゃ異ア界ニ種マより魔花クオーツのほうが問題の種たねだぜ」

「連れん中ちゆうに譲ゆずり合いの精神はないらしいからな」

　魔導の技術と資源。それが《ＭＩＭ》と《ＤＯＧ》の対立の一番の要因になっている。

「ふざけた話だぜ」レイジは舌した打うちする。「連中だけが独どく占せんするなんて、どう考えてもおかしいだろ。魔導の技術を公開すれば、もっと強い武ぶ器きだって作れるはずだ。なのに、連中は規き制せいを強化して圧力までかけてきやがる。魔花クオーツは譲ゆずらない。魔導の研究も許さない。魔導の拡散は犯罪や抗こう争そうの増ぞう長ちようにつながるからだとか抜かしてやがるが、本当のところ、自分たちの優位性を守りたいがため、上位者であり続けるためなのさ」

「連中の邪じや魔まさえなければ──科学を超えた魔導の技術があれば、強い武器が作れる。強い武器があれば、もっと多くの異ア界ニ種マを殺せる。でも、魔導士マギウスにとっては都つ合ごうが悪い」

「自分たちが絶対の存在じゃなくなるからな。だから保守に走ってるのさ。だったら俺おれたち野の良ら犬いぬは、自力で異ア界ニ種マを倒して魔花クオーツを回かい収しゆうして、独自に研究を進めていくしかないだろ。それを悪だって言うなら、喜んで悪になってやるってんだ。なあ？」

「俺おれは、異ア界ニ種マを狩かれれば、それでいい」

「お前はそういうやつだよな」レイジは呆あきれて笑う。

　トキオにとって、組そ織しきの対立は二の次。重要なのは異ア界ニ種マを狩ることだ。三年前の悲劇を清算するには、やつらを駆く逐ちくする他ない。

　そう、一いつ匹ぴきでも多く殺す……命が続く限り殺し続ける。

　もちろん、《ＭＩＭ》のやり方は気に食わないし、上位者気取りも許せない。敵であることには違いないが、レイジほどの熱量はなかった。

　とにかく、魔ま導どうの技術と資源を巡る《ＭＩＭ》と《ＤＯＧ》の対立は、底なしで泥どろ沼ぬま化かしている。そうそう変化は期待できまい。それこそ世せい紀き末まつの魔ま女じよの噂うわさじゃないが、根底からすべてをぶち壊こわすような、とんでもない爆ばく弾だんでも降ってこない限りは。

「おっとっと、また厄やつ介かいなのに当たっちまった」

　レイジが愚ぐ痴ちって魔花クオーツをポケットに戻し、アクセルを握り直した。

　正面から《ＭＩＭ》のジープが走ってくる。鉢はち合あわせ。こっちに気づいたか？　交差点を曲がって様よう子すを見る。向こうも道を折れて追ってきた。

「見み逃のがしちゃくれないか。しゃーない、二ふた手てに分かれてかく乱するぞ」

　トキオはミラー越しに首しゆ肯こうした。

　次の交差点を曲がろうと減速した瞬しゆん間かん、バイクから跳び降り、横転して受け身を取る。すぐに起き上がって横の路ろ地じに入った。レイジはそのままバイクで走り去る。これで、どちらか一方に引きつけられれば……。

　と思ったが、追ってきたジープから魔導士マギウスが二人降りてトキオを、ジープはバイクを、それぞれ追走した。

　そう狙ねらい通りにはいかないか。しかたない、別個に振り切るしかない。

　トキオは路地裏を駆かける。二人分の足音がついてくる。さて、どうするか。魔導士マギウス相手じゃ一対一でも厳きびしい。二人相手にまともにやりあうのは論外。牽けん制せいして距きよ離りを稼かせぐか。

　所持している改造銃じゆうは対人用ではないので殺さつ傷しよう力はない。物理兵へい器きではないのだ。弾だん倉そうに込められているのは弾だん丸がんではなくバッテリーで、魔花クオーツから抽ちゆう出しゆつして溜ためたエネルギーを光こう弾だんに変えて放つ。異ア界ニ種マには有効だが、人間に対してはスタンガンのような麻ま痺ひ効果にとどまり、気き絶ぜつさせるのが精せい一いつ杯ぱい。魔導士マギウスの扱う魔導具オラクルはそのあたり使い手のさじ加か減げんで調ちよう整せいが可能で、その気になれば人を殺あやめる道具にもなる。能力格差もいいところ。

　まあスタンガン程度だからこそ遠えん慮りよなくぶっ放せるという考え方もある。だが、魔導士マギウスに喧けん嘩かを売るのは得策じゃない。こっちが手を出せば、連れん中ちゆうは粛しゆく清せいの口実を得て喜ぶだけだ。ただでさえ野の良ら犬いぬを煙たがっているから。

　ここは何もせず逃げに徹てつする。薄汚れた狭い路地を右に左に走った。金かな網あみのフェンスをよじ登り、ブロック塀べいを跳び越え、道なき道もいく。

　迷めい路ろのように入り組んだエリアに入った。相手の視し界かいから外れた隙すきに、目についた雑ざつ居きよビルの二階ベランダへ、壁を蹴けって排はい水すい管かんを伝い、よじ登る。そのままベランダの陰に姿勢を低くして身を隠かくし、息を殺す。

　追ってきた二人は、気づかずに下を走り抜けていった。その場にとどまってしばらく様よう子すを見たが、戻ってはこない。なんとか撒まけたようだ。今回は場所が良かったな。見晴らしのいいところだったら、こう簡単にはいかなかっただろう。

　呼吸を整える。レイジのほうはどうだろう。そう思って携けい帯たい端たん末まつを手にしたところ、ちょうどショートメールが届いた。ニコニコマークのスタンプ一つ。無ぶ事じの証あかし。

　こちらから電話をかけた。陽気な応答がある。

『よう、ご苦労さん。どこにいる？　拾いに行くぜ？』

「いや、いい。終わるまで適当にやり過ごす」

『そうか。じゃあ、今日きようはこれでお開きだな。報ほう酬しゆうは、また今度でいいか？』

「ああ、特に急がない」

『オーケー。そしたら、またな』

　電話を終えて端末をポケットにしまい、ベランダの壁にもたれて足を伸ばす。小さな花を植えた丸い鉢はちが置いてあった。窓には頑がん丈じようそうなシャッターが下りている。

　空は夕焼け色。中心地からはいまだに戦せん闘とう音が響ひびいてくるが、そこまで激しくもなくなっていた。落らく日じつと共に終局に向かっているようだ。

　このまま異コ世ン界タ干ク渉トが終わるまで時間を潰つぶす。発生から収しゆう束そくまでは、平均して十五分から二十分。それを過ぎれば逃げ切り成功だ。異コ世ン界タ干ク渉トの発生中、現行犯で捕つかまらなければなんとでも言い逃のがれはできる。魔導士マギウスもそれをわかっているから、終わってまで追ってはこない。

　非常事じ態たいが解除されれば、繁はん華か街がいはすぐに人で溢あふれる。それに紛まぎれて帰ればいい。後は寮りようで飯めしを食って寝るだけ。

　すっかり幕まくを下ろしかけていたそのとき、突然、オレンジ色の西日に七色の極きよつ光こうが交じり込んだ。ベランダから上を覗のぞくと、屋おく上じようの先に光の弧この一部が見える。魔ま法ほう陣じんだ。ちょうど真ま上うえのあたり。

　確かく認にんするだけしに行くか──トキオは排水管を伝ってベランダから降りた。隣となりの雑ざつ居きよビルに外階段を見つけ、銃じゆうを手にして屋上に上がる。

　茜あかね色いろの空に、極ごく彩さい色しきの魔法陣が浮かんでいた。

「……？」

　ふと、違い和わ感かんを覚える。何か、いつもと違う気がした。色か、紋もん様ようか。魔法陣の形状は召しよう喚かんされる異ア界ニ種マによって異なるそうだが、それは微び妙みような差異で見分けるのは難しく、戦せん場じようでいちいち判別している暇ひまもない。

　気にしても始まらない。トキオは違和感を引きずりつつも改造銃をかまえて召喚のときを待った。戦うか逃げるかは相手次第。何が出てくるか見極めて対応を考える。

　魔法陣が光で満ちていく。その中心から、何かが姿すがたを現す。

　直後、自分の目を疑った。

「な……に？」

　逆光に浮かぶシルエット。それは、異ア界ニ種マの異い形ぎようではなく……。

「ヒト、だと？」

　一いつ瞬しゆん、三年前の悪あく夢むがフラッシュバックし、戦せん慄りつが走った。

　しかし、魔法陣の輝きが引くにつれ、鮮せん明めいになっていくその姿は、あのヒトガタとはまったく違っていた。あのヒトガタは、所しよ詮せんは異形──ヒトに似た形だったとは言え、目も鼻も口もない、あくまでもバケモノだった。

　でも、今そこに現れたのは、あれは……人間だ。

　人の形をした何かではなく、まぎれもない人そのもの。

　胸を撫なで下ろすと同時に別の衝しよう撃げきに襲おそわれる。バカな、人間だって？　異世界人は存在しないはず。それが百年の常じよう識しき。そもそも異世界の存在自体、定義上のものにすぎない。

　だが、この目に映っているのは、確かに……小こ柄がらな、少女。

「世せい紀き末まつの魔ま女じよ？」

　不ふ意いに、その噂うわさが口をついで出た。

　少女は仰あお向むけの姿勢で、仄ほのかな光に包まれ、ゆっくりと降こう下かしてくる。目の高さにまで降りてくると、そのまま宙ちゆうにとどまった。まるで受け止めろと言っているようで、誘われるがまま魅み入いられたように無む意い識しきに、銃を腰に戻して両手を差し伸べている自分がいた。

　少女が、そっと腕の中に降りる。柔らかな人ひと肌はだの感かん触しよく。まだ半分浮いている。

「…………」

　言葉にならない。

　間ま近ぢかで見て、触れても、まだ信じがたい。

　だが、現実だ。でなきゃ白はく昼ちゆう夢むでも見ているのか？

　どう見ても人間の少女。年の頃ころは同じくらい。噂の魔女のイメージとはかけ離れた可か憐れんな面おも立だち。生まれたてのようなキメ細かい柔やわ肌はだ。薄い桃色の髪かみは魔花クオーツに似た花飾りでおさげに結われている。妖よう精せいの羽のようなフリルの付いた白いセーラーワンピース姿すがたで、呼吸に合わせてゆっくりと上下する胸の上に装そう飾しよく手て袋ぶくろをつけた両手を重ね、祈るような姿で眠っていた。

　少女を包む光が徐じよ々じよに失われ、重力に引かれ出す。トキオの腕に相応の重みが乗る。

「ん……」

　と、少女が、目を覚ました。

　ぼんやりと瞬まばたく。惚ほうけた表情。まだ夢ゆめ現うつつの中にいるよう。

　とろんとした瞳ひとみにトキオを映す。

「あ……」

　すぐに意い識しきがはっきりしたのか、瞬きしてトキオの顔をじっと見た。

　目と目が合う。トキオは何も考えられないまま、不ふ思し議ぎな引いん力りよくに引き寄せられるように少女に見入った。長くて短い一いつ瞬しゆん。世界が静止したように音が失うせる。

　やがて、少女は瞳を輝かせ、笑った。

　ニコッと子供のような純じゆん粋すいな笑顔で。

　そして嬉うれしそうに声を弾はずませ、トキオの首に抱きついた。

「お兄にいちゃんっ！」




　　　　　　　　　　４




「……あれ？　ここどこ？　わわっ、お姫ひめ様さま抱っこ!?　ちょ、下ろしてお兄ちゃんっ。人に見られたら恥はずかしいでしょっ。早く、早くってばっ」

　いきなり抱きついたかと思えば、りんごのように顔を赤くして足をばたつかせ、トキオの胸をぽかぽかと叩たたく。暴れる拍ひよう子しにフリルがひらひら揺れた。
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　トキオは、言われるがまま少女を下ろした。自分の足で立った少女は、せかせかと衿えりを整えて胸元のリボンを微び調ちよう整せい。膝ひざ丈たけのフリルを軽くはたき、ぴょんと跳ねて振り返る。

　トキオはフリーズしていた。無表情の下では、戸と惑まどいと混乱が台たい風ふうのように渦うず巻まく。

　お兄にいちゃん……？　単純に年上の異い性せいだからか。いや、少女が口にしたその響ひびきには、近親者に対するような独特の親愛と無ぶ遠えん慮りよさが感じられた。

「お前……何者だ？」警けい戒かい半分に問う。

　少女は腰に手を添え、堂々と胸を張って答える。

「何者って、お兄ちゃんの妹ですけど？　カナミですけど何か？」

　カナミ──その名を耳にした途と端たん、ズキンと胸が痛んだ。

　もう一度、問わずにはいられない。

「誰だれなんだ、お前は」

「だから、カナミだってば」

「どういうつもりだ」

「どういうつもりって……お兄ちゃんこそ、どういうつもりなの？」

　少女はいじけたように唇くちびるを尖とがらせた。

「まさか妹の顔と名前を忘れたの？　ひっどーい、ばか、さいてー、えっち」

「えっちは関係ないだろ」

　反射的に突っ込みを入れた。その瞬しゆん間かん、デジャヴに襲おそわれる──子供だった頃ころの他愛たわいもないおしゃべり。脈みやく絡らくもなく付け加えられる「えっち」の一ひと言こと。困って突っ込み返す自分。面白がってやめないカナミのイタズラな笑顔──。

「あれ？　誰だれもいないね。まだ夕方なのに」

　妹を名乗る少女は、屋おく上じようの手すりから無人の繁はん華か街がいを見下ろした。

　トキオの目に、その姿すがたは、赤の他人にしか映らない。

　カナミとは面おも立だちが全然違う。髪かみの色も、桃色ではなく母親譲ゆずりの亜あ麻ま色いろだった。年齢だって合わない。三年前、カナミは七歳さいだった。仮に生きていたら今は十歳。しかし、目の前の少女は、言動こそ子供っぽいが、どう低く見ても十四、五だ。

「んー、でも変だなー。カナミ、違う場所にいた気がするけど……ねえ、お兄にいちゃん」

　少女が振り返って聞く。トキオは探るように見るだけで聞いていない。少女がちょこちょこと歩み寄り、首をかしげて上うわ目め遣づかいに覗のぞく。

「お兄ちゃん、聞いてる？　ねえ、お兄ちゃんってばっ」

　お兄ちゃん──その響ひびきが胸を搔かき乱す。三年前のあの日に聞いた、妹の助けを求める声と重なり、心しん臓ぞうに突き刺さる。鼓こ動どうのたびにズキズキと痛む。

　やめろ……やめてくれ。もうとっくに壊こわれていたはずの情動のスイッチが、カチリと音を立てた。なぜ、カナミを名乗るのか。なぜ、俺おれたち兄妹のことを知っているのか。疑問を感情が吹き飛ばし、声を荒げそうになる。

　そのとき、路ろ地じを挟んだ向かいのビルの屋おく上じように、人ひと影かげが現れた。

「そこっ！　何をして……」

　藍あい色いろの長ちよう髪はつに照てかるおでこ。久く羽ば城しろサキだ。

「あなた、真ま壁かべトキオっ。それに……っ!?」

　少女の姿を目にとめた途と端たん、顔色が変わった。魔導具オラクルの弓ゆみをかまえ、光の弦つるに指をかけて引き絞しぼる。青白い矢が生まれ、容よう赦しやなく狙ねらいをつけた。

「二人とも武ぶ器きを捨てて両手を上げなさい！」

　刺とげ々とげしい声。警けい告こくというよりも威い嚇かくだ。先ほど出くわしたときとはまるで温度が違う。険しい視線はトキオではなく少女のほうへ注そそがれていた。察するに、向こうも少女が魔ま法ほう陣じんから現れるのを目もく撃げきして来たのだろう。得え体たいの知れない存在に危き機き感かんを抱いているのか、緊きん張ちよう感と警けい戒かい心しんから牙きばが剝むき出し。話し合いの余地はなさそうだ。

「お、お兄ちゃん……」

　久羽城サキの気き迫はくに押され、少女がトキオの背に隠かくれる。不安そうに身を寄せ、制せい服ふくの裾すそをきゅっとつかみ、潤うるんだ瞳ひとみで見上げた。

　そんな目ですがられたところで庇かばい立てする義ぎ理りはない。だが、ここで捕つかまるわけにもいかなかった。まだろくに話も聞けていないのだ。

「早く！　指し示じに従いなさい！」

　久く羽ば城しろサキは鬼き気き迫っている。魔ま導どうの矢や尻じりが輝きを増す。

〈カトレイアの弓ゆみ〉──その性能は幾いく度どか目にして知っている。向かいのビルとは言え、遮しや蔽へい物ぶつがない屋おく上じようでは、階段までの短い距きよ離りでさえ、あれを凌しのいで辿たどり着くのは難しい。改造銃じゆうで対たい抗こうできる代しろ物ものではない。接近戦ならまだこちらに分ぶがあるだろうが、向こうまで十メートル以上は離れている。一イかチ八バかチで撃うち合うしかないか？

「お兄にいちゃん」

　少女が袖そでを引っ張った。

　一いつ瞬しゆん、表情が失うせ、平へい坦たんな声で呟つぶやく。

「なにかくる」

「……？」

　直後、頭ず上じようから眩まばゆい光が降り注そそいだ。

　少女を召しよう喚かんした魔ま法ほう陣じんが、まだ消えずに残っていた。紋もん様ようが変化している？

　陣の中心から、異い形ぎようの姿すがたが一体、二対、三体と飛び出す。四体、五体、まだ来る。

　蝙こう蝠もりのような羽で宙ちゆうを飛び交う毛むくじゃら。ケケケと笑い鳴く醜しゆう悪あくな小こ悪あく魔またち。

「グレムリン。しかも、団体客か」

　Ｃ級の異ア界ニ種マ。ワイバーンほどの強敵ではないが、この数は厄やつ介かいだ。

　グレムリンたちは踊るように舞いながら、その手に黒い光こう玉ぎよくを生み、雪ゆき合がつ戦せんで遊ぶ子供のように笑いながら投げつけてきた。放ほう物ぶつ線せんを描くそれをトキオたちは難なく避けるが、黒い光玉が当たった場所は、ジュゥと肉が焼け焦こげるような音を立てて溶けた。強きよう烈れつな酸さんだ。当たらなければ問題ないが、相手は十体以上。もはや睨にらみ合いをしている場合ではない。

　向かいの屋上で久羽城サキが〈カトレイアの弓〉を天に向けた。

「くっ、こんなときに──拡散陣スプレツド、追尾陣ホーミング！」

　矢尻の先に、魔導の陣じんがふたつ、重なる。魔法陣よりも簡易な形。放たれた矢がその陣に溶けた次の瞬しゆん間かん、無数に散らばって流りゆう星せい群ぐんとなり、空を翔かけた。逃げ回るグレムリンを自動追つい尾びして次々に射い抜ぬいていく。その数が一気に半減した。

　さすがは魔導具オラクル。その調子でがんばってもらおう。こっちは今の内に退散だ。トキオは改造銃でグレムリンを牽けん制せいしながら、少女を引き連れて階段へ。

「待ちなさいっ」久羽城サキが横目に気づく。「逃がすわけには……っ！」

　グレムリンに向けて放たれた流星群の一部が急カーブを描き、トキオたちを追尾して迫ってきた。マルチロックとか、スペックが違いすぎる。

「チッ、器き用ようなマネを！」

　銃で応戦する。だが、とても相そう殺さいし切れない。詰んだか。

　直ちよく撃げきを覚かく悟ごしたそのとき、少女が前に出た。

「任せて！」

　かざした手に七色の光が集つどい、樹きの杖つえが召しよう喚かんされた。先せん端たんの宝ほう玉ぎよくが輝きを放ち、光の膜まくで二人を包んで、矢を弾はじく。結けつ界かい──魔導具オラクルの力か？　いや、その七色の輝きは、魔ま導どうではなく魔ま法ほうの光だ。

　少女はさらに杖を振るう。結界の外に小さな魔法陣じんがいくつも現れた。

「えいっ！」

　掛け声を上げて杖の底で足元をつく。刹せつ那な、魔法陣から一いつ斉せいに粒ビ子ー砲ムが放ほう射しやされた。結界の表面を回転し、ミラーボールのようにぐるぐると粒ビ子ー砲ムが躍おどって、グレムリンの残党を薙なぎ払っていく。圧あつ倒とう的だ。

　さらに粒ビ子ー砲ムは分散し、久く羽ば城しろサキをかすめた。久羽城サキは「きゃっ」と子犬のような悲鳴を上げて尻しり餅もちをつく。かすめた粒ビ子ー砲ムによって服が破け、慌あわてて肌はだを隠かくす。

「お兄にいちゃん、こっち」

　少女は杖を消してトキオの手を取り、奥に向かって走り出した。その先に階段はない。それでも足を止めない。むしろ勢いに乗る。

「おい、ちょっと──」

　止める間もなく屋おく上じようから跳んだ。

　手を取られたまま引っ張られる。下、ではなく、上へ。

　上？　予想もしなかった感覚に混乱する。足がつかない。地面は遠く眼がん下か。

　浮いている……いや、飛んでいる。

　呆あつ気けに取られるトキオをぶら下げ、少女は当然のように空を飛行していた。




　あっという間に雑ざつ居きよビルから遠ざかる。悠ゆう々ゆうと繁はん華か街がいを横断。遊ゆう覧らん飛行さながら街を一望できた。西の彼方かなたに陽ひが沈んでいく。それにつれて光の揺らぎも薄らいでいった。

　不ふ意いに、ふらふらと飛行が不安定になる。

「うぅぅ……お兄ちゃん、重い」

　少女が辛つらそうな声を上げた。細腕がぷるぷる震えている。

　トキオは肝きもを冷やした。ちょっと待て、こんなところで落とすなよ。

「おい、無む理りするな。その辺で降りろ」

　少女は素直に応じ、真ま下したの通りに着ちやく地ちした。ふぅと息をついて笑う。

「えへへー、うまく逃げられたね」

「……そうだな」

「あっ、お兄ちゃん、怪け我がしてる」

　言われて気づいた。左腕の袖そでが溶けている。グレムリンの攻こう撃げきがかすめていたか。露ろ出しゆつした皮ひ膚ふが焼けただれたようになり出血していたが、軽い火傷やけどみたいなものだ。

「たいしたことない」

「いいから、ちょっと診みせて」

　少女はトキオの左腕を取った。傷口に手をかざし、念じるように集中する。手元がほんのりと光ったかと思うと、見る見る傷が治っていった。

「これでよしだね。あっ、こっちも」

　続いて右手を取った少女は、きょとんと首をかしげた。

　手の甲こうが酸さんで溶けていたが、出血はなく、代わりに中が露ろ出しゆつしている。

「……機き械かい？」

「こっちはいい」

　トキオは義ぎ手しゆを引っ込めた。内部機き関かんに損そん傷しようはなく、動作に問題はなかった。

「その手、どうしたの？」少女が不ふ思し議ぎそうに聞く。

「別に。ないからつけてる。それだけだ」

　素そっ気けなく返すと、少女はそれ以上聞いてこなかった。

　それにしても、今の力は何だ？　空を飛んだのもそうだけど、魔導具オラクルの類たぐいを使ったわけじゃない。感覚的にやってのけているようだ。

　やはり、異世界の魔ま女じよなのか。見た目は魔女というより魔女っ娘こだが。

「うん？　なに？　カナミの顔に何かついてる？」

「いや」

　ついじっと見入ってしまっていた。トキオはさっと視線を逸そらす。

　車の走行音が聞こえた。こちらに近づいてくる。魔導士マギウスだろうか。

　とっさに少女を引き寄せ、建物と建物の隙すき間まに入って隠かくれた。二人だと少しきつい。少女の背に手を回し、抱きしめるようにして身を潜ひそめる。

《ＭＩＭ》のジープが走り抜けていった。気づかれずに済んだようだ。そろそろ異コ世ン界タ干ク渉トも終わる頃ころ。人が戻る前に繁はん華か街がいを出たほうがいいな。少女の格かつ好こうは目立ちすぎる。コスプレにしか思われないだろうが、人目につかないに越したことはない。

　視線を落とすと、少女の頭のつむじが見えた。体温が伝わるほど密みつ着ちやくし、意い外がいとボリュームのある胸が押し当てられ、潰つぶれている。しかし、少女は嫌いやがる様よう子すも照れる様子もなく、全ぜん幅ぷくの信頼を寄せて身を任せていた。

　逆にこっちが戸と惑まどってしまう。困こん惑わくを顔に出さず、意い識しきしないよう努め、通りに出て身を離した。聞きたいことは山ほどあるが、まずは場所を移さないと。

　トキオが「行くぞ」と声をかけて歩き出すと、少女は「うんっ」と素直に応じ、肩が触れそうなほど傍そば近くに並んだ。それこそ兄を慕したう妹のように。
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　異コ世ン界タ干ク渉トは、一人の犠ぎ牲せい者しやも出すことなく収しゆう束そくし、警けい戒かいは解除された。

　避ひ難なんしていた市民が戻り、きらびやかにライトアップされた繁はん華か街がいがいつもの賑にぎわいを見せた頃ころ、サキは、《ＭＩＭ》の魔導士マギウス養成学校も含めた統合教育機き関かん──アカデミーの理事長室で報告を行っていた。もちろん制せい服ふくは新しいのに着替えてある。

「──以上が、私が目にしたすべてです」

　戦せん場じようで魔ま法ほう陣じんから人らしきものが現れたところから、駆かけつけた先で起きたこと、そして謎なぞの少女を取り逃がしたことまで、包み隠かくさず正直に話した。そして深々と頭を下げる。

「申もうし訳わけありませんでした。私が未み熟じゆくであったばかりに……っ」

「気にしなくていいよ。サキちゃんがいて逃げられたのなら、誰だれがいても同じだったさ。そもそもが、警戒していた本部の特とく殊しゆ部ぶ隊たいが接せつ触しよくさえできなかったんだし、その場に居合わせただけでも幸運だったね。確かく認にんはできたわけだから」

　理事長、志し木き堂どうマサムネは、和なごやかに語りかける。

　色白の青年。まだ二十代という異例の若さで、今年度から理事長に就しゆう任にんしていた。はっきり言って威い厳げんの感じられない優やさ男おとこだ。しかし、銀ぎん縁ぶちメガネの奥に見える糸いと目めは優しげで、柔にゆう和わな語り口からも寛かん大だいで大らかな人ひと柄がらが溢あふれている。

「何はともあれ、無ぶ事じで良かったよ。堅かた苦くるしい報告はこの辺にして、続きはお茶でも飲みながら話そう。サキちゃんの好きな金こん平ぺい糖とうもあるよ」

　マサムネは席を立ち、自らお茶を入れようとする。

　サキは慌あわてて「私がやりますからっ」と代わった。

「あの、理事長……」

「うん、なんだい？」

「その、サキちゃんって呼び方、いい加か減げんやめませんか？」

「二人のときぐらい、いいじゃない」

「そう言いますけど、この前、廊下で会ったとき、他の生徒がいる前でもそう呼んだじゃないですか。あれでは理事長として示しがつきません」

「理事長って言ったって、僕の仕事なんて、椅い子すを温めることぐらいだよ」

　マサムネは柔和に微笑ほほえんでソファに座った。

　サキはお茶を用意して向かいに腰を下ろす。

　二人は、理事長と一学生である以前に幼なじみだった。久く羽ば城しろ家けと志木堂家は、両家とも百年続く魔ま導どう一門の本家で、家同士の結びつきも強い。サキにとっては少し歳としの離れたお兄にいさん的存在で、去年まで家庭教きよう師しをしてもらってもいた。

　久羽城家が《ＭＩＭ》の最高機き関かんである評ひよう議ぎ会かいの一いち翼よくを担になっているのに対し、志木堂家はアカデミーの設立に尽じん力りよくした背景から、代々その理事長を務めている。昨年、マサムネの父が他界し、彼は当とう主しゆの座を継つぐと共に理事長に就任したのだ。

「さて、問題の少年──真ま壁かべトキオくんだけど」マサムネはほうじ茶をすする。「少女を拉ら致ちした、というわけでは、ないのかな？」

「はい。彼女は、自発的に行動を共にしていたようでした」

「となると、何か取引でもあったのかな。それとも、たまたま意い気き投とう合ごうしたか。サキちゃんは以前から彼のことを知っているんだよね？　彼はどういう人間だい？　《ＤＯＧ》であるのは間違いないだろうけど、野の良ら犬いぬもいろいろだ。危険な思し想そうを持っていたりするのかな？」

「それは……すみません。よくわかりません」サキは視線を伏せた。「市内の公立校に通っていて、表おもて向むきは問題ないようです。ですが、何度か警けい戒かい区く域いきで遭そう遇ぐうしていて、補ほ導どう歴れきもあるみたいなんですけど、なかなか尻尾しつぽをつかめなくて……礼れい儀ぎ知らずで、愛あい想そが悪くて、ふてぶてしくて、何を考えているのかさっぱりで……」

「よく観察しているんだね」くすりと笑う。「それだけ興きよう味み深い相手ってことかな？」

「ち、違いますっ。野の良ら犬いぬを排はい除じよするための調査にすぎません。とにかく、あの少女は自分からついていったんです。いえ……彼女が、彼を守って、連れて行ったんです」

　サキが屋おく上じように駆かけつけたとき、遠とお目めにも、あの二人は他人とは思えない距きよ離り感だった。真ま壁かべトキオは相変わらずの朴ぼく念ねん仁じんで何を考えているのかまるで読めなかったが、少女は彼を慕したっているように見えた。あの短い時間で二人の間に何があったのか。気になる……。

「それで、真壁トキオの行方ゆくえは？」サキは問う。

「サキちゃんから連れん絡らくを受けてすぐに手配したけど、寮りようには戻っていないみたいだ。少女と共に行方をくらましている。彼と一いつ緒しよにいた、もう一人の少年──浦うら木きレイジも、見つかっていない。こちらの動きを察して雲くも隠がくれしたみたいだね。たぶん、今いま頃ごろは……」

「ダウンタウン、ですか」

「うん。ただ知っての通り、あそこは一ひと筋すじ縄なわじゃいかないから」

「ですが、急がないと、このままでは……」

「気持ちはわかるけど、今は無む理りをするときじゃない。表おもて沙ざ汰たにはできないし、ここは慎しん重ちようにならないとね。彼らが少女の正体に気づいているとも思えないし。あれは魔ま導どう一門の中ですら限られた者しか知らない極ごく秘ひ情報だからね。それに……本当に本当のところは、僕たちにだってわからないんだから」

「けれど、状況的に見て、あの少女はクロです」

「百年目の正直か……巷ちまたじゃ、世せい紀き末まつの魔ま女じよなんて噂うわさが広まっているらしいね。情報が洩もれていたりするのかな？」

「ありえません。《ＭＩＭ》に裏切り者なんて。その噂は、三年前の〈ダイダロス〉が呼んだ世紀末の風ふう潮ちようから来たものです。偶ぐう然ぜんでしょう。第一、私たちは魔女とは呼びません」

「そうだね。魔導一門の間では、百年も前から変わっていない──〝エトランジェ〟」

　その言葉は、忌いまわしい連想を呼び、サキは思わず寒気立った。相手は恐ろしい可能性を秘める存在なのだ。それも知らずに真壁トキオは……。

「今後の方針は？」

「様よう子す見みかな。捕ほ獲かくできるに越したことはないけど、下へ手たに部ぶ隊たいを動かして野良犬を刺し激げきしてもまずい。何より、少女の存在が公おおやけになるのだけは避けないといけないからね。パトロール強化に見せかけた捜そう索さくがいいところかな。評ひよう議ぎ会かいもそれで納なつ得とくしてくれたし、サキちゃんも後のことは本部の人たちに任せて、学生らしく高校生活を楽しんだらどうかな？」

「そうはいきません。失敗は、自分の手で取り返します」

「まあ、サキちゃんは一等官だし、止めはしないけど……正直、助かるしね」

「評議会は、マサムネさんが──理り事じ長ちようが、説せつ得とくされたんですか？」

「説得なんてしてないよ。状況を述べただけさ。評議会の中ちゆう核かくを担になう御ご老ろう体たいたちは保守派揃ぞろいだからね。事が大きくなるのだけは避けたいんだ。まあ、そうやって当面の問題を避けていくうちに、気づいたときには最悪を免まぬがれない状況になっている──なんてのは、よくあることだけどね。三年前の大だい災さい厄やくみたいに」

「…………」

　サキは、まだ記き憶おくに新しい惨さん劇げきを思い出し、沈ちん黙もくした。

　マサムネは金こん平ぺい糖とうをかじって微笑ほほえむ。糸いと目めだから笑顔に見えるだけかもしれない。温おん厚こうでほのぼのとしているが、それゆえに読めないところがある。真ま壁かべトキオとは違う意味でわからない人だ。もっとも、マサムネの場合、ただの楽天家なだけの気もするが。

　いずれにせよ、評ひよう議ぎ会かいがそうと決めたなら従うだけだ。表おもて沙ざ汰たにならないよう動く。

「魔ま導どうの器うつわを有する者よ、世界の守もり人びとたらんことを──」

　魔導士マギウスとしての矜きよう恃じを胸に、幼い頃ころから言い聞かされてきた言葉を呪じゆ文もんのように呟つぶやき、サキは色とりどりの金平糖の一ひと粒つぶをつまんでかじった。うん、おいし。
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　閑かん静せいな住宅地に佇たたずむ真新しいマンション。七○七号室。

　少女と共に人ひと目めを避けつつ辿たどり着いたトキオは、カードキーで鍵かぎを開け、中に入った。ドアを閉めて電気をつけたところで、ようやく一ひと息いきつく。

「ここは？」少女がきょろきょろと見渡す。

「乙おと姉ねえの家だ」トキオは靴くつを脱いで答える。

　言っても誰だれのことかわからないだろうと思ったが、少女は聞き返すことなく「ふーん」とわかったように受け流した。逆に違い和わ感かんを覚える反応だ。

　部屋の主あるじは留る守すだった。仕事柄がら、泊とまり込みが多く、何日も帰らないこともしばしば。トキオが合い鍵を持っているのは、飼っている猫の世せ話わのためだ。

　寮りようには戻れないし、落ち着いて話ができる場所は、ここの他に思いつかなかった。

「あっ！」

　突然、少女が声を上げた。廊下をぱたぱた駆かけていく。その先では、ドアの隙すき間まから猫が顔を出していた。この部屋で飼われているシャム猫だ。名前は……。

「じんべえ！」

　少女はシャム猫を抱き上げ、頰ほおを寄せる。トキオは驚きを隠かくせなかった。

　じんべえ──確かに、それが猫の名前だった。どうして知っている？　シャム猫、それも雌めすからは到とう底てい想そう像ぞうがつかない名前だ。名付け親は、カナミ。もともとカナミが拾ってきた捨て猫だった。三年前の大災厄の後、この部屋の主が引き取ったのだ。

　じんべえも少女に頰をすり寄せる。それがまた驚きだった。今の飼い主も、昔から世話をしているトキオも、よほど機き嫌げんのいいときしか触れさせてもらえない、無む理りにかまおうとすると爪つめを立てて引っ搔かいて逃げる、あの気難しいじんべえが、初しよ対たい面めんの相手に抱っこされて頰ほおずりされて、嫌いやがるどころか心地ここちよさそうに喉のどを鳴らして懐なついている。

　じんべえがそこまで気を許す相手は、それこそカナミぐらいなものだった。

「……ありえない」

　トキオは混乱しそうな頭を振った。いったん考えを放ほう棄きして洗面所に向かう。風ふ呂ろ場ばに面した狭いスペースに洗せん濯たく機きが置かれ、つっかえ棒ぼうにハンガーでシャツがかけてあった。いずれもトキオよりサイズが大きい。

　顔を洗ってリビングに戻ると、少女はじんべえを抱いて窓の外を眺ながめていた。すっかり日が落ちて暗くなり、街の明かりが静かに息づいている。

「何か飲むか？」トキオは電気をつけて聞いた。「と言っても、水か麦むぎ茶ちやしかないけど」

「じゃあ、麦茶」

　少女はカーテンを閉め、Ｌ字型のソファに腰かけて足を伸ばした。

　トキオは冷れい蔵ぞう庫こを開ける。中には大量の発はつ泡ぽう酒しゆが所狭しと入っていた。嘆たん息そくして麦茶を取り出し、二つのコップに注つぐ。一つを少女に手渡し、隣となりを避けてソファに座った。

　テレビをつけてニュースを確かく認にんする。異コ世ン界タ干ク渉トに関する報道がされていたが、少女のことは触れられていなかった。定点カメラが撮さつ影えいする現在の繁はん華か街がいの様よう子すを背景に「一人の犠ぎ牲せい者しやもなく無ぶ事じ収しゆう束そくしました」と簡単に告げてあっさり終わる。いつものことだ。異コ世ン界タ干ク渉トは日にち常じよう茶さ飯はん事じ。毎日、世界中のどこかで起きている。地球上のどこにも逃げ場などないが、中でも発はつ祥しよう地ちであるこの境きよう界かい都市は、特に発生率りつが高い。雨が降るほうが珍めずらしいぐらいだ。

　テレビを消して麦茶を飲み干ほす。さて、どう話を切り出すか。思し案あんしながら横目に少女を見ると、にこっと屈くつ託たくない笑顔が返ってきた。こっちはまだ警けい戒かいを解いちゃいないのに、まったく壁がないものだから、逆に調子が狂う。

「お前……名前は？」

「えー、まだそれ？」

「いいから答えろ。本ほん名みようは？」

「真ま壁かべカナミ」少女は不満顔で言った。「ま・か・べ・か・な・み」

「違う」トキオはきっぱりと否定する。「お前は、カナミじゃない」

「カナミだってばっ。お兄にいちゃん、なんでそんな意い地じ悪わる言うの？　ふざけないでよ」

「そっちこそ、ふざけるな。その呼び方もやめろ。俺おれはお前の兄あに貴きじゃない」

「むぅー、なんなの、それ。罰ばつゲームなの？　どうしたら信じてくれるの？」

「信じるも何もない。明らかに別人だろ」

「どこが？」

「どこもかしこもだ。鏡かがみを見てから言え」

　少女は立ち上がり、壁にかけてあった姿すがた見みで実際に自分の姿を見た。じっと睨にらめっこしてから振り返り、堂々と胸を張る。

「どこからどう見てもカナミですけど」

「どこからどう見てもカナミじゃない」

　トキオは呆あきれ果てて頭を振った。似ている似ていない以前の問題だ。同じと言えるのは髪かみ形がたぐらい。噓うそにしては下へ手たすぎる。なのに、なんなんだ、こいつの根こん拠きよのない自信は。カナミの写真があったら目の前につきつけてやるところだが、あいにく一枚も残っていなかった。三年前の大だい災さい厄やくで、何もかもすべて破は壊かいされ、失った。

　第一……カナミは、死んだんだ。俺おれの目の前で。

「そうだ、何か質問してみて。カナミしか知らないこと、答えてみせるから」

　そんなことしたって時間の無む駄だだ。

「はーやーくぅ。質問がないなら、カナミがカナミであることを認めたと認めます」

　それはそれで癪しやくだった。トキオは適当に思いついた質問を投げる。

「カナミの好きなものと嫌きらいなものは？」

「好きなものはシュークリーム。ホイップとカスタードのダブルのやつね。嫌いなものは雷かみなりとバッタ。お庭にバッタが大量発生したことがあったでしょ？　あれは気持ち悪かったあ」

　少女は青くなり、肩を抱いてぶるぶると身震いする。

　トキオは絶ぜつ句くした。全部当たっていたのだ。

「どう？　信じてくれた？」

「まだだ」ムキになって考える。「昔、飼っていたハムスターの名前は？」

「シロ子、クロ子、チャ子」少女は即そく答とうした。「最初は一いつ緒しよのかごに入れてたけど、ケンカがひどいから、結局分けて飼ったんだよね」

　トキオは口を開けたまま固まる。まさかの正解だった。白と黒と茶色のハムスター。あえて数は言わなかったのに。ケンカするから別々に飼ったのも本当だった。

「ふっふーん。楽勝だもんね。もう降こう参さんですかな？」

「待て、次だ……」質問を考えるが、そこでふと我に返った。バカバカしい。相手のペースに乗せられて、何をやってるんだ、俺は。「やめだ。こんなことをしても、お前がカナミだって証しよう明めいにはならない」

「えぇー、なんでー、ずるーい。お兄にいちゃんの意い地じ悪わる。えっち」

「えっちは関係ないだろ」条件反射的に突っ込んでしまう。さっきの回答といい、悪戯いたずらな発言と言い、カナミしか知らない、やらないことを、どうして……。「とにかく、いったんそれについては置いとく」混乱して話が前に進まない。

　小休止ブレイク。麦むぎ茶ちやのおかわりに席を立つ。少女も空からのコップを差し出して無む言ごんで要求した。二人分の麦茶を注ついで戻り、またソファに座る。一口飲んで改めて問う。

「お前は、どこから来た？　目的は何だ？」

「目的って、なにそれ。意味わかんなーい」

「わからないのはこっちだ。聞かれたことに答えろ」

「そんなこと言われたって、カナミだって、わからないものはわからないもん」

　少女はちょっぴり拗すねて、体育座りして麦むぎ茶ちやを飲む。そして続ける。

「気づいたら、お兄にいちゃんに抱っこされてて、おでこピカりんな人が現れて、それから怪かい獣じゆうも出てきて、カナミ、すっごい怖こわかったんだから。なのに、お兄ちゃんはさっきから意い地じ悪わるばっかり言う……もう知らない。ばか、さいてー、えっち」

　えっちは、と突っ込みそうになって、口をつぐんだ。

「もう明日あしたにしようよ。カナミ、疲れちゃった。眠い。お風ふ呂ろ入りたい」

　少女はそっぽを向いてソファに寝そべり、指におさげをくるくると絡める。

　髪かみをいじるその仕し草ぐさに、思わずハッとさせられた。妹とそっくりだったのだ。一いつ瞬しゆんカナミの姿すがたが重なって見えるほどに。

　目を瞑つむって頭を振る。俺おれも疲れているな……。

　質問を中断して風呂場に向かった。さっと湯ゆ船ぶねを洗い、お湯張りを自動セット。

　そしてリビングに戻ったのだが、少女は眠ってしまっていた。ソファの上で丸くなり、すやすやと寝息を立てている。じんべえがおとなしく抱き枕まくらにされていた。

「おい、そんなところで寝るな。風か邪ぜ引くぞ」

　軽く肩を揺すると、少女は「んー」と寝返りを打った。胸元が無防備にさらされる。か弱げな細い首くび筋すじ、綺き麗れいに浮かんだ鎖さ骨こつ。細身に反して深い胸の谷間。しっとりした唇くちびる。ワンピースの裾すそが少しめくれ、白いふとももが露あらわになる。

　さっきまでの子供っぽさが噓うそのように色気を放つ女の姿すがたがそこにあった。

　そうだ……こいつは、赤の他人。正体不明の異世界人。気を許してはならない。

　じんべえが「みゃーお」と高い声で鳴いた。何を見ている、と突っ込まれた気分。トキオは目を逸そらし、灰はい色いろの髪をくしゃくしゃとかく。このまま毛布でもかけて放っておくか。しかし本当に風邪でも引かれたら面めん倒どうだ。とりあえず寝室に運ぼう。

　そっと少女を抱き上げ、足でスライド式のドアを開けて入り、ベッドに横たえる。布ふ団とんをかけたところ、ちょこちょことついてきたじんべえが潜もぐり込んだ。心地ここちよさそうに眠っている少女の寝顔を見て、ちょっとは警けい戒かいしろよ、と思う。

　脱だつ力りよく感を覚えたそのとき、ズボンのポケットで携けい帯たい端たん末まつが震えた。
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『なんだ？』

　電話口から聞こえたぶっきらぼうな応答に、レイジは思わず苦く笑しようをこぼした。声にまで愛あい想そのないやつだ。でも、今回はそれが聞けて一安心。

「その殺さつ伐ばつとした口ぶりじゃ、大だい丈じよう夫ぶみたいだな。そっちの状況は？」

『別に』

「別にって、お前……もしかして、知らないのか？」

『何を？』

「魔導士マギウスの連れん中ちゆうが俺おれたちを捜している」

『……そっちは無ぶ事じか？』

　一いつ瞬しゆんの間があったが、トキオの声から動どう揺ようは感じられなかった。なぜ、と一番に聞かれなかったことに若じやつ干かんの違い和わ感かんを覚えつつ、レイジは「ああ」と肯こう定ていを返す。

「情報屋からタレコミがあって、寮りようの手前で間かん一いつ髪ぱつセーフだった。俺たち二人だけかもしれないが、一応チームのメンバー全員に招しよう集しゆうをかけておいた。お前もこっちに来い」

『今日きようのところは大丈夫だ。安全な場所にいるし、もう時間も遅い、下へ手たに出歩かないほうがいいだろう。それより《ＭＩＭ》が動いている理由は？』

「そいつがさっぱりわからねえ」レイジは茶ちや髪ぱつを搔かき上げた。「あの御お嬢じよう様さまがムキになってるのかもしれないけど、異コ世ン界タ干ク渉トのとき以外で捕つかまったところで、たいして痛くも痒かゆくもないことは向こうもわかっているはずだ。お前のほうに心当たりはないか？」

『ないな』

「そうか。まあ、なんにせよ、一度集まって話し合おう。明日あしたにでも合流してくれ」

『ああ。野や暮ぼ用ようがあるから、何なん時じになるかはわからないが』

「オーケー。とにかく無ぶ事じが確かく認にんできてよかった。そしたら、またな」

　電話を終える。レイジは薄っぺらな笑えみを張りつけたまま、両手をズボンのポケットに入れて猫ねこ背ぜ気ぎ味みに歩き出した。

　けばけばしいネオンが躍おどる廃はい墟きよ街がい──ダウンタウン。

　魔ま導どう技ぎ術じゆつで最さい先せん端たんを行く境きよう界かい都市の中で明らかに景観が劣るこの一いつ角かくは、三年前の大だい災さい厄やくで約三キロ四し方ほうに渡って壊かい滅めつした被ひ災さい地ちだ。生き残った者や行き場を失った者、社会から爪つま弾はじきにされた者、ならず者、貧ひん困こん層そう、そうした様々なドロップアウト組が住みつき、今では野の良ら犬いぬたちのホームグラウンドになっている。

　必然的に《ＭＩＭ》に不満や反感を抱く者が多く、《ＤＯＧ》のチームの大半がここから誕たん生じようし、拠きよ点てんを築いてアンダーグラウンドで活動していた。

　最低限の都市機き能のうは復ふつ旧きゆうし、廃墟を改修して生活している。街の各所には被災の跡あとが残ったままだ。いや、半分は人じん災さいと言うべきだろう。〈ダイダロス〉の侵しん攻こうを食い止めるために使用された戦せん略りやく型魔導兵へい器きの爪つめ痕あと……あれによる被ひ害がいと犠ぎ牲せいのほうが、もしかしたら多いかもしれないと言われているぐらいだ。レイジの家族もそうだった。あれがなかったら、野良犬にはなっていなかったかもしれない。逆を言えば、あれがあったから野の良ら犬いぬになった……。

　大量の瓦が礫れきがそこかしこに散乱している。毎日撤てつ収しゆう作業が行われているが、異コ世ン界タ干ク渉トによる異ア界ニ種マの襲しゆう来らいもあって追いつかない。亀き裂れつの走った道路、折れ曲がった信号機、骨組みだけ焼け残った家、ピサの斜塔よろしく傾いた廃はいビル……。

　エリアのすぐ外には真新しい建築が連なり、景観の落差は大きい。しかし、見てくれの悪さに負けず活気はある。こうして夜になれば、提灯ちようちんを下げた屋や台たいが並び、食欲をそそる香りがあちこちから漂ただよって、陽気に酒を酌くみ交わす人たちで溢あふれる。見知った顔ばかりで気さくに声をかけられることも多い。

「あ、レイジくぅん。ねぇねぇ、遊ばなぁい？」

　ごたごたした通りを歩いていると、小麦色に肌はだが焼けたギャルが隣となりにすり寄ってきた。体が透すけるほど薄い生き地じのドレスにガウン。何度か寝たことのある女。

「よう、おひさ」レイジはすぐにへらへらと笑えみを浮かべた。「あのさ、ちょっと聞きたいんだけど、今日きようこの辺で魔導士マギウスの連れん中ちゆう、見た？」

「あー、そう言えば、うろうろしてたかもぉ。もうどっか行ったけどぉ」

《ＭＩＭ》は定期的にダウンタウンにパトロール隊たいを送り込んでくる。ただ見回って帰るだけだが、それで面めん目ぼくを保っているつもりなのだろう。ここは境きよう界かい都市で唯ゆい一いつ、魔導士マギウスがでかい顔できない場所だ。もっとも、こちらも下へ手たに衝しよう突とつはしたくないから無視しているが。

「ねぇ、遊ぼぉ」女は胸を当ててくる。「レイジくんなら朝まで好きにしていいよぉ？」

「うーん、残念っ、今日はこれから用事があるんだわ。また今度な」

　レイジはノリ良く断った。女はあっさり引き下がり、別の遊び相手を物ぶつ色しよくしに戻る。

　ダウンタウンでは、野良犬こそ英えい雄ゆうだ。《ＤＯＧ》シンパの集つどう街だから、《ＤＯＧ》に入るだけで、男は女に困らない。逆も然しかりだ。チームを立ち上げてすぐの頃ころ、他のチームの先せん輩ぱいに誘われ、その手の店に行き、童どう貞ていを捨てた。一部の野良犬たちの間では、通過儀ぎ礼れいみたいになっているらしい。

　トキオはどうなんだろう。あいつは誘いを断った。もともと人付き合いが苦にが手て──というより無関心なやつだ。同性愛者ホモセクシヤルかと疑ったこともあるが、どうやら大だい災さい厄やく絡みで心のほうに何か抱えているらしい。気にはなるが、触れたことはない。レイジも家族を失ったからその手の苦しみはわかる。もっとも、あいつの場合、ただそれだけではなさそうだ──異ア界ニ種マと戦うときのゾッとするほど暗い目つきや死に急ぐような戦い方を見ていると、何か底知れないものを感じる。そこが気に入ってもいるが。

　まあ、やることはやっているのかもな。特定の女がいるのかもしれないし。今いま頃ごろ、その女とお楽しみ中だったりして。

「にしても、魔導士マギウスの連中、どうして俺おれたちを……何か下手したっけか？」

　心当たりはない。いや、あると言えばあるのだが、ボロは出していないと思う。異コ世ン界タ干ク渉トに関係なく日常でも追い回してくるのだから、特別な理由があるはずだ。公開捜そう査さにはなっていないあたり、向こうも表おもて沙ざ汰たにしたくない──できない事情が絡んでいるのか。

「他のチームに相談するか……けど、それはそれで面めん倒どうなことになるしな」

　今いま時どきは《ＤＯＧ》のチーム同士でも、縄なわ張ばりや魔花クオーツの取引を巡る駆かけ引きがある。自チームの弱みを他チームには見せたくない。まずは状況の見極め。後のことは、明日あしたみんなで相談して決めるか。

　猥わい雑ざつな通りを出てしばらく行くと、広々と開けた場所に出た。

　ただでさえ少ない灯あかりが闇やみに吞のまれ、全体を照らすにはほど遠い。闇やみ間まの向こうに奇き怪かいなモニュメントが佇たたずんでいる。ぶつ切りのジェットコースターのレール、丸まる焦こげになったメリーゴーラウンド、融ゆう解かいしてひしゃげた観かん覧らん車しや、等々……。

　三年前の大だい災さい厄やくの中心となった元遊園地だ。異コ世ン界タ干ク渉トに屈くつせず、本格的なアトラクションを揃そろえていて、境きよう界かい都市で唯ゆい一いつのテーマパークとして当時人気を馳はせていた。

　中央に廃はい墟きよと化した城しろがある。もとは三段ケーキのような立りつ派ぱな西洋風ふうの城だったが、上の二段は吹き飛び、今は代わりに半球体の屋や根ねが設けられ、ドーム施設になっている。

　レイジは厳げん重じゆうな扉とびらの前でインターホンを鳴らした。上の監かん視しカメラがこちらを映す。すぐに開かい錠じようの音がし、扉が左右に開いた。中に入ると自動で閉まる。

　廊下がまっすぐ延びていた。両側に簡易的に区切られたスペースが並ぶ。大災厄の直後は臨時の遺い体たい収容所として使われていたらしい。幽ゆう霊れいが住みついていそうな雰ふん囲い気きだ。

　奥へ進むと円形の間が広がっていた。壁に沿ってぐるりとモニターや機き械かい装そう置ちが並び、大量のコードが蛇へびの群れのように絡まり合っている。

　一ひと際きわ大きなモニターの前に白はく衣いの男が立っていた。レイジは敬いもなく声をかける。

「よう、オッサン。お姫ひめ様さまの調子はどうだ？」

「今日きようもぐっすり眠っていますよ。起こすには、まだまだ骨が折れそうです」

「困ったもんだな。目を覚ましてもらわないことには、何も始まらない」

「時にレイジくん、私のことは博士はかせと呼んでほしいと何度も申し上げたはずですが」

「いい歳としして変なキャラ付け求めんなよ。だいたい博士なんて今時流は行やらねえぞ」

「いいんですよ。研究を愛する者にとっては、その甘かん美びなる響ひびきこそ大だい事じなのですから」

　そう言って、自称博士──漆うる島しまハイドは、「くひひひひっ」と痙けい攣れんするように笑った。

　尖とがった顎あご先さきに白しら髭ひげを生はやしたヤギのような男だ。手足が長い長身瘦そう軀く。不健康で不ぶ気き味みな青白い顔。頭髪は白髪しらが交じりだが、顔に皺しわは目立たない。年齢不ふ詳しよう。

「で、オッサン」要望は無視した。「今のペースだと、お姫様が目覚めるまでどれくらいかかりそうだ？　もうけっこうな魔花クオーツを貢みつがされてるぜ？」

「さあ、いつになるやら。いまだ目もく途とも立たない、というのが正直なところですね」漆島ハイドは顎あご髭ひげをさすって言う。「そこで、お願いなのですが──ああ、ちなみにこれは、パトロンからの注ちゆう文もんでもあるので、正式な依頼として聞いてほしいのですけど──もちろん、ここだけのお話ですので、お仲間には適当に誤ご魔ま化かしていただいて──」

「前置きがなげーんだよ。わかったから、さっさと言えって」

「では、単たん刀とう直ちよく入にゆうに──世せい紀き末まつの魔ま女じよを手に入れてください」

「……はァ？」レイジは呆あきれて反応が遅れた。「おい、オッサン、逆に真ま面じ目めか？　そいつはただの噂うわさだぜ」

「それが、そうでもないらしいですよ。詳しくは教えてもらえませんでしたが、先方はそれなりの根こん拠きよを持っている様よう子す。それに、別口で小耳に挟んだところ、《ＭＩＭ》も動いているそうで。異コ世ン界タ干ク渉トの最さい中ちゆうも、異ア界ニ種マの討とう伐ばつとは別に、何かを警けい戒かいして探し回る部ぶ隊たいがあったそうです。今も水面下で捜そう索さくを続けている。その対たい象しようが……女の子だとか」

「女の子……？」

「まあ、伝え聞いただけですからね、どこまで本当かはわかりません。でも、きみたちが目をつけられたことにも、関係しているとかいないとか」

「なに？　どういうことだ、そりゃ」

「さあ。さっきも言いましたけど、私も詳しくは知らされていないので。ただ、火のないところに煙は立たぬと言います。だまされたと思って探してみてはいかがですか？　世紀末の魔女が入にゆう手しゆできれば、例の計画にも役立つかもしれませんしね。くひひひひっ」

　漆うる島しまハイドは笑いながら奥の壁に手を触れた。隠かくしスイッチ。壁がスライドして地下に続く階段が現れる。それを下って姿すがたを消す。

　自動的に元に戻った平らな壁を前に、レイジは半はん信しん半はん疑ぎで呟つぶやいた。

「世紀末の魔女……マジで言ってんのか？　俺おれたちが目をつけられた理由に、そいつが関係しているって？　何がどうなってやがる」

　わけがわからない。両手で頭を抱えるように茶ちや髪ぱつを搔かき上げた。

　まあいいや、どのみち今日きようはもう店じまいだ。早々に頭を切り替え、ポケットに手を突っ込んで来た道を引き返す。さっきの女、まだいるかな。




　　　　　　　　　　２




　また、あの夢を見た。

　異い形ぎようの手がもたらす恐きよう怖ふと絶望。幾いく度どとなく突きつけられる妹の消しよう滅めつ。失われた右腕は己おのれの無力さの象しよう徴ちよう。

「お兄にいちゃん……お兄ちゃん……」

　何もできなかった。逃げるしかなかった。

　けれども、逃げ切れない。振り切れない。

　逃げても逃げても、恐きよう怖ふが体を縛しばり、絶望が心を蝕むしばむ。

「お兄にいちゃん……お兄ちゃん……お兄ちゃん……」

　守りたかった。

　守れなかった。

　心には深い穴。いつも隙すき間ま風かぜが吹いている。




「──お兄ちゃん！」

　鼓こ膜まくに直ちよく撃げきした声で、ソファで寝ていたトキオはハッと目を覚ました。リビングの天てん井じようが見える。カーテンの隙間から太陽光が差し込んでいた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　すごいうなされてたけど」

　心配そうに覗のぞき込んだのは、例の少女だった。

　やっぱり全然似てない。一気に現実に引き戻される。

「平気だ。なんでもない」

　気だるく体を起こしたトキオは、改めて少女の姿すがたを見て、面食らった。

　体にバスタオル一枚巻いただけ。下ろした髪かみが濡ぬれている。

「……なんだ、その格かつ好こうは」

「あ、シャワー借りたの。上がってきたら、お兄ちゃんがうーうー唸うなってたから」

「いいから、何か着ろって」

「そだね。風か邪ぜっぴきなっちゃうもんね」

　少女は恥はずかしがるそぶりもなく、なぜか杖つえを召しよう喚かんした。軽く頭ず上じようで振るう。その拍ひよう子しにタオルが落ちた。いや、自分で取り払った。いきなりの裸はだか。目を逸そらす暇ひまもない。

　次の瞬しゆん間かん、杖の先せん端たんがきらめき、七色の彩さい光こうが少女の身を包んだ。すると一いつ瞬しゆんにしてセーラーワンピースを着用。手には装そう飾しよく手て袋ぶくろ。髪も乾いておさげに結われている。

「これでよし、だね」

　得とく意い気げにターンして見せる少女。一瞬とは言え、全ぜん裸ら姿をさらしたのに、あっけらかんとしている。かえって突っ込みづらい。反応したら負け？　ここはスルーが得策か？

　まったく、朝っぱらからとんでもないイリュージョンだ。裸には触れず、トキオはバスタオルを拾って洗面所に向かい、洗せん濯たく機きに入れた。顔を洗い、うがいする。頭は勝かつ手てに先ほどの光こう景けいを再生し出す。出るところはしっかり出ていて、想そう像ぞう以上に肉感的だった──いや、注ちゆう目もくすべきはあの能力だろ。まあ、空を飛んだり傷を治したりできるのだから、早着替えぐらいできても不ふ思し議ぎではないけれど。

　それと、妹設定は続いているらしい。そもそもカナミは魔導士マギウスじゃなかったから、魔導具オラクルを使ったり魔ま法ほうを使ったりしている時点で話が通らないのだが、それを抜きにしたって馬ば鹿かげた噓うそ八はつ百ぴやくだ。いちいち付き合ってられん。

　リビングに戻る。少女は冷れい蔵ぞう庫こを探っていた。そこには酒しか入ってないぞ。

「お兄にいちゃん、じんべえがお腹なか空すいたって」

　まるで猫の言葉がわかるような口ぶりだな。もっとも時計を見たところ九時を回っていたので腹が減っているのは容易に予想がつく。いつもなら登校前に立ち寄ってとっくに餌えさをやっているからな。そう言えば、学校……まあ、考えるまでもない。自主休学だ。

　キッチンの収納からちょっと値ねの張るキャットフードを出し、じんべえに与えた。それから自分たちの食べ物を探す。あるのはカップ麵めんだけだった。朝からこれはない。

　少女はソファに座ってテレビを見始める。朝は情報番組ばかり。つまらなそうにチャンネルを回していく。すっかりくつろいでいるな。

　魔ま法ほう陣じんから現れた正体不明の少女。その存在は、今まで定義上のものに過ぎなかった異世界が実在することを証しよう明めいしている──ふと、いつか流は行やった侵しん略りやく説せつを思い出した。異コ世ン界タ干ク渉トは向こうの世界の仕し業わざなのだろうか。しかし、少女は異ア界ニ種マと敵対していた。昨日きのうのグレムリンは少女も攻こう撃げきしていたし、下へ手たしたら命を落としていた。異世界サイドが意い図として干かん渉しようを起こしているとは考えにくい。やはり天災的なものなのか。

　そして、個人的に疑問なのは……なぜ、妹を騙かたるのか。そんなことをする必要性がどこにあるのか──いや、あると言えば、あるか。結果的にこうして俺おれにかくまわれている。

　だが、仮にそれが狙ねらいなのだとしても、大きな謎なぞが残る。

　なぜ、妹のことを、そして俺のことを、知っていたのか。どうやって知り得たのか。

　カナミが生きているとしたら──不ふ意いに、そんな想そう像ぞうが過よぎった。その可能性を慌あわてて手た繰ぐり寄せる。三年前〈ダイダロス〉によって消されたと思っていたカナミが、実は死んではいなくて、異世界に飛ばされていたのだとしたら……。

　それなら説明がつく。少女はカナミ本人から話を聞いた。だからカナミしか知らないことも知っていた。そう考えれば、一応の筋すじは通る。

　妄もう想そうが過ぎるか。都つ合ごうのいい解かい釈しやく──そうかもしれない。

　だけど、微かすかにでも灯ともった希望の火を消せるはずもない。

「ねえ、お兄ちゃん」少女が呟つぶやく。「おうちに帰らなくて平気かな？」

「……うち？」

「お父とうさんとお母かあさん、心配してないかな」

　トキオは閉口した。こいつ、どういうつもりだ。一いつ瞬しゆん感情が高ぶる。

　しかし、振り向いた少女の透とう明めいな眼まな差ざしを見て、すぐに思い至った。

　そうか、知らないのか……。少女の情報源げんがカナミなら、それも当然。あのとき消えてしまったカナミが、両親のその後を知るはずもない。トキオが二人に会えたのも──遺い体たいを確かく認にんしたのも、すべてが終わった後だった。二人とも顔はきれいなままだったけど、かぶせられたシーツの形から、五体満足ではないことがわかった。異ア界ニ種マに蹂じゆう躙りんされたのだ。

「家はない」トキオは端たん的てきに答える。「父とうさんも、母かあさんも、もういない」

「いない？」少女は首をかしげる。察したのか、それ以上は言げん及きゆうしなかった。

　テレビから聞こえる笑い声が空から回まわりする中、ぐぅ～、と場違いな音が鳴る。

　少女がお腹なかに手を当て、ぎこちなく微笑ほほえんだ。

「え、えへへ……私もお腹空すいちゃった。お兄にいちゃんは？」

「そうだな……これから買いに行く。一いつ緒しよに来てもらうぞ」

　一人にするわけにもいかない。問題は《ＭＩＭ》だ。昨日きのう、レイジから聞いた話では、自分たちのチームが捜そう索さくにかけられているらしい。あのでこっぱちの態度を考えても、狙ねらいはまず間違いなくこの少女だろう。レイジにはとっさに噓うそをついたが、場合によっては協力を頼んだほうがいいだろうか。

「とりあえず着替えろ。その格かつ好こうじゃ目立つ。さっきの魔ま法ほうで別の格好になれないのか？」

「それは無む理り。ドレスアップできるのは、これだけだもん」

「じゃあ、着替えを用意する。ああ、それから、人前では魔法を使うな。あと、お兄ちゃんって呼ぶのもやめろ」

「もう、注ちゆう文もんが多いんだから。お兄ちゃんがダメなら、なんて呼べばいいの？」

「呼ばなくていい。黙だまってろ」

「えぇー、やだー」少女はムスッとする。「じゃあ……トキオくん、でいい？」

「……ああ」まだそっちのほうがマシか。

「トキオくん、トキオくん、トキオくーん……ふふっ、なんか変な感じ」

　寝室へ移動し、家や主ぬしの服を借りることにした。どの服もトキオにすら大きいサイズなので少女には合わなかったが、ここは我が慢まんしてもらうしかない。

「こいつに着替えろ」トキオは適当に服を選んで渡した。

　少女は、また魔法を使い、その場で脱いだ。ひらりとターンすると、セーラーワンピースが消えて下した着ぎ姿すがたに。そして普通に着替え始める。

「おい」トキオは自じ重ちようして横を向いた。「俺おれが出てからにしろ」

「うん？」少女はきょとん顔。「別に気にしないよ？　お兄ちゃん──トキオくんになら見られても平気だもん」そう言って平然と着替え続ける。

　本当に平気なのか、それとも、あくまで妹の設定を貫つらぬいているのか。

　とにかく退散だ、とドアを引いて出たところ、目の前に大きな人壁が立っていた。トキオは瞬しゆん時じに正体を悟さとり、一気に血の気が引く。首が錆さびたようにぎこちなく見上げた。

「お、乙おと姉ねえ……おかえり」




　部屋の主あるじ、乙姉こと乙おと原はらリョウカは、百八十センチを超える高身長から、物理的にトキオを見下ろした。タンクトップにスカジャン。背中に龍りゆう虎この刺し繡しゆう。下はブルージーンズ。シンプルな男物の装よそおいだが、体つきは見事なひょうたん型で胸がロケットのように突き出ている。適当に結った後ろ髪がみが、肩越しにその豊満な傾斜に垂たれかかっていた。

「あら、いたの、トキオ……ん？」

　切れ長の吊つり目が、トキオを通り越して少女に気づく。「んー？」と目を凝こらして前のめりになると、タンクトップからこぼれ落ちそうな胸の膨ふくらみがトキオの眼前に迫った。

　少女も乙おと姉ねえに気づく。ぶかぶかのシャツを着て、次にだぼだぼのズボンをはこうと片足を入れたところで止まった。よりによってこの状況で鉢はち合あわせとは。

「ははーん？」乙姉はあくどい笑えみを浮かべた。「彼女とお泊とまり？　お姉ねえ様さまの部屋をラブホ代わりにして童どう貞てい卒業ってわけ？　このムッツリボーイが」

　笑いながら怒ってヘッドロックをかけてきた。トキオは重量感たっぷりの谷間に顔面を押し潰つぶされる。もう慣れっこだから取り乱したりはしない。ただ、息ができん。

　現在、アカデミーで技術者をしている乙姉は、以前は異コ世ン界タ干ク渉トの研究者だったトキオの両親の助手をしていて、家族同然の付き合いだった。トキオは弟のように可愛かわいがられ、カナミのことも生まれて間もない頃ころから知っており、大だい災さい厄やくの後も何かと面めん倒どうを見てくれている。

　今も、右手の義ぎ手しゆの整備をしてくれたり、たまに食事に連れて行ってくれたり、姉あね貴き分と弟分の関係は続いていて、いまだに乙姉にだけは頭が上がらない。迷めい惑わくはかけたくないから野の良ら犬いぬになったことはずっと秘ひ密みつにしているけど、いつまで隠かくし通せるか……。

「これは、違う……んぐ……ちょっと、事情があって」

「なるほど、卒業はこれからってわけ。学校をサボって朝からお楽しみとか……これは縛しばって吊るして鞭むち打うちの刑かしらん？」

「あ、あのっ」少女が割り込んだ。

　やめろ、入ってくんな、余よ計けいにややこしくなるだろ。トキオは止めようと思うが、乙姉のダイナマイトな凶きよう器きに挟まれて何も言えない。

　少女は着替え中の格かつ好こうのまま、

「あの、お兄にい──トキオくんが、いつもお世せ話わになってます」

　ぺこり。礼れい儀ぎ正しくお辞じ儀ぎした。その拍ひよう子しにはきかけのズボンに足を取られ、

「わ、わ、わわわ、ひゃあっ！」

　ズッコケた。バンザイの格好で顔面強打。そしてパンツ丸出し。

「……あぅぅ」

　この状況で、その格好で、とんだ始し末まつ。もはや滑こつ稽けいでしかない。

「あっはっはっはっは、イイね、面白い、気に入った！」乙姉は声を上げて笑った。つぼに入ったらしい。目に涙を浮かべて親指を立てる。「この子に免めんじて許してしんぜよう。ベッドも使ってよし。でもシーツはちゃんと洗っておくように」

「だから違うって」

「そんで？　そこの愉ゆ快かいな女の子、お名前は？」

　少女は慌あわてて起き上がり、背せ筋すじを伸ばしてハキハキと答える。

「はい、カナミですっ」

　乙おと姉ねえは、ぽかんと口を開けて固まった。小さく「カナミ？」と呟つぶやく。

　トキオは、天国と地じ獄ごくの狭はざ間まならぬ谷間から抜け出し、大きく空気を吸った。そして盛大にため息を漏もらす。ますます面めん倒どうなことになった。どうすりゃいい。




　一時間後──トキオは少女と共に乙姉が運転する赤いクラシックカーに乗ってショッピングモールに到とう着ちやくした。なんでこうなった、と遠い目でため息をつく。

　マンションではあの後、予想に反し、話はすんなりまとまった。

　当初の誤ご解かいを逆さか手てに取って、少女のことは、恋人として通した──通ってしまったと言うべきか。意い外がいにも、少女は妹設定を押し通すことはせず、同じ名前の別人で彼女、という形で自ら話を運んだのだ。そして乙姉は疑うことなく大だい歓かん迎げいした。

「よろしくね、カナミちゃん。このバカをたっぷり尻しりに敷しいてやってちょうだいな。あたしのことは本当のお姉ねえちゃんだと思ってくれていいからね。って言っても、こいつの実の姉じゃないんだけど、まあ、義ぎ理りの姉ってことで」

「義理でもないだろ」

　トキオの突っ込みは無視され、その後、三人揃そろって腹の虫が鳴いたので、一いつ緒しよにご飯はんを食べに行こうと乙姉が誘った。奢おごってくれるという。《ＭＩＭ》の動向が気になるし、あまり目立った動きは取りたくなかったが、少女は乗り気で乙姉もその気で断れる雰ふん囲い気きではなく、変に抵てい抗こうして怪あやしまれたくもなかったので、流されるままに応じた次第だ。

　念のため、軽く変へん装そうした。少女はぶかぶかのシャツにだぼだぼのズボン。パーカーのフードで桃もも色いろ髪がみを隠かくしている。時代遅れのラッパーみたいだ。トキオはキャップをかぶり、下は制せい服ふくのまま、乙姉から借りたナイロン製のウインドブレーカーを着た。損そん傷しようした義ぎ手しゆの甲こうは、指なしの革かわ手て袋ぶくろで隠してある。帰ったら乙姉に修理してもらおう。

「すごーい、人がいっぱい。こんなところ、あったんだあ」

　今年オープンしたばかりのショッピングモールは、平日昼間にも関わらず混んでいた。好こう奇き心しんで目をキラキラさせる少女の隣となりに、サングラスをかけた極ごく道どうっぽい乙姉が並ぶ。

「あたしはお金下ろしてくるから、先にフードコートで待ってなさい」

　そう言って乙姉は人混みを突っ切っていった。遠とお目めにも頭一つ抜けていた。

　トキオたちはモール中央のフードコートに向かう。

　少女は物もの珍めずらしそうにきょろきょろしながら後をついてきた。道どう中ちゆう、何度も通行人とぶつかりそうになる。しまいには立ち往おう生じようして動けなくなる始し末まつ。

「ま、待って、お兄にい──トキオくん。きゃっ」

　人波に溺おぼれ、くるくる回りながら流されていった。何やってんだ、あいつは。

　トキオは嘆たん息そくして引き返し、少女をつかまえた。その手を引いて連れていく。

　そう言えば、カナミも人混みが苦にが手てだったな……。

　二人で行った夏祭りを思い出す。あまりの人混みに目を回したカナミは、片時も傍そばを離れたがらず、ずっと手を握っていた。汗あせで湿しめっても決して離そうとしなかったっけ。

　懐なつかしさに浸ひたっていると横から視線を感じた。少女が上うわ目め遣づかいに眼まな差ざしを送っている。目が合うと無む邪じや気きに微笑ほほえみ、つないだ手をきゅっと握り直してきた。

　その姿すがたが、カナミと重なった──重ねてしまった。

　不覚。後ろめたい気分になり、前だけ向いて歩く。

　フードコートに到とう着ちやくし、空あいているテーブル席を見つけて座った。すぐに乙おと姉ねえが合流、さっそく食事にする。時じ刻こくは正しよう午ご前。遅い朝食で早い昼食。

　トキオはチャーシューメン。少女はハンバーグセット。乙姉は海え老び天てん丼どん。

　ぺろりと平らげると、少女と乙姉はソフトクリームを買いに行った。トキオはその姿を視し界かいに入れつつ、携けい帯たい端たん末まつで最新のニュースをチェックする。特に目立った情報はない。

　これからどうするか。少女とカナミの関係性を探るためにも──カナミの生存を確かめるためにも、《ＭＩＭ》に捕つかまるわけにはいかない。だが、一人では厳きびしい。チームに協力を求めたほうがいいか。その場合、少女の正体を明かすべきだろうか。

「ふわぁぁ、食べたら眠くなってきたわあ。そう言えば、徹てつ夜や明けだった」

　先に精せい算さんだけ済ませた乙姉が、あくびしながら戻ってきた。少女は店のカウンターの前でソフトクリームの出来上がりをぴょんぴょんしながら待っている。幼よう稚ち園えん児じか。

「トキオ、帰りはアンタが運転しなさいな」

「未成年に無む免めん許きよ運転を強要するなよ。できないとは言わないけど」

「それにしても、驚きよねえ」乙姉は会話の流れを無視する。「アンタが妹と同じ名前の子と付き合うなんて。それとも、同じ名前だからこそなのかしらん？　重度のシスコンだったもんねえ。人の趣しゆ味みをとやかく言うつもりはないけど、ほどほどにしておきなさいよ？」

「関係ない。そんな趣味もない。そもそもあいつは……いや、なんでもない」

　恋人で話を通した手前、その関係性まで否定できなかった。

「まあ、冗じよう談だんはさておき、似てるわよね。見た目じゃなくて、そぶりとか、雰ふん囲い気きとか」

「どこが」否定するが、手をつないで歩いたとき、一いつ瞬しゆんでも妹を重ねてしまった手前、なんとなくバツが悪い。話を逸そらす。「それより、あいつのことで頼みがある。しばらく、あの部屋に置いてやれないか。家出して行くところがなくて」

「あらあら、家出少女を泊とめてやる代わりにチョメチョメって……警察、行っとく？」

「とにかく」いちいち突っ込むのも面めん倒どうだ。「行く当てがなくて困ってるんだ。それに家庭の事情が複雑でいろいろあるから、あいつのことは、誰だれにも言わないでほしい」
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「別にいいわよ。半分空あき家みたいなもんだし、誰だれかいてくれたほうが、じんべえの世せ話わにも困らないし、むしろ助かるわ。不ふ思し議ぎとあの子には懐なついてるみたいだしね」

　ずいぶんあっさり認めるんだな。トキオは肩すかしを食らった気分だった。まあでも、家や主ぬしの許しも得たことだし、これで気き兼がねなくあの部屋を使える。もちろん、ずっとというわけにはいかないだろうが、ひとまずは落ち着くことができる。

「おまたせー」

　少女がソフトクリーム三つを手に小走りで戻ってきた。途と中ちゆう、人とぶつかりそうになって危うく落としかけたが、なんとかセーフ。無ぶ事じ到とう着ちやくする。

「はい、これ、乙おと姉ねえちゃんの。で、こっちが、お兄にい──トキオくんの」

　お兄ちゃん、と口走りかけていた。どうにも危なっかしい。

　気をつけろ、とトキオは視線で注意する。しかし、少女はつんと無視して椅い子すに座り、澄すました顔でちろちろとソフトクリームを舐なめるだけだった。小こ癪しやくな。

　電子音がした。乙姉が携けい帯たい端たん末まつを手に取り、メールを見て不ふ機き嫌げんそうに画面を睨にらむ。

「悪いわね、二人とも。アカデミーから呼び出しだわ」半分残っていたソフトクリームを一口で平らげ、席を立った。「せっかく来たんだから、アンタたちは楽しんでいきなさい。これは帰りの交通費と軍ぐん資し金きんよん」そう言ってテーブルの上に万まん札さつを置く。三枚も。

「こんなに悪いって」

「なに？　あたしの金が受け取れないっての？　しばかれたいの？」

「なんで奢おごられる側が脅おどされるんだよ」

「いろいろ買い揃そろえなきゃいけないでしょうよ、ゴムとか」

「ゴム？」少女がきょとんと聞き返す。

「乙おと姉ねえっ」トキオはうんざり顔で睨にらむ。

「あっはっはっはっは。じゃあ、よろしくやってね、カナミちゃん」

　乙姉はウインクして去っていった。台たい風ふうみたいな女だ。

　トキオは万まん札さつをポケットにしまう。持ち合わせがなかったから正直ありがたい。余よ計けいなことを言わなきゃ、もっとありがたいんだけどな。

「お兄にい──トキオくん、ゴム、買いに行く？」

　少女が無む邪じや気きに聞く。絶対、何のことかわかってない。

「行かねえよ」

　トキオはぶっきらぼうに返した。




　　　　　　　　　　３




　フードコードを離れた後、ショッピングモールを回って少女のための衣類や日用品を買い揃そろえた。少女は買った服にその場で着替えた。ラッパーみたいな格かつ好こうから、ごく普通のブラウスとスカートへ。

　荷物が増えたのでスポーツバッグを買い、まとめて入れた。買い物の後は、少女の希望で洋よう菓が子し店に寄り、おやつにシュークリームを堪たん能のう。ホイップとカスタードのダブルシュー。少女はホイップの部分とカスタードの部分を別々に楽しんでから最後に両方一いつ緒しよに頰ほお張ばった。その食べ方がカナミとまったく同じで、トキオはまた不ふ意いにドキリとさせられた。

　帰りは路ろ面めん電車。境きよう界かい都市の公共の移動手段は無料で乗り降り自由だ。もちろん魔ま導どう資し源げんの恩おん恵けいがあってこそ可能なこと。

　いくつか駅を過ぎると乗客も減り、二人で広く空あいた席に並んで座った。

　トキオはスポーツバッグを足あし元もとに置く。帰って荷物を整理したら、ダウンタウンに行ってレイジと合流しよう。ただ、チームに事情を明かすのは、もう少し状況を見てからのほうがいいかもしれない。少女はマンションに留る守す番ばんさせておけばいいだろう。今さら姿すがたをくらますとも思えない。そうしようと思えば、いくらでもチャンスはあった。空も飛べるのだから。何の意い図とがあってカナミを名乗り、俺おれと行動を共にしているのかはわからないが、その辺はおいおい突き止めてやる。

「そう言えば……お前、どうして乙姉の前では妹を演じなかったんだ？　俺には強情に押し通したくせに」

「違うよ、ぎゃーく。妹じゃない風ふうを演じたの」少女は口を尖とがらせる。「乙おと姉ねえちゃん、カナミのことわからないみたいだから、そういうことにしたほうがいいのかなって思って」そう言っておさげをくるくると指に絡めた。「お兄にいちゃんがカナミを認めてくれないのは意い地じ悪わるだとしても、乙姉ちゃんはそんなことしないもんね。でも、どうしてなのかな？　カナミはカナミなのに、なんでわからないんだろう？　どこか、変？」

　自じ問もん自じ答とうのように呟つぶやき、不安げな面おも持もちで俯うつむく少女。

　その意い気き消しよう沈ちんした横顔を見て、トキオはふと思った。

　こいつ……もしかして、自覚がないのか？

　故こ意いに妹を演じているのだと思っていたが、そうではなくて、自分のことを真ま壁かべカナミだと信じている──思い込んでいるのかもしれない。それなら、あくまでも妹として振る舞おうとするのも納なつ得とくがいく。今までの言げん動どうからして十分あり得る話。

　しかし、もしそうだとしても、なぜ、そんな勘かん違ちがいを……？

　考えられるのは、異世界から現れた際の反動や影えい響きよう──後こう遺い症しようか何かで、真壁カナミの情報を自分の記き憶おくとして混こん濁だくしてしまった、とか？　穴だらけの噓うそも、明らかな矛む盾じゆんの数々に自分で気づかないのも、無自覚に整合性が図られているせい？

　もしそうなら、その記憶違いにこの三年間の情報は含まれているだろうか。この世界から消えたカナミのその後について知っているなら、異世界で生きていることの証しよう明めいになる。

「なあ、お前」

「お前じゃなくて、カナミ」少女は拗すねた顔で言う「いい加か減げん、ちゃんと名前で呼んで。じゃなきゃ、カナミだってトキオくんって呼ばないよ。お兄ちゃんに戻すから」

「お前」無視して問う。「あの日のこと、覚えているか？」

「ぷぅー」少女は頰ほおを膨ふくらませた。「あの日って、どの日？　お兄ちゃんが私と乙姉ちゃんのお風ふ呂ろを覗のぞき見して、乙姉ちゃんの裸はだかを見て鼻血が止まらなかった日？」

「違うっ」そんなこともあったけど。「あれは、先に入ってるって知らなくて、鉢はち合あわせしただけだ」思えば、あのことがきっかけで、カナミは俺のことをえっちえっちと言うようになったんだった。「そうじゃなくて……俺が聞いているのは、カナミが消えた日のことだ」

「消えた？　また変なこと言って。カナミはここにいるよ？」

　ああ、そうだった。こいつはあくまで妹のつもり。まともな聞き方じゃ通じない。

「質問を変える。昨日きのう、俺と会う前、どこで何をしていた？」

「お兄ちゃんと会う前？　うーん……」

　少女は宙ちゆうを睨にらんで考える。すぐにパチリと目を開いた。

「遊園地！」

「遊園地？」

「そうだよ、お兄ちゃんと一いつ緒しよにぐるぐる飛ぶやつに乗って、お父とうさんとお母かあさんが下で手を振ってて、そしたら急に空が眩まぶしくなって……あれ？　どうなったんだっけ？」

　少女はおさげをいじりながらうんうん唸うなる。

「よく、思い出せない……眩しかったけど、真まっ暗くらみたいに怖こわくて……なんだか、すごく寂しくて……それで、気づいたら、お兄にいちゃんに抱っこされてたんだよ」

　どうやら、少女の中では三年前のあの日と昨日きのうがダイレクトにつながっているらしい。

　遊園地──そう、俺おれたちはあの日あの場所にいた。ずっとカナミが行きたがっていた。一ひと月つき前から自分で計画を立てて、帰りはファミレスに寄ることまで決まっていた。

　待ち望んだその日、楽しい一日になるはずだった。でも、待っていたのは……。

　あのとき、魔ま法ほう陣じんの光が一いつ瞬しゆんで上空と地上を染めつくし、気づいたらトキオは乗っていたアトラクションから放り出され、地面に伏していた。あたりは一面火の海で、後は……いつも見ている夢の通り。

　大だい災さい厄やくの最中、あのヒトガタの悪あく魔ま〈ダイダロス〉の他にも、遊園地とその周辺には異ア界ニ種マが大量に押し寄せた。その侵しん攻こうを食い止めるべく《ＭＩＭ》は戦せん略りやく型魔ま導どう兵へい器きを投入した。そして異ア界ニ種マの群れは一いつ掃そうされ、逃げ遅れた人々も犠ぎ牲せいとなった。しかし〈ダイダロス〉だけは止められず、自然消しよう滅めつするまで半日に及び破は壊かい活動は続いた。結果、死者・行方ゆくえ不明者は合わせて一万人を超えたが、その半数は戦略型魔導兵器による巻き添えだとも言われている。

　収しゆう束そく後、兵器の使用に疑問の声が投げられたが、《ＭＩＭ》は被ひ害がいを最小限に食い止めるための必要措そ置ちだったとし、戦略型魔導兵器の投入は最善策だったと言い切った。世界はそれを支持した。異コ世ン界タ干ク渉トの脅きよう威いを前に《ＭＩＭ》の庇ひ護ごが必要不可欠な今の世の中、表おもて立だって彼らの対応を批ひ難なんできる国などあるはずもない。

　しかし、その裏で主張に反感を抱く者たちも大おお勢ぜいいた。被ひ災さい地ちの生き残りや犠牲となった者たちの遺い族ぞくだ。兵器の使用は失策であり二次災さい害がいを招いただけだ、と考えている。

　本当のところ、事の是ぜ非ひはわからない。だが、《ＭＩＭ》は大災厄後も上位者を気取って魔導の技術と資し源げんの独どく占せんを続けている。異コ世ン界タ干ク渉トに対たい抗こうしうる手段を共有し広めようという考えがない。それでは反発を買って当然、野の良ら犬いぬの数が激増したのも必然だ。

　トキオも《ＭＩＭ》の対応には嫌けん悪お感かんを抱いていた。ただ個人的に憎にくむべき、怒りをぶつけるべきは、〈ダイダロス〉であり異ア界ニ種マだ。カナミを消し去ったあの異い形ぎようの腕は、忘れようにも忘れられない。不ぶ気き味みに脈みやく打うつ漆黒ノワールと深紅ルージユの混色。まるで死しに神がみか悪あく魔まのような手。

　またいつ、同じ異ア界ニ種マが現れるとも限らない。そのときは、俺がこの手で必ず……。

「……くる」

　不ふ意いに、少女が立ち上がった。路ろ面めん電車はまだ走行中だ。

「どうした？」

　呼びかけにも応じず、棒ぼう立だちで遠くを見ている。電車がカーブを曲がった拍ひよう子しに倒れそうになり、トキオはその体を抱き止めた。少女の瞳ひとみはガラス玉のように光が失うせ、焦しよう点てんが合っていない。感情の失うせた顔で告げる。

「きをつけて。うつろなヒカリにのまれないように」

　イントネーションが少しおかしかった。人工音声ソフトを使ったような微び妙みような違い和わ感かん。表情は虚うつろで魂たましいが抜けた人形のようだ。まるで別人……いや、別物。

　次の瞬しゆん間かん、少女はパチパチと瞬まばたく。瞳ひとみに光が宿り、不ふ思し議ぎそうに見上げる。

「……にゃ？　あれ？　お兄にいちゃん、どうしたの？」

　それはこっちの台詞せりふだ。

「お前、今……」

　そのとき、突然、警けい報ほうが鳴り響ひびいた。異コ世ン界タ干ク渉トの発生を知らせるものだ。

　路ろ面めん電車が急停止。反動で、トキオは少女を支えたまま倒れ、背中を打つ。車内放送で緊きん急きゆう避ひ難なんが告げられ、両サイドの扉とびらがすべて開かれた。車しや掌しようが現れ、乗客を誘ゆう導どうする。車道を走っていた乗用車もいっせいに路ろ肩かたに停とまり、市民は近くのシェルターを目め指ざして走る。

　トキオも少女を連れ、スポーツバッグを肩にかけて電車を降りた。

　二日連続で異コ世ン界タ干ク渉ト。そうあることじゃないが、この境きよう界かい都市に限って言えば、別段珍めずらしくもない。端たん末まつでハザードマップを確かく認にんすると、ちょうど警けい戒かい区く域いきのど真まん中なかにいる。いつもなら喜んで異ア界ニ種マ狩がりをするところだが、今はタイミングが悪い。

「お兄ちゃん、下っ」

　足元に、魔ま法ほう陣じんの光が走る。少女と共に歩道へ引き下がった。光の陣は道幅いっぱいに展開して路面電車の下にも駆かける。かなり大きい。集団か。それとも大型か。

　市民の避難が続く中、魔法陣から巨きよ大だいな影が湧わいてきた。三両編へん成せいの路面電車を押し退のけて現れたのは、十メートルを超える単たん眼がんの猿えん鬼き。トキオは舌した打うちした。

「よりによって、Ａ級、サイクロプスか」

　一つ目がフラッシュのように光った。まずいっ──とっさに少女を抱いて伏せる。頭ず上じようを真まっ赤かな熱線レーザーがよぎり、周りから悲鳴が上がった。幸い人には当たらなかったが、熱線レーザーが駆けた跡あとはマグマのように融ゆう解かいしていた。まともに食らったら一いつ瞬しゆんで蒸じよう発はつだ。

「止めなきゃ」少女が立ち上がる。

「放っておけ」トキオは引き止めた。「すぐに魔導士マギウスがくる。ここから離れるぞ」

「どうして？　カナミたち、何も悪いことしてないのに」

「そうだとしても、連れん中ちゆうは耳を貸さない」

「でも、このままじゃ……」

　サイクロプスが動き出し、地じ響ひびきが起こる。手当たり次第に近くの車を投げ出した。逃げ惑まどう市民が的まとにされている。軽々と放られた車がビルに激げき突とつしてスクラップと化す。

　トキオは少女の手を取った。ここは引いたほうがいい。

　しかし、少女は振り払った。強い眼まな差ざしでトキオを射い抜ぬく。

「ダメだよ、逃げるなんて。まだ近くにいっぱい人がいるのに。このまま放っておいたら大変なことになっちゃう。カナミはあれを止められる。お兄にいちゃんだって戦えるんでしょ？　なのに何もしないで放っておくの？　そんなお兄ちゃん……嫌きらいっ」

　少女は樹きの杖つえを召しよう喚かんした。先せん端たんの宝ほう玉ぎよくが放つ七色の光に包まれてセーラーワンピースに変身すると、ふわりと波風を起こして宙ちゆうに舞う。

「ばか、さいてー、えっち！」

　大声で叫ぶと、サイクロプスに向かって飛んでいった。

　トキオは平手打ちを食らったように立ちつくす。

　逃げる……何もせず……何もできずに……そんな自分が嫌いやだから、強くなりたくて、俺おれは野の良ら犬いぬになったんじゃなかったか。

　そうだ、俺は戦える。Ａ級相手は荷が重い……だが、できないとは言わない。

　荷物を下ろし、帽ぼう子しを脱ぎ捨てて、後ろ腰に隠かくし持っていた改造銃じゆうを抜いた。

　そして忘れずに突っ込んでおく。

「えっちは関係ないだろ」




　宙を舞う少女に気づいたサイクロプスは、片手でバイクをつかみ、投げつけた。少女はひらりと宙返りでかわし、杖を掲かかげる。正面に魔ま法ほう陣じんを展開。中心から粒ビ子ー砲ムが飛び、巨きよ体たいに命めい中ちゆうした。しかし、その肉にく体たいは分ぶ厚あつく、表ひよう皮ひが少し焦こげただけだった。

「もうっ、硬すぎ！」

　空中で地じ団だん駄だを踏む少女。サイクロプスが太い腕を伸ばして捕つかまえようとする。少女はフリルをなびかせて距きよ離りを取り、杖の先から光の玉を撃うった。だが、それもノーダメージ。サイクロプスはひるむことなく腕を振り回す。丸まる太たのような太腕が起こす風圧に煽あおられ、少女はバランスを失い、くるくる回って悲鳴を上げた。そこへ巨きよ大だいな手が迫る。

　そのとき、銃じゆう声せいが轟とどろいた。

　横転した路ろ面めん電車の上から、トキオがサイクロプスの一つ目を狙ねらい撃うった。光こう弾だんが直ちよく撃げきしたサイクロプスは、野の太ぶとい悲鳴を上げて仰のけ反ぞる。

　トキオの援えん護ごに、少女は向日葵ひまわりのような笑顔を咲かせた。

「お兄ちゃん！」

「目を狙え。やつの唯ゆい一いつの弱点だ。熱線レーザーには気をつけろ」

「りょーかい！」

　敬けい礼れいポーズをして少女は杖を振るい、大きく円を描く。紋もん様ようが浮かんで魔法陣を成し、中心から幾いく束たばもの粒ビ子ー砲ムが花火のように弾はじけた。放ほう射しや状じように散ったそれぞれが弧こを描き、目もく標ひように迫っていく。拡散と追つい尾び。でこっぱちの技を真ま似ねたのか。

　拡散粒子砲スプレツドビームが全方位から一つ目を襲おそう。しかし、サイクロプスは片手で単たん眼がんを覆おおい、利口にも防ぼう御ぎよした──いや、違う。さっきの銃じゆうの一いち撃げきを痛がっているだけだ。

　かえって面めん倒どうなことになった。弱点の目を隠かくしたまま、サイクロプスは駄だ々だっ子このようにもう一方の手を振り回す。薙なぎ払われた乗用車が路ろ面めん電車に突っ込んだ。間かん一いつ髪ぱつ、トキオは跳び下り、巨きよ漢かんの足元を駆かけ抜ける。反対車線に停とまっている車の屋や根ね伝いにトラックのコンテナに飛び乗り、再び銃をかまえるが、やはり手が邪じや魔まで狙ねらえない。

「カナミに任せて！」

　少女が妖よう精せいのように舞って地上に降りた。その場でひらりと横回転し、杖つえの先せん端たんで光の円を描く。内側に複雑怪かい奇きな紋もん様ようが浮かび上がり、自らを魔ま法ほう陣じんに包んだ。杖を正面に真まっ直すぐ立ててかまえ、目を閉じて祈るように呟つぶやく。

「虚うつろなる光に、生命いのちの息吹いぶきを……緑の産うぶ声ごえ、蒼あおの賛さん歌か……泡うた沫かたの夢の中で、今いま一いつ時とき、仮かり初そめの姿すがたを現せ……萌もえよ、ドリアード！」

　コン、と杖の底で魔法陣をついた、途と端たん、魔法陣から眩まばゆい彩さい光こうが噴ふん水すいのように溢あふれた。光の噴ふん流りゆうは少女を吞のみ込み、魔花クオーツに似た結けつ晶しようの植物と化してそびえ立つ。路ろ上じように根が這はい、天に向けて幹みきが伸び、枝葉が生はえ渡る。たちまちサイクロプスに匹ひつ敵てきする巨きよ大だいな結晶樹じゆとなった。少女の姿すがたは幹の中に透すけて見えている。

　結晶樹の枝が鞭むちのようにしなって伸び、サイクロプスの手足に絡まって一つ目を覆おおっていた手を引き離す。さらに全身に巻きつき、がんじがらめにしていく。少女が樹きと一体となり操あやつっているようだ。

「今だよ、お兄にいちゃん！」幹の中から少女の声が反はん響きようする。

　トキオの前に蔓つると枝葉が伸びてきて絡まり合い、サイクロプスへ続く足場を成した。トキオは迷わず飛び乗り、疾しつ駆くする。しかし、サイクロプスがもがいた拍ひよう子しに枝葉はちぎられ、宙ちゆうに投げ出された。すぐさま、少女が枝葉を伸ばし、新たな足場を用意する。

　サイクロプスは単たん眼がんを見開き、頭を振り乱してデタラメに熱線レーザーを放った。少女の蔓がトキオの身に巻きつき、当たらないように運んでくれる。しかし、身動きの取れない結晶樹は熱線レーザーの直ちよく撃げきを受けた──いや、食らってはいない。結晶樹は熱線レーザーを浴びながら、その粒りゆう子しを取り込んで自らの栄養と化し、萌もえている。魔ま力りよくを吸収しているようだ。

　少女のサポートを受けながら、トキオはサイクロプスの頭へ取りつくことに成功した。一つ目を見下ろして銃じゆう口こうをかざす。熱線レーザーを放とうとするそこに、光の弾だん丸がんを撃うち込んだ。決め台詞ぜりふなど吐かない。相手が息絶えるまで発はつ砲ぽうし続ける。冷静に。そして、冷れい徹てつに。

　サイクロプスは苦く悶もんの声を上げ、大だいの字じに倒れて大だい地ちを揺るがした。

　沈ちん黙もく──。巨きよ体たいが光の粒つぶを散らし、透とう明めい化かして消えていく。終わったか。

　地上に降り立ったトキオに、魔ま法ほうを解といた少女が水平飛行で飛びついた。

「やったねっ、お兄ちゃん！」

　首に抱きつき、勢い余ってくるくる回る。

　対応に困ったトキオは憮ぶ然ぜんとやり過ごし、素そっ気けなく腕を解ほどいた。

「さっきのドリアードって……異世界の植物でも召しよう喚かんしたのか？」

「うん？　召喚？　よくわかんないけど、なんとなくできたから、やってみた」

　少女は邪じや気きなく答えた。なんとなく。曖あい昧まいすぎるが、その辺も記き憶おく錯さく誤ごの影えい響きようなのか。自身が持つ力に、そして、それを行使できることに、何ら疑問はない様よう子す。

「異世界の植物を呼ぶ魔導具オラクル……〈ドリアードの杖つえ〉とでも言ったところか」

「まんまだね。お兄にいちゃん、センスなーい」少女はからかうように笑う。「まあいっか。せっかくお兄ちゃんが名づけてくれたんだしね」

「別にそういうつもりじゃ……まあいい。もう行くぞ。魔導士マギウスに見つかるとまずい」

「あ、ちょっと待って」

　少女は小走りでサイクロプスが消えた場所に向かう。そこに落ちていた魔花クオーツを拾った。綺き麗れいに澄すんだ七色の結けつ晶しよう体たい。強力な異ア界ニ種マほど、純じゆん度どの高いものを落とす。

　それを、優しく抱くように胸に当てた。すると魔花クオーツが仄ほのかに輝き、七色の彩さい光こうが少女の体に染しみわたっていった。魔花クオーツは徐じよ々じよに光を散らし、実体を失って消えていく。

「……？」

　トキオは目を凝こらした。何をしているんだ？

　不ふ思し議ぎに思うそこに、低いエンジン音が届く。とっさに改造銃じゆうをかまえた。無人の車道を猛もうスピードで走って来るのは、見慣れたバイク。少女が変身を解といて私服姿すがたに戻り、慌あわててトキオの後ろに隠かくれた。

　バイクは二人に気づいて減速し、手前で停とまる。

「おいおい、何をしているのかと思えば、こんなところでデートかよ」

　皮ひ肉にくを飛ばしてフルフェイスのヘルメットを脱いだのは、やはりレイジだった。

「そんなんじゃない」トキオは挨あい拶さつ抜きで返す。「そっちこそ、のんびりドライブか？」

「まあな。ちょいと《ＭＩＭ》の動きを探ってたら、面めん倒どうなのに見つかっちまってよ。ナイスなタイミングで異コ世ン界タ干ク渉トが起きたから、混乱に乗じて撒まいてきたところさ」

　そう言って来た道を振り返ると、「あ」と間ま抜ぬけな声を出し、苦にが笑わらいした。

「前言撤てつ回かい。わりーな、その面倒なのを連れて来ちまったみたいだ」

「らしいな」

　その相手はスクーターに乗ってやってきた。距きよ離りを置いて停車し、降りる。ヘルメットを取るとピカリとおでこが照てかって、トキオたちの目をくらませた。

「ようやく見つけましたよ、真ま壁かべトキオ」

　久く羽ば城しろサキは、軽く首を振って藍あい色いろの長ちよう髪はつを流す。少女を確かく認にんして表情を引き締しめ、その手に魔導具オラクル〈カトレイアの弓〉を召しよう喚かんした。トキオも反射的に銃じゆうを握り直す。

「おとなしくその子を引き渡しなさい」

「うん？　ちょい待ち。狙ねらいは、その子？」レイジが少女を凝ぎよう視しする。「ふーん……こりゃまたどういうことだよ、トキオ」

「さあな」

「妙みようなことに巻き込まれでもしたか？」

「どうだろうな」

「お前ってやつは」レイジは呆あきれて頭を振る。「相変わらず言葉足らずだな。口くち下べ手たにもほどがあるぜ。そんなんでよくその子を口く説どけたな。やっぱ、捨て身の特とつ攻こうか？」

「おしゃべりはそこまでです。武ぶ器きを捨てて、その子を解放しなさい」

　まるでこっちが少女を攫さらった悪者みたいな言い草だ。解放も何も、むしろ自由奔ほん放ぽうすぎて困っているくらいなのだが。それにしても、魔導士マギウスってのは、どうしてこう、人の話を聞こうともしないのか。上位者気取りがいちいち鼻につく。

「そこのあなた」一転、久く羽ば城しろサキは優しく少女に呼びかけた。「もう大だい丈じよう夫ぶですよ。私は味み方かたです。あなたを保ほ護ごしに来ました。こちらに来てください。さあ」

「……やだ」

　少女はトキオの背に隠かくれた。怯おびえているというより人見知りしている感じだ。

　そう言えば、カナミも人見知りが激しかった。初対面の相手を前にすると、いつもこうして後ろに隠れていた。こんな状況なのに、そんな懐なつかしい場面を思い起こす。

　少女に拒きよ絶ぜつされた久羽城サキは、鋭利な視線でトキオを切り裂さいた。

「懐かい柔じゆうしたのですか、真ま壁かべトキオ」

「怪かい獣じゆうならもう倒しました」少女が肩越しに言い返す。

「お前はちょっと黙だまってろ」トキオは小声で注意し、久羽城サキに向き直った。「あんたの言う通り、手て懐なずけさせてもらった」そう言って少女の頭に手を置き、抱き寄せる。少女はあくまで利用されているだけ。そう思わせておいたほうが、都つ合ごうが良さそうだ。

　当の本人はきょとん顔。言われた通り口にチャックしていた。

「くっ、卑ひ劣れつな」久羽城サキは唇くちびるを嚙かむ。

「おい、トキオ」狂きよう言げんと気づいているのだろうレイジは笑いを堪こらえるのに必死だ。「その辺にして早いところずらかろうぜ。三人なら乗れないこともないぞ」

「逃げ切れると思っているのですか」

　無む理りだろうな。三人乗りでは振り切れまい。それに久羽城サキの魔導具オラクルを相手に背を向けるのは危険すぎる。少女に飛んで逃げてもらうという手もあるが、狙ねらい撃うたれるのがオチ。三対一なら勝機はあるが、魔導士マギウス相手に絶対はない。ここは少女を無ぶ事じに逃がすことを第一に考えるべきだ。となれば、選せん択たく肢しはひとつ。

　トキオは少女をバイクに乗せた。

「レイジ、こいつを頼む」

「え？」少女が戸と惑まどう。「お兄にい──トキオくんは？」

「後で合流する。レイジ、出せ」

「あいよ」レイジはヘルメットをかぶった。「つかまってな、嬢じようちゃん」

「行かせるわけにはっ！」

　久く羽ば城しろサキが弓ゆみ矢やを引き絞しぼる。トキオは銃じゆうを向けて牽けん制せいした。

　バイクが発進し、ぐんぐんスピードを上げて遠ざかっていく。交差点を曲がって見えなくなるまで、少女はずっとトキオの背中を見つめていた。
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「……あなたは、事の重大さがわかっていないのです」久羽城サキは声を落として言う。「あの子が──エトランジェが、どれほど危険な存在か」

　トキオは眉まゆをひそめた。エトランジェ？　聞き慣れない言葉だ。《ＭＩＭ》が異世界人を指して使っている呼こ称しようだろうか。まあ、呼び方なんてどうでもいい。

「野の良ら犬いぬが魔ま導どうを手にするのは危険だと言えば、今度は異世界人か……この世界だけじゃ飽き足らず、異世界まで支配下に置かなきゃ気が済まないのか？　お前たちは」

「そんな低てい俗ぞくな話ではありません」

「どんな崇すう高こうな話だと言うんだ？」

　皮ひ肉にくが通じたのか、久羽城サキは眉み間けんにしわを寄せた。

「あなたが知る必要はありません。これは魔導士マギウスに課せられた使命なのです」

「魔導士マギウス……魔ま導どうの器うつわを有する種しゆか。お前たちはそんなに特別で偉えらいのか？　技術も資し源げんも分け与えず、上位者であろうとして」

「言ったはずです。そんな低俗な話ではないと。私たちは、この街のため、この世界のために存在しています。女の子を人ひと質じちに取る卑ひ怯きような野の良ら犬いぬには理解できないでしょうけど」

「そうやって野良を見下し、上からものを言う。自分たちだけは正しいつもりか？」

「《ＤＯＧ》が正しいとでも？　魔花クオーツを裏に流して、不正に得た資金で武ぶ器きを密みつ造ぞうして、それを異ア界ニ種マではなく市民に向ける始し末まつ……恐きよう喝かつ、強ごう盗とう、暴ぼう行こう……境きよう界かい都市の犯罪は増え続けています。そのほとんどが野良犬の仕し業わざです。街を守るどころか汚けがす一方じゃないですか」

「……かもな」

　素直に認めると、久羽城サキは「え？」と虚きよを突かれた顔をした。

　でこっぱちの指し摘てきは、否定しようのない《ＤＯＧ》の一面だった。近年はチームが乱立して野良犬同士のいざこざが増えている、とレイジが愚ぐ痴ちっていたことがある。トキオは内情に詳しくないが、野良犬は増えすぎたのかもしれない。《ＤＯＧ》を名乗るのは自由だし、不特定多数の集まりともなれば、好き勝かつ手てに暴あばれるやつも出てくる。

「あんたの言うことも一理ある。野の良ら犬いぬにルールなんて、あってないようなものだ」

「わかっているなら、どうして」

「別に《ＤＯＧ》は関係ない。俺おれには俺の理由がある」

「理由？　なんですか、それは。あなたは、何のために、あの少女を」

「あんたが知る必要はない。これは俺に課せられた使命……いや、宿しゆく命めいかもな」

　相手の台詞せりふを真ま似ねて言ってやった。気づいた久く羽ば城しろサキは、ぴくりと眉まゆを動かして不快そうに睨にらむ。トキオは冷めた顔で受け流した。

「どうした？　もう尋じん問もんはおしまいか？　でこっぱち」

「ま、まだそれを」久羽城サキは感情的になりかけたが、ぐっと堪こらえる。「時間稼かせぎのつもりですか？　どこへ逃げようとも無む駄だです。彼女は必ず保ほ護ごします」

「保護と言うが、あいつが嫌いやだと言ったらどうするんだ。自由を主張した場合は」

「彼女は特とく殊しゆな存在です。我々には身み柄がらを確保する必要と権けん限げんがあります」

「保護が無む理りなら実力行使……暴ぼう論ろんだな。結局お前たちはそうなんだ。自分たちの都つ合ごうでしか物を考えない。世界は自分たちを中心に回っていると思っている。どんなに綺き麗れいな言葉で飾っても、どんなに行ぎよう儀ぎよく振る舞っても、百年かけて染しみついた傲ごう慢まんさが透すけて見える」

「なっ……あなたに魔導士マギウスの何がわかるのですっ！」

「別にわかりたくもない」

　頑かたくなにぶつかり合う二人。相容れない沈ちん黙もくが両者を引き裂さく。

「これ以上、話しても無駄ですね。武ぶ器きを置いて投とう降こうしなさい」

「その発言がすでに傲慢だな。自分が絶対優位だと思っている」

「あなたこそ傲慢無ぶ礼れいです。一人で逃げ切れるとでも？」

「それも上から目め線せんだ。相手は逃げるしか道がないと思っている」

「野良犬が魔導士マギウスに勝てるとでも？」

「勝てないとでも？」

　また沈黙が降りる。視線が火花を散らす。もはや言葉は不要。衝しよう突とつは不ふ可か避ひ。亀き裂れつが目に見えそうなほど、空気が冷たく張りつめた。
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　互いに武ぶ器きを向け合ったまま、二人は時計回りにじりじりと動いた。

　サキは内ない心しん、ハッタリではないかと疑っていた。野良犬が魔導士マギウスに正面から挑いどんでくるなんて聞いたことがない。自や棄けになっているのならわかるが、目の前に立つ無ぶ愛あい想そな男の目には確かな意い志しが宿っている。

　他の野良犬とは何か違う。それは以前から感じていた。サキが知る限り、彼の活動は戦せん場じように限られ、標ひよう的てきはあくまで異ア界ニ種マだった。自ら魔導士マギウスに喧けん嘩かを売ったりはせず、普段はおとなしく学生生活を送り、犯罪に走ることもない。その彼が今、真まっ向こうから敵対している。

　いったい何が彼にそこまでさせるの？　理由を知りたいとサキは思った。けれど、向こうに話す気はないのだろう。ならば、この手で捕らえて聞き出すまで。

　不ふ意いに、真ま壁かべトキオが足を止めた。

「……？」サキは違い和わ感かんを覚える。距きよ離り感が狭まっていた。ゆっくり回りながら徐じよ々じよに間ま合あいを詰めていたのか。

　気づいたときには、銃じゆう声せい。真壁トキオが先に仕掛けた。サキは反射的に矢を射いる。青白く輝く魔ま導どうの矢は、光こう弾だんに吸い寄せられるようにして命めい中ちゆうし、相そう殺さいした。直後、驚く。

「なっ!?」

　真壁トキオは、発はつ砲ぽうと同時に駆かけ出し、真ま正しよう面めんから迫っていた。

　なんて無む謀ぼうな──すかさず、サキは二の矢を放つ。真壁トキオは避さけようともせず、左腕で受けた。片腕を捨てた？　なおも突とつ進しんしてくる。想そう定てい外がいの連続に慌あわてたサキは、急いで三の矢を準備する。だが、間に合わない。近接距離に持ち込んだ真壁トキオが、右ストレートを繰り出すようにして発砲した。

　寸前、サキは弓で銃を受け流す。光弾の軌き道どうがそれ、頰ほおをかすめる。ぴりぴりした。体を反転し、いなす。真壁トキオが前のめりに姿勢を崩くずしたところ、魔導具オラクルで殴なぐりかかる。真壁トキオは銃で防ぎ、一いつ瞬しゆん、鍔つば迫ぜり合いのように睨にらみ合った。そして弾はじき合う。彼は勢いのまま回転して回し蹴げりを放った。サキは掌しよう底ていを当て、合あい気きで流す。

　一瞬の攻防。視線が交こう錯さくした。

　サキは飛び退のき、距離を取る。すかさず矢を引き絞しぼるが、真壁トキオは視し界かいから逃のがれるように真横に疾しつ走そうしていて、狙ねらいがつけにくい。ならば、

「拡散陣スプレツド、追尾ホーミ──」

　詠えい唱しようを試みるが、そうはさせまいと真壁トキオは牽けん制せい射しや撃げきを放つ。銃声に反応して飛び退いたサキは、二つ目の魔ま導どう陣じんを断念し、矢を射いた。光の矢は魔導陣に溶けるとショットガンのように飛散する。しかし、でたらめ矢。真壁トキオを捉とらえ切れず、彼は扉とびらが開きっぱなしの路ろ面めん電車に飛び込み、身を隠かくした。ターンエンドだ。

「はぁ、はぁ、はぁ……ふぅ」

　次の矢をかまえて息を整える。心しん臓ぞうがバクバク言っていた。

　あ、危なかった……。まさか捨て身で突っ込んでくるなんて。いや、向こうの立場になってみれば、それが一番の良策ではあろう。中遠距離なら〈カトレイアの弓〉の優位は絶対。接近戦に持ち込む以外、彼に勝しよう機きはない。そして、距離が開いた今、その勝機は潰ついえた。

「あきらめて投とう降こうしなさい、真壁トキオ。この距離では、勝負は決まったも同然です。あなたもわかっているはず」

「さあ、どうかな」

　路ろ面めん電車の中から憮ぶ然ぜんとした声が返ってくる。姿すがたは見えない。

「もう勝ったつもりか？　油ゆ断だんしていると墓ぼ穴けつを掘るぞ、でこっぱち」

「──っ、この期ごに及んで減らず口をっ」せっかく丸く収めてあげようとしたのに。「人の厚こう意いを無む下げにして、これだから、しつけのなっていない野の良ら犬いぬは……しかたありません。あなたのような駄だ犬けんは、私が首輪につないで調ちよう教きようして差し上げますっ」

「なら、俺おれが勝ったら、あんたには俺の犬になってもらおうか」

「え……」

　予想もしなかった切り返しを受け、サキは、自分が首輪につながれている姿を想そう像ぞうしてしまった。真ま壁かべトキオに頭を撫なでられるところまで思い浮かべて、カーッと顔が熱くなる。

「ば、ばばば、馬ば鹿かなこと言わないでっ！　そんな破は廉れん恥ちは許しませんっ！　だいたい、あなたに勝ち目などありませんからっ！」

「そうとも限らない。あんたには弱点がある」

「じゃ、弱点？」

「十秒もあれば、状況はひっくり返せる。試してみるか？　でこっぱち」

「ま、またそれを……いいでしょう、できるものならやってみなさいっ」

「じゃあ、遠えん慮りよなく行かせてもらおう。おとなしく俺に飼われるんだな」

「なっ……」

　動どう揺ようして反応が遅れた。慌あわてて頭の中でカウントダウンを始める。

　じゅ、十……九……八……。いったい、どんな手を使ってくるのか。七……六……。小声で魔ま導どう陣じんを呟つぶやく。拡散陣スプレツド、追尾陣ホーミング。これで準備は万ばん全ぜん。五……四……三……。真壁トキオが出てくるとしたら、入った扉とびらか、座席の陰に隠かくれて移動できる隣となりの扉か、二つに一つ。

　二……一……。さあ、来てみなさい！

「…………、…………、…………」

　何も、起こらず──。

　真壁トキオは姿を見せなかった。だまし討うちを狙ねらっているのか？

「どうしました？　とっくに十秒過ぎましたよ。口だけのハッタリですか？」

　ハッタリ──自分の言葉にハッとした。まさか。

　警けい戒かいしつつ路面電車に近づく。まさか、まさか。

　中に跳び込み、チェックする。まさか、まさか、まさか。

　誰だれも……いない。

　路面電車の扉は、緊きん急きゆう避ひ難なんのため、両サイドすべて開いている。それを見て確信した。

「に……逃げた」

　気が抜けてその場にぺたんと座り込む。あれだけ煽あおっておいて、最後は敵前逃とう亡ぼう？　確かに状況はひっくり返ったけど、こんなのちゃぶ台返しもいいところ。

　ふつふつと屈くつ辱じよく感かんが込み上げてきた。やり場のない怒りと、なんとも言えない恥はずかしさがごっちゃになり、我知らず唸うなり声を上げる。

「うぅぅ～っ、真ま壁かべトキオ……どこまでも私を馬ば鹿かにしてえッ！」
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　浦うら木きレイジは、バイクの後ろに少女を乗せ、目立たないよう住宅街を走っていた。隣りん接せつエリアで避ひ難なん指し示じが出ているから、出歩いている者はいない。

　移動しながら自分なりに状況を整理する。と言っても、考えるまでもなく事じ態たいは一つの事実を指していた。この人じん畜ちく無む害がいそうな少女が、噂うわさの……？

　さすがに半信半疑。だが、《ＭＩＭ》が女の子を探しているという情報、そして、あの御お嬢じよう様さまがあそこまでマジになっていた事実からして、間違いないのだろう。

　通りかかった公園の前でバイクを停とめた。ヘルメットを脱いで少女に笑いかける。

「ちょっと待っててな。仲間に連れん絡らく入れとくから」

　少女は目を合わせず、小さくうなずいた。借りてきた猫のようにおとなしい。トキオには心を開いているみたいだったが……手て懐なずけたってのは、マジなのか？

　バイクから離れて電話をかける。相手は、自称博士はかせの漆うる島しまハイド。

「よう、オッサン。例の件で話があるんだけどよ」

『おや、何か進展がありましたか？』

　そう聞かれたところで少し気が変わった。どうせなら直接見せて驚かせてやろう。

「その前に、ちょっと《ＭＩＭ》に追われててな、そっちで匿かくまってもらえないか？」

『それは……そうしてあげたいのは山々ですが、タイミングが悪いですね。今はダウンタウンに近づかないほうが賢けん明めいですよ』

「ん？　何かあったのか？」

『パトロールが強化されたようでして、魔導士マギウスが増えたせいで野の良ら犬いぬたちも気が立って、あちこちで小こ競ぜり合いが起きています。一日置いたほうがいいかもしれませんね』

　チッ、先手を打たれたか。

「わかった。こっちはこっちで対たい処しよする。そっちもお姫ひめ様さまに気づかれるなよ？　バレたら全部おじゃんだぜ。今まで散々貢みついできたんだ、台だい無なしになったら、さすがに笑えねえ」

『もちろん。可愛かわいい我が子には、指一本触れさせやしませんよ。私とて、もう一度、あの産うぶ声ごえを聞くのを心待ちにしているのですから。くひひひひっ』

「……じゃあな」

　奇き怪かいな笑いに辟へき易えきして電話を切った。あれだけは何度聞いても慣れないな。

　気を取り直してチームの仲間にメールを一いつ斉せい送信する。ダウンタウンを離れて新たな合流地点を指し示じ。トキオには送らない。万まんが一いち、あの御お嬢じよう様さまに捕つかまっていたらまずい。あいつなら大だい丈じよう夫ぶだと思うが……まあ、無ぶ事じなら向こうから連れん絡らくが来るだろう。

「よし、行こうか」

　振り返って少女に声をかけた。できるだけ誠実に見えるよう振る舞おうとするが、顔に張りついた薄っぺらな笑えみは、どうにも誤ご魔ま化かしが利かない。三年前の大だい災さい厄やくですべてを失ってからというもの、へらへら笑うことで自分は大丈夫だと言い聞かせてきた。いつの間にか中身まで薄っぺらくなってしまったけど……ま、それは元々か。

「……トキオくんは？」少女が視線を伏せて聞く。心細そうだ。

「あいつなら心配いらない。あとで必ず合流する。だから先に行って待ってようぜ」

　レイジは促うながし、ヘルメットをかぶってゆっくりバイクを発進させた。少女が控えめに腕を回してつかまるのを確かく認にんしてからスピードを上げる。

　黄昏たそがれの時が過ぎ、夜の帳とばりが下りようとしていた。
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　トキオは麻ま痺ひした左腕をぶら下げ、人ひと気けのない路ろ地じを駆かけて警けい戒かい区く域いきを出た。右肩にはスポーツバッグ。サイクロプスと戦う前に置いたやつ。回収できてよかった。

「……誰だれだ、名めい家かの威い光こうとか言ったやつは」

　最初から逃げる算段だったわけじゃない。接近戦ならまだ勝ち目はあると思ったのだが、あのでこっぱち、武道の心こころ得えもあるらしい、なかなかやる。一等官は伊だ達てじゃなかった。

　両腕が使えれば、まだやれたけど、左腕は最初の一いち撃げきを凌しのぐのに捨てた。右の義ぎ手しゆではなくあえて生なま身みの左腕を犠ぎ牲せいにしたのは、壊こわされると後々面めん倒どうだからだ。左腕の麻痺は時間が経たてば治る。

　まあ、でこっぱちとの勝負にこだわる必要もないし、逃げの選択を恥はじる気持ちはまったくない。しかし、ああも簡単に引っかかるとは。あの生き真ま面じ目めさが、あの女の弱点だ。

「ここまで来れば、十分か」

　左腕の感覚は少し戻ってきたが、まだ痺しびれは取れなかった。右手で端たん末まつを操そう作さし、レイジに電話をかける。すぐに出た。

『よう、生きてたか、トキオ。あの世からじゃないよな？』

　いつもの皮ひ肉にくなジョークだ。トキオは淡たん々たんと受け流す。

「問題ない。そっちはどうだ？」

『上々さ。今は繁はん華か街がいのクラブハウスにいる。ミッドナイト、お前も知ってるだろ。ダウンタウンのほうは魔導士マギウスが張ってるみてえだから、今日きようのところは近づかないほうがいい』

「そうか……あいつと話せるか？」

『おう、ちょっと待ってな』

　すぐに少女が代わって出た。

『もしもし、お兄にい──トキオくん？　大だい丈じよう夫ぶ？』

「ああ、これから合流する。俺おれが行くまで、おとなしくしてろ」

『うん、わかった。いい子にして待ってるね』

　声の調子は明るく自然体だった。何も問題ないようだ。

　再び、レイジが電話を代わった。

『来るとき、気をつけろよ。この辺も警察が見回ってるから』

「ああ、わかった」

『じゃあ、またな』

　トキオは電話を切って繁華街方面に進路を取った。

　道どう中ちゆう、乙おと姉ねえのマンションが近かったので寄った。乙姉は不在。じんべえが出迎えた。少女がいないことに気づくと、あからさまに無関心になってリビングに戻り、ソファのクッションの上で丸くなった。

　荷物を置いて身軽になる。すぐに戻れるかどうかわからないから、じんべえの餌えさを用意して外に出た。滞たい在ざい時間は五分に満たない。左腕もだいぶ回復してきた。

　レイジが告げたクラブハウス、ミッドナイトは、陽ひが沈んでから深夜まで酒と音楽とダンスに明け暮れるアウトローな遊び場だ。オーナーが元《ＤＯＧ》の野の良ら犬いぬで、《ＭＩＭ》の摘てき発はつを逃のがれるため、表おもて向むきは普通のナイトクラブとして営業する一方、裏では野良犬たちの溜たまり場になっている。シェアハウスならぬシェアアジト。

　繁華街に到とう着ちやくした頃ころには陽も沈み、あたりはネオン街となっていた。

　人混みに紛まぎれて店まで行く。通りに面した階段を下り、地下の扉とびらを押し開いた。

　大音量の音楽が出向かえる。熱気を帯びた空間。薄暗い照明が独特の怪あやしいムードを演出している。中央のダンスホールには踊り狂う男女の姿すがた。ＤＪブースの前は一ひと際きわ混んでいた。壁かべ際ぎわのテーブル席に煙草たばこを吹かす者たち。中には知っている顔もあった。チームのメンバー。戦せん場じよう外で交流はないから、顔はわかるけど名前までは覚えていない。

　カウンター席にレイジの姿すがたを見つけた。向こうも気づいて片手を上げる。トキオはダンスホールを突っ切っていく。

「よう、重役出勤だな、社長殿どの」

「あいつは？」

「ＶＩＰ待たい遇ぐうでもてなしてるぜ。素直でいい子だよな。腹が減ったみたいだから、今いろいろ適当に注ちゆう文もんしたところだ。お前も何か頼むか？」

「水」

「渋いを通り越して無味だな」レイジは苦く笑しようした。「あとで持っていくから、先に行って顔を見せてやれ。ずっとお前のこと心配してたぜ」

　お言葉に甘え、奥のＶＩＰルームに向かう。ノックをして入った。防音の整った部屋。スモークガラスで中からは店内の様よう子すが見える。

　少女はちょこんとソファに座り、手持ち無ぶ沙さ汰たに漫まん画がや雑誌を広げていた。

「あ、お兄にいちゃんっ」

　トキオに気づくとぴょんと跳ねて抱きつき、ストラップのように首にぶら下がる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がしてない？　痛いところあったらカナミが治すよ？」

　そう言って心配そうに見上げた。顔が近い。

　純じゆん朴ぼくな瞳ひとみを直視できず、トキオは目を逸そらして「平気だ」と素そっ気けなく返した。そっちは妹のつもりだからスキンシップに抵てい抗こうがないのだろうけど、こっちはそうはいかない。あくまで別人。異性。どうしても意い識しきしてしまう。

「お前のほうは？　俺おれがいない間、何か聞かれたりしたか？」

「お前じゃなくてカナミだってば、もう」少女は頰ほお袋ぶくろにひまわりの種たねを詰め込んだハムスターのように膨ふくれた。「別に何も。知らない人がいっぱいでちょっと怖こわいけど……ねえ、ここってお酒とか飲むオトナのお店でしょ？　お兄ちゃん、フリョーになっちゃったの？」

「さあな」

　適当にあしらう。そこにレイジが食事を運んできた。少女に抱きつかれている姿を見て口くち笛ぶえを吹く。

「お熱いねえ。クーラーつけるか？」

「そんなんじゃない」

「まあ、メシでも食って一ひと息いきつけ。サービスしといたからさ」

　ピザとプレート料理の盛り合わせ。ミネラルウォーターとオレンジジュース。ちゃんとおしぼりもついていた。少女はソファに座って「いただきまーす」とさっそく手を伸ばす。トキオはレイジに礼れいを言う。

「悪かったな、面めん倒どうかけて」

「いいって。けど、なんだって、この子が《ＭＩＭ》に追われてるんだ？」

「それは……」

　正直に話すべきか、逡しゆん巡じゆんした。ここに来てチームを巻き込むのは気が引けた。いや、すでに巻き込んでしまっているが、でも何も知らなければ、これ以上状況は悪化しない。今はまだ俺おれ個人の容疑で済む。《ＭＩＭ》もいずれチームは関係ないと知るだろう。だが、事情を知って確信犯となれば、それこそ後に引けなくなる。《ＭＩＭ》とも全面衝しよう突とつだ。

　リスクを負うのは、俺一人でいい。

「追われていたのは、魔花クオーツを盗ぬすんだからだ」適当に噓うそを吐いた。「昨日きのう、別れた後、その場に出くわして逃げるのに手を貸したせいで、二人して追われるはめになった」

　レイジは「ふーん」と相あい槌づちを打ち、視線を流す。「俺はてっきり、この嬢じようちゃんが世せい紀き末まつの魔ま女じよか何かなのかと思ったぜ？」

「まぢょ？」少女がピザをくわえたまま首をかしげる。

「なんでもない」トキオは誤ご魔ま化かし、レイジに言う。「ただの噂うわさだろ」

「それもそうだな」レイジはシニカルに肩をすくめた。

「世せ話わになったな。これ以上迷めい惑わくはかけない。食い終わったら出て行く。いくらだ？」

「水みず臭くさいこと言うなよ。つーか、さっき情報屋と連れん絡らくを取ったら、この辺も警察の見回りが強化されたらしい。《ＭＩＭ》から要よう請せいが出たんだろうな。俺たちも動けないし、今日きようはここに泊とまってこうぜ。ＶＩＰルームは二人で使っていいから……って、一いつ緒しよでいいよな？」

　少女がフライドポテトをつまみながらうなずいた。

「はひ、ひーへふよ」

「じゃ、ごゆっくり」

　レイジはトキオの肩をぽんと叩たたき、へらへら笑いながら出て行った。

　少女と二人きりになる。店内のビートが微かすかに響ひびいていた。トキオはテーブルを挟んで少女の向かいに座る。少女はとろけたチーズが糸を引くピザをうまそうに食べていて、その姿すがたを見たらなんだかホッとした。そんな自分に少し戸と惑まどう。

「そう言えば、お前……あのとき、異コ世ン界タ干ク渉トが起こるって、どうしてわかった？」

「はひ？」少女はピザを頰ほお張ばりながら首を右にかしげた。

「電車の中で予言しただろ。確か、最初に会ったときも」

「ふへ？」今度は左に首をかしげて目をぱちぱち。

　覚えていないのか？　そう言えば、あのときは様よう子すがおかしかった。表情も口く調ちようも別人のようだった。あれは、本来の人格が垣かい間ま見みえたのだろうか。

　もう一人の少女は言った──「きをつけて。うつろなヒカリにのまれないように」──うつろなヒカリとは、魔ま法ほう陣じんか異ア界ニ種マを指しているのだろう。忠告してきたってことは、俺たちにとって異ア界ニ種マが脅きよう威いであるように、異世界人にとっても脅威なのだろうか？　異コ世ン界タ干ク渉トも同じで、やはり異世界人にとっても止めようのない天災的なもの？

　天災……自然発生した魔ま法ほう陣じんから少女が現れた、と考えると……もしかしたら、少女の意い志しで来たわけではないのかもしれない。うつろなヒカリに吞のまれて──魔法陣に吞まれ、偶ぐう発はつ的に飛ばされたのかも。それと同じことが、あの日、カナミの身に起きたのだとしたら。

〈ダイダロス〉の魔法陣によって異世界に飛ばされた──可能性はゼロじゃないはず。それを調べるためにも、まずは少女のことを探らなければならない。

「話は変わるが、サイクロプスを倒した後、拾った魔花クオーツで何をしてたんだ？」

「ほえ？」

　少女はメトロノームのように揺れながらストローでオレンジジュースを吸う。顔が赤らんでとろんとした表情。眠たいのかと思ったら、急にけらけら笑い出す。

　こいつ、まさか……。少女のコップを取って匂においを嗅かいでみる。微かすかにアルコール臭しゆう。やっぱりか。レイジのやつ、余よ計けいなサービスをしてくれたものだ。

　やれやれと嘆たん息そくする。そこに惚ほうけた少女がやってきて、膝ひざの上に座った。

「とくとーせきーっ」呂律ろれつが怪あやしい。完全にできあがっているな。「かにゃみ、つかれちゃったから、おにーちゃんが食べさせてくらさーい」

「自分で食え。その前にどけ」

「だーめー。いもーとめーれーはぜったいなのー。あーん」

　少女は目を閉じ、お口を開けてスタンバイ。そのまま迫ってくる。扱いに困ったトキオが顔を背けて無視したら、ムスッと膨ふくれて首に嚙かみついてきた。

「はむはむ」

「……俺おれを食うな。ほら、ピザやるから、離れろ」

　どうせ残り一切れだ。やれやれと少女の口に運ぶ。一口二口と食べ進めた少女は、三口目で指まで頰ほお張ばった。舌したでなぞり、ちゅうちゅう吸って、チュパッと音を立てて離す。満足そうにふやけた笑顔を浮かべると、オレンジジュースに手を伸ばす。

「それはやめとけ」

　奪うばい取って水を渡した。おしぼりで唾だ液えきのついた指を拭ふく。

　一気に飲み干ほした少女は、膝の上にまたがったまま正面に向き直り、電池が切れたようにぐったりと寄りかかってコアラみたいに抱きついた。

「ねみゅーい」

「くっつくな。寝るならそっちのソファにいけ」

「……だっこ」

「自分で動け。すぐ目の前だろ」

「じゃあ、なでなでして。かにゃみ、いいこにしてまってたんらから」

　くたーと体を預け、猫のように顔をすり寄せる。トキオはしかたなく催さい促そくに応じた。頭を撫なでられた少女は気持ち良さそうに目を瞑つむる。

　不ふ意いに、また懐なつかしい記き憶おくが呼び覚まされた。

　あれは、カナミが小学生になって一人部屋を与えられたばかりの頃ころ。台たい風ふうが上陸して激しい雷らい雨うに見舞われた夜。暴ぼう風ふう雨うの音に怯おびえたカナミが、一いつ緒しよに寝たいと言って布ふ団とんに潜もぐり込んできたことがあった。あのときは寝付くまでこうして頭を撫なでていた。先に眠ってしまうと不安がったカナミに揺すり起こされて、おかげで次の日は寝不足だったな。

「……お兄にいちゃん……」

　ハッと我に返る。少女は寝息を立てていた。寝ね言ごとか。

　そっとソファに横たえ、ウインドブレーカーをかけてやる。隣となりに座り直し、プレートの料理を適当につまんだ。はぁ……なんだかひどく疲れた。

　結局のところ、自分が妹だと思い込んでいる少女にいくら探りを入れても無む駄だなのだ。手がかりがあるとすれば、もう一人の人格のほうだろう。そっちと話せればいいんだが。

　スモークガラス越しに見る店内では、テーブル席にチームの仲間が集まっていた。今後のことを話し合っているのだろう。時とき折おり、新しん参ざん者ものの少女が気になるのか、ちらちらとＶＩＰルームに視線を寄こす。ダンスホールを挟んで向こう、カウンター席にはレイジの姿すがた。グラスを片手に携けい帯たい端たん末まつをいじっている。《ＭＩＭ》への対策を考えているのか。

　今日きようはチームも泊とまると言っていたが、俺おれたちは朝になる前に出て行ったほうがいいかもしれない、とトキオは思った。一緒にいたらチームの置かれている立場が悪くなるだけだ。それにダウンタウンに行くより乙おと姉ねえのマンションに隠かくれるほうが安全だろう。乙姉との関係を知る者はいないから《ＭＩＭ》に感づかれる心配もない。

　とりあえず、みんなが寝るまで仮眠でも取っておくか。




　　　　　　　　　　２




　午前二時、クラブハウスは営業を終え、戸と締じまりをした店内には野の良ら犬いぬだけが残り、それぞれ雑ざ魚こ寝ねを始めた。仮眠から覚めたトキオは、レイジから晩ばん酌しやくの誘いを受けたが、もう寝ると噓うそをついて断った。

　午前三時、全員が床につく。完全に寝入るのを待つ。

　午前四時、少女を起こした。

「むにゃ……お兄ちゃ、んんっ？」

　口を塞ふさぎ、人差し指を立てて「しぃー」と囁ささやく。少女は一気に眠気が飛んだようで、ぱちぱちと大きく瞬まばたき、うなずいた。トキオは手を離して言う。

「ここを出るぞ。静かに、気づかれないようにしろ」

「なんで？」少女も声を潜ひそめた。

「説明は後だ。行くぞ」

「なんか、気持ち悪い……頭、ガンガンする」

「我が慢まんしろ」それは二ふつ日か酔よいだ。

　そっとＶＩＰルームから出る。入り口の扉とびらはロックされ、防犯のためにチェーンと南なん京きん錠じようがかけられていた。スタッフルームのほうを通って裏口から出よう。黙だまって出て行くのは気が引けるが、レイジには後で謝りのメールを送ればいい。忍しのび足でダンスホールを横切る。

　フロア中央に差し掛かったとき、突然、照明が点ついて眩まぶしくなった。

「こんな時間にデートか？」

　振り返ると、レイジが皮ひ肉にくな笑えみを浮かべて立っている。他のメンバーも目を覚まし、周りを囲んだ。少女が怖こわがってトキオの袖そでをつかむ。

　バレてしまってはしかたない。トキオは単たん刀とう直ちよく入にゆうに言った。

「俺おれたちは出て行く。これ以上チームに迷めい惑わくはかけられない」

「そいつは違うぜ、トキオ。出て行かれるほうが迷惑なのさ」

「魔導士マギウスに見つかるようなへまはしない」

「お前一人の問題じゃないんだよ、もう。チームだけの問題でもな」

「──？　どういう意味だ」

「せっかくの切きり札ふだを手放すわけにはいかないってことさ」

「……何のことだ？」嫌いやな予感がした。

「とぼけるなって」レイジは少女を見る。「その子……ただの泥どろ棒ぼう猫ねこを《ＭＩＭ》の魔導士マギウスが直じき々じきに追いかけたりはしない。そんなのは野の良らの警察の仕事だ。それだけ、その子はやつらにとって重要ってことだろ。でもって、考えられる可能性と言えば、この世界を滅ぼしに現れるっていう異世界の来訪者──世せい紀き末まつの魔ま女じよ、とかな？」

「そんなのは、ただの噂うわさだ」

「まあ、真相なんてどうでもいいんだよ。それを信じている相手にとっちゃ、噓うそだろうが本当だろうが、ただの噂も真実であり事実なんだ。仮にまったく別の理由があるんだとしても、その子が連れん中ちゆうにとって重要な存在なのは間違いない。なら、それを有効活用するまでさ」

　レイジらしい皮肉を交えたクレバーな考えだった。

「だます気はなかったんだぜ。むしろ、だましたのはお前のほうだろ。お前がその子のことを正直に話してくれないから、こっちも切り出すタイミングを逃のがしちまった。明日あしたダウンタウンに戻ったら改めて話すつもりだったんだが、こうなった以上お互い正直になろうぜ」

「なら聞くが、お前はこいつをどうするつもりだ？」

「別に取って食ったりしねえよ。大だい事じな切り札だ、丁てい重ちように扱うさ。まずは安全の確保。後は状況を見てカードをちらつかせる。うまくやれば《ＭＩＭ》を出し抜けるし、《ＤＯＧ》の中でも上に立てるだろうぜ」

　少し興こう奮ふん気ぎ味みにレイジは語る。逆にトキオは冷めて言った。

「その先に何がある？　《ＭＩＭ》と戦争でも始める気か？」

「それも悪くないかもな」

　まんざらでもない口振りだ。他のメンバーも冗じよう談だんではなさそうな目つき。

　反逆に飢うえた野の良ら犬いぬたち。

「こいつはまたとないチャンスだぜ。その子がいれば、主しゆ導どう権けんはこっちのもんだ。俺おれたち野良を蔑さげすんできた上位者気取りの連れん中ちゆうに、一ひと泡あわ吹かせられるかもしれない──いや、吹かせてやるのさ。俺たち《ＤＯＧ》が《ＭＩＭ》に世せい紀き末まつを告げるんだ」

　クーデター……いや、革かく命めいか。

「面白そうだろ。お前も来いよ、トキオ。お前だって連中がしたことを見たはずだ。三年前の大だい災さい厄やくのとき、あいつらは何をした？　兵へい器きを投入して大おお勢ぜいの犠ぎ牲せいを出しながら、結局〈ダイダロス〉に手も足も出なかった。なのに！」

　レイジは感情を抑え切れずに声を荒げた。一呼吸ついて冷静に努める。

「なのに、あれは最善策だった？　犠牲は最小限で済んだ？　ふざけるな。助かったかもしれない命を奪うばっておいて、俺たちから大だい事じなものを一方的に奪っておいて、なんでそんな言い分が認められる。なんで誰だれも追つい及きゆうしない。世界中が《ＭＩＭ》におんぶに抱っこだからだ。おかしいぜ、そんな世界。誰かが目を覚ましてやらなきゃならない。そうだろ？」

　そう言ってへらへらと笑う。その瞳ひとみの中では、この三年間くすぶり続けていたのだろう何かが火ひ種だねを得て燃えていた。

　レイジの主張はもっともだし、理解もできる。けれど、求めているものが違いすぎる。

　俺はただ……今はただ、カナミのことを確かめたい。それだけだ。

「…………」トキオは黙だまって首を横に振った。

「そうかよ」レイジは嘆たん息そくする。「まあ、薄々気づいてたさ──いや、最初からわかっちゃいたんだ。お前と俺たちの間に温度差があること。お前は異ア界ニ種マを狩かれればいいと言うが、俺たちは《ＭＩＭ》を打だ倒とうするために戦っている。牙きばを向ける相手が違う」

「かもな」

「ふんっ……それで？　お前は一人でどうする気だよ？　いったい何がしたい？」

「さあな」

「そうやって、肝かん心じんなことは何も言わないんだ、お前は」レイジは苛いら立だちを見せるが、すぐに冷笑を取り戻し、挑ちよう発はつするように言う。「もしかして単に女を独ひとり占じめしたいだけか？　懐かい柔じゆうされたのはお前のほうだったりしてな？」

「どうだろうな」

「随ずい分ぶんと御ご執しゆう心しんじゃねえか。けど、何にしたって、これ以上お前のわがままを許すわけにはいかない。チームに協力できないなら、その子を置いて出て行け」

「断る、と言ったら？」

「そりゃ、こうなるさ」

　レイジは改造銃じゆうを抜き、突きつけた。トキオも反射的にかまえる。取り囲む野の良ら犬いぬたちもいっせいに応じ、すべての銃じゆう口こうがトキオと少女に突きつけられた。少女が怯おびえてトキオにぴったり身を寄せる。微かすかに震えが伝う。

「悪いことは言わない。協力しろ、トキオ」レイジは説きつける。「その子を守るなら、一人より大おお勢ぜいのほうがいいだろ？　なあ、頼むよ……俺おれの味み方かたでいてくれ」

　味方でいてくれ──その言葉は、心にまで響ひびいてこない。共に泥どろにまみれて戦ってきた仲間の台詞せりふが、こうも虚むなしく聞こえるなんて。

　だが……それでも、義ぎ理りはある。情もある。心は揺れ動く。

　どのみち、この状況では選択の余地もないか。《ＭＩＭ》に捕つかまるよりは《ＤＯＧ》についたほうがマシ。別に少女を奪うばわれるわけではない。チームの方針に従ったとしても、個人的な目的──少女とカナミをつなぐ謎なぞを追うことはできる。

「お兄にいちゃん……？」

　トキオの迷いを察したのか、少女が不安そうに見上げた。

　その震える瞳ひとみに気づかされる──誰だれも、少女のことを思って、少女のためを考えて、行動していない。誰も彼もが自分たちの目的のために少女を利用しようとしている。魔導士マギウスも、野良犬も、そして……俺おれも。
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　いいのか、それで。擬ぎ似じ的にすぎないとは言え、少女が妹として寄せている信頼と親愛を裏切ることは、カナミを裏切ることにならないか。そうでなくとも、嫌いやがる女の子を利用してまで答えに辿たどり着いたとして、カナミはそんな兄あに貴きを認めてくれるだろうか。

　不ふ意いに、頭の中に声が走った──ばか、さいてー、えっち。

　そうだな……きっと怒られる。

「さあ、どうするよ、トキオ」レイジが回答を迫る。

　トキオは少女の頭にそっと手を置いた。優しく一ひと撫なでし、迷いなく答える。

「断る。《ＭＩＭ》にも《ＤＯＧ》にも、こいつは渡さない。利用させない」

「そうか……なら、今から俺たちは敵同士だ」レイジは改めて引き金に指をかけた。「武ぶ器きを捨てろ。手荒なマネはさせないでくれよ」

　野の良ら犬いぬたちも改造銃じゆうをかまえ直す。十人以上。さすがに強行突とつ破ぱは難しい。

　大おお見み得えを切っておいて情なさけないが、ここは少女の力に頼るしかない。結けつ界かいで銃じゆう撃げきを防ぎながら魔ま法ほうで威い嚇かくして外へ出る──そんな算段を働かせつつ、トキオは銃を置こうと屈かがみながら少女に耳打ちしようとした。

　そのとき、店の扉とびらが爆ばく発はつで吹き飛んだ。




　閃せん光こうと硝しよう煙えんが襲おそい、表おもてと裏から、武ぶ装そうした警官隊たいが突とつ入にゆうしてくる。

　トキオは反射的に少女を抱いて伏せた。叫び声と銃じゆう声せいが飛び交う。耳がキーンと唸うなってよく聞き取れない。煙の中を青い光こう弾だんが飛び交う。

「チッ、どうしてここが！」

　レイジが応戦してカウンターに身を伏せた。

　なぜ潜せん伏ぷく先さきがバレたのか。トキオも疑問に思ったが、今は後回し。少女に言う。

「結けつ界かいを張れ」

「う、うんっ」

　少女は〈ドリアードの杖つえ〉を召しよう喚かんした。宝ほう玉ぎよくが七色に輝き、風船のように光の膜まくが膨ふくらんで二人を包む。当たった弾だん丸がんは弾はじけて散る。サーッと煙が失うせた。

　突とつ如じよとして現れた謎なぞの光に、野良犬も警官隊も目を丸くして動きが止まり、一いつ瞬しゆんにして場が静まり返る。

　カウンターから覗のぞいたレイジも呆あつ気けに取られていた。

「おいおい、なんだよそれ……魔導具オラクル？　いや、この光は魔ま法ほう陣じんと同じ……まさか、本当に異世界の……ハ、ハハハッ、こいつはすげえ！」

「レイジ、お互い袋ふくろの鼠ねずみだ。脱だつ出しゆつに手を貸せ」

「そういうわけにもいかねえさ。そんなもん見せられたら、なおさら引けるか。お前が一いつ緒しよに来るっていうなら話は別だが？」

「その気はないと言った」

「なら、徹てつ底てい抗こう戦せんだな。警官隊たいをねじ伏せて、魔ま女じよも頂いただく」

「全員、武ぶ器きを捨てて投とう降こうしろ！」警官隊のほうは交こう渉しようの余よ地ちなしだ。

　少女の結けつ界かいを避け、部ぶ隊たいが左右に展開する。その動きに過か敏びんに反応した野の良ら犬いぬたちが慌あわてて発はつ砲ぽうした。

　再び、銃じゆう撃げき戦せん。結界の周りを光こう弾だんが飛び交う。

　野良犬も警官隊も、一人、また一人と倒れていった。お互い実じつ弾だんではないから血を見ることはない。警官隊が使っているのは《ＭＩＭ》が開発した対異ア界ニ種マ用の魔ま導どう銃だ。殺さつ傷しよう力がないことから、あえて対人用にカスタマイズして提てい供きようされている。

　トキオは結界内から脱だつ出しゆつの機き会かいを窺うかがった。

　少女は銃じゆう声せいに怯おびえ、耳を塞ふさいで萎い縮しゆくしている。

「やめて……どうして？　どうして、こんなことするの？」

　目の前で野良犬が撃うたれる。白目を剝むいて倒れ、打ち上げられた魚のようにびくびく跳ねて泡あわを吹く。少女はひっと息を吞のみ、いやいやと首を振った。

「やだ、やだよ……カナミ、何も悪いことしてないのに……」結界が弱まり、光の膜まくが歪ゆがんで揺れる。「違うもん……カナミ、魔女、なんかじゃ……」

　脱出の機会を窺っていたトキオは、その異い変へんに気づき、肩を支えた。

「おい、どうした？」

「はあッ、はあッ、はあッ」

　少女は息苦しそうに呼吸を乱している。過呼吸？

「落ち着け、大だい丈じよう夫ぶだ。深呼吸しろ」

「はぁッ……はぁッ……はぁッ」辛つらそうに胸を押さえ、膝ひざをついた。天てん井じようを仰あおぎ、大きく息を吸い込む。「……ッ！」

　そして、動かなくなった。瞳ひとみから光が失うせていく。

「おい、しっかりしろ、おい！」

　揺すっても反応がない──気き絶ぜつ？

　しかし、次の瞬しゆん間かん、少女は急に立ち上がった。焦しよう点てんの合わないガラス玉のような瞳。感情の失せた人形じみた無表情。異コ世ン界タ干ク渉トを予言したときと同じ。別人格のほうか？

「こわいはきけん。きけんはこわい」

　人間味の欠けた声こわ音ねで呪じゆ文もんでも唱となえるように、もう一人の少女は告げる。

「あんぜんのひつよう。おにーちゃんいがいのたいしょーをはいじょする」

　両手に〈ドリアードの杖つえ〉を握って掲かかげた。先せん端たんの宝ほう玉ぎよくが輝く。結界の表面に無数の魔ま法ほう陣じんが発現し、中心に七色の魔ま光こうを集つどいながらランダムに回転し出した。それは前にも目にしたことがある。グレムリンを薙なぎ払った、あの魔ま法ほう……。

　トキオはハッとして叫ぶ。

「よせ！　やめろ！」

　しかし、遅かった。杖つえの底が床をつくと同時に、魔法陣じんから粒ビ子ー砲ムが一いつ斉せい放ほう射しやされた。

　光が乱らん反はん射しやし、眩まぶしくて何も見えなくなった。
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　東の空が明るみを帯びた頃ころ、繁はん華か街がいのクラブハウス前の通りには、赤い回転灯とうが列を成していた。店内から続々と負ふ傷しよう者しやを乗せた担たん架かが運び出されている。野の良ら犬いぬと警官隊たい、合わせて三十名以上が負傷したとのことだった。

　お気に入りのスクーターで駆かけつけたサキは、アカデミーの制せい服ふくの上に魔導士マギウスの正式なユニフォームであるジャンパーコートをはおった姿すがたで、店に続く階段を下った。

　店内では、まだ救助活動が続いていた。設置された簡かん易いライトが照らし出すのは、爆ばく破はテロでも起きたような破は壊かいの痕こん跡せき。穴の開いた壁。崩くずれ落ちた天てん井じよう。瓦が礫れきの下した敷じきになっている者たち。そして、いたるところに飛び散った赤黒い血の痕あと。

　魔ま導どう銃じゆうの撃うち合いであれば、こんな光こう景けいになるはずがなかった。見たところ、実じつ弾だんが使われた形けい跡せきもない。となれば、これは……。

　ちょうど瓦礫の下から警官隊の一人が救助された。彼はうなされるように言った。

「ま、魔ま女じよだ……魔女が……うぁぁッ」

　魔女。その言葉を繰り返して気き絶ぜつした。手足を骨折し、頭から血を流している。すぐに応急処しよ置ちが施され、担たん架かで運ばれていく。

「魔女……やっぱり、彼女が？」サキは険しい表情で唇くちびるを嚙かんだ。「魔導士マギウスがいれば、こんなことにはならなかったでしょうに」

　野良犬と少女がここに潜せん伏ぷくしているとわかったのは、タレコミがあったからだそうだ。情報源げんは、この店のオーナー。元《ＤＯＧ》のメンバーらしいが、情報提てい供きようの報ほう奨しよう金きんに釣つられたのだろう。所しよ詮せんは野良犬。仲間さえ簡単に裏切る。

　それはそれとして、問題はこの有あり様さまだ。

「警察が、ちゃんと報告もしないで、勝かつ手てに動いてしまうから」

　しかし、彼らだけを責めるわけにもいかない。今回の件、裏事情を知るのは《ＭＩＭ》の中ですら一部の者に限られている。表おもて向むき、警察に対しては、真ま壁かべトキオと浦うら木きレイジの行方ゆくえを捜そう索さくし、彼らのチームを拘こう束そくせよ、と命令が下されていたに過ぎない。ましてやエトランジェの存在など知る由よしもない。報告を怠おこたって手て柄がらに走った警察に問題はあれど、情報を共有できていない状況下において、起こるべくして起こった連れん携けいミスと言えよう。

　だからと言って、少女の存在を公おおやけにするわけにもいかない。

「……ままならないものですね。でも、一人の死者も出なかったのは幸運でした」

　重じゆう傷しよう者は多数いるが、命の危険はないという。彼女が手て加か減げんをしたのだろうか。いや、魔ま導どうを超える魔ま法ほうの使い手なら、手加減しようと思えば、もっとできたはずだ。誰だれ一人傷つけることなく済ませられたはず。なのに、この有あり様さま。

「本当に、運が良かっただけ。一歩間違えたら……殺さつ戮りくです」

　無む茶ちや苦く茶ちやな光こう景けいを前に怒りを覚えた。少女に──いや、真ま壁かべトキオに。

　こんなことをさせるために、あの子を連れ去ったの？　同じ野の良ら犬いぬすら、こんな目に遭あわせるなんて……仲間割れでもしたの？　それとも、少女を奪うばい合った？

　サキは、野良犬と警官隊たい、そして真壁トキオの三みつ巴どもえを思い描く。この現場の状況を考えるとさもありなんだ。でも、彼がそこまでする理由──宿しゆく命めいって、いったい……。

「……？」

　ふと、カウンターの傍そばに、尾を引く血けつ痕こんを見つけた。奥の従業員用の扉とびらを抜けて裏口へと続いている。誰だれか怪け我がをしたまま移動したらしい。救助活動が優先されているから、まだ現場検けん証しようは行われていない。確かく認にんしておいたほうがいい。

　サキは裏口から路ろ地じ裏うらに出た。雑ざつ居きよビルの谷底。排はい気き口こうから出た生暖かい臭しゆう気きが漂ただよう。血痕は人一人通るのがやっとの狭い通路に点々と続いていた。〈カトレイアの弓〉を召しよう喚かんし、警けい戒かいしつつ、その痕あとを追う。

「かなりの出血量……ちゃんと処しよ置ちしないと無ぶ事じではすみませんよ、これは」

　まさか、真壁トキオが怪我を？　それともエトランジェ？

　徐じよ々じよに早足になって車道に出る。そこには大きな血の溜たまりが広がっていた。が、誰の姿すがたも見当たらない。血痕も途と切ぎれている。

　ふと、少女が空を飛べることを思い出し、その可能性を疑ったが、それなら店を出てすぐに飛び去っているだろう。ここまで血痕が続いているのは逆におかしい。

「別の誰か……もう救きゆう急きゆう車しやで運ばれたのかしら？」それならそれでいいけれど。

　サキは魔導具オラクルを解除し、曙あけぼのの空を仰あおいで小さくため息を吐いた。

「早く終わらせなくては。取り返しのつかないことになってしまう前に──世界の終わりが始まってしまう前に」
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　夜明け前、繁はん華か街がいを抜けてダウンタウンへ疾しつ走そうする一台の車。

　その後部座席で、浦うら木きレイジは、顔面蒼そう白はくになって横たわっていた。シートに敷しかれたタオルが血を吸って真まっ赤かに染まっている。

　車がスピードを出したまま交差点を曲がり、大きく揺れた。その衝しよう撃げきでレイジは激痛に襲おそわれて顔を歪ゆがめ、獣けものが唸うなるような悲鳴を漏もらした。息も絶え絶えに訴える。

「おい……もうちょい、まともな運転、できねえのか」

「そうは言いますけどねえ、急がないと、キミ、死んじゃいますよ？」

　運転手は「くひひひひっ」と奇き怪かいに笑った。

　白しら髭ひげを生はやした白はく衣い姿すがたの男、漆うる島しまハイドだ。

「私は博士はかせであって医者ではないですから詳しくはわかりませんけど、しかし、誰だれがどう見ても出血多量で瀕ひん死しの重体でしょう。なんせ、腕が一本、ちぎれてるんですからねえ」

「くッ……ぐああッ……あううッ」

　レイジは絶えることのない激痛に呻うめき散らす。その左腕は、肘ひじから先がなかった。ちぎれたのではなく、消されたのだ。魔ま女じよの光を浴びて……一いつ瞬しゆんだった。自分でも何が起きたのかわからない。気がついたら腕が消し飛んでいた。

　止血のために二の腕をベルトで締しめているが、骨や神しん経けいが剝むき出しの傷口からは、緩んだ蛇じや口ぐちのように血液がこぼれている。もうすでに多くの血を失っていた。

「まあでも運が良かったですねえ。キミに電話をもらったとき、ちょうど繁はん華か街がいの近くをドライブしていたので、《ＭＩＭ》より先に見つけることができました。ああ、私、こう見えて走り屋の一面を持ってましてね、運転が好きで、こういう人ひと気けのない時間によく飛ばしてるんですよ。博士なのに意い外がいでしょう？」

「うる、せえ……おたくの、マイブームは……どうでも、いい」

「その調子その調子。意い識しきが飛ばないように気をつけてくださいね。たぶん飛んじゃったらそのまま昇しよう天てんして戻れないですから。でも、そうですねえ、到とう着ちやくまでもうしばらくかかりそうですし、助かる保ほ証しようはないですから、あきらめるなら早いほうがいいですよ？」

「ふざ、けんな……こんな、ところで……死ね、るか」

　視し界かいが霞かすむ。意識が朦もう朧ろうとしてくる。おかげで苦痛は少し和らいだが、代わりに寒くなってきた。誰かが照しよう明めいを落としたみたいに目の前が暗くなっていく。

「いやあ、でも残念ですねえ。私も世せい紀き末まつの魔女をナマで見たかったですよ。てっきり、女の子というのはスケープゴートで、魔女というのも何かの隠いん語ごで、正体は魔ま導どうの遺い物ぶつか兵へい器きの類たぐいではないかと疑っていたんですがね？」

　漆島ハイドは独ひとりでしゃべっている。レイジの耳に、その声はだんだん遠くなった。自分の心しん臓ぞうの鼓こ動どうが弱まっていくのを感じる。

「……ちく、しょう……俺おれは、まだ……何も……」

「事実は小説より奇なりと言いますけど、奇をてらうことなく文字通りだったとは、深読みしすぎましたねえ。そうそう、写メとかないんですか？　ないですか。そうですか」

「……待て、よ……トキオ……どうして……俺、たちは……一いつ緒しよ、に……」

「異世界から現れた人間。ああ、実に興きよう味み深い。是ぜ非ひとも解かい剖ぼうしてみたいですねえ。人間である以上は我々と同じ構こう造ぞうをしているのでしょうか。いや、待ってください。異世界の存在ということは、人間より異ア界ニ種マに近いのかもしれませんね。どう思います？　レイジくん」

「…………」

「あ、死んじゃいました？」

　返事はない。レイジの瞳ひとみは薄く開いたまま、もう何も見てはいなかった。

　漆うる島しまハイドは特に気に留めることもなく運転を続ける。

「では、せっかくですから、私の研究に協力していただきましょうか。ちょうど面白いものがありましてね。今のキミにピッタリだと思いますよ。くひひひひっ」

　まるで死んだことを喜ぶように笑い、アクセルを踏み込み加か速そくした。
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　夜が白々と明けていく。空気が朝の匂においを含んでいた。

　トキオは、少女の手を引いて路ろ地じ裏うらを駆かけ抜け、繁はん華か街がいを離れた。半なかば引っ張られるようにして歩く少女は、別人格のままだ。暗い瞳ひとみに無表情。トキオは歩きながら問う。

「どうして、あんなことをした？」

「どうして」少女はオウム返し。「あんなこと」

「あそこまでする必要はなかっただろ。手て加か減げんできなかったのか？」

「ひつよう。きけんをはいじょした。おにーちゃん、だいじょーぶ」

「…………」俺おれのためにやったというのか？

　あの後──眩まばゆい閃せん光こうが引くと、店内は一変していた。野の良ら犬いぬも警官隊たいも瓦が礫れきに埋もれ、血を流していた。生きているのか死んでいるのか、はっきりとはわからなかった。確かく認にんする暇ひまもなかった。警官隊の無線で応おう援えんが近づいていると知り、急いで店を離れた。怪け我が人にんをそのままにしていくことに罪ざい悪あく感かんは覚えたが、あの場に留とどまって別の警官隊に遭そう遇ぐうしたら、また同じことになるかもしれなかった。それだけは避けたかった。

　あれは──あんなのは、人間業じゃない。警けい告こくもなければ躊ちゆう躇ちよもなかった。命を奪うばう、殺すといった概がい念ねんを持たない、人を人とも思わないマシンのような所しよ業ぎよう。

「お前が、本物──本当の人格なのか？」

「ほんもの。ほんとう」

　別人格はオウム返し。イントネーションがおかしいから、肯こう定ていなのか、疑問形で返しているのか、判別がつかなかった。会話が成立するかどうか微び妙みようだ。それでも、別人格が表おもてに出ているこの機を逃のがすわけにはいかない。

「この世界に来た目的は何だ？　どうして俺と妹のことを知っていた？　カナミは？　カナミは生きているのか？」

「まかべかなみ」最後の質問にだけ反応があった。「いきている」

「──本当か！」トキオは反射的に振り返る。

　別人格はガラス玉のような瞳ひとみで見上げ、続けて言った。

「しんでいる」

「なっ……ふざけるなよ。どっちなんだ！」

「どっちでもない。どっちでもある。いっしょにいる」

「一いつ緒しよに？　どういう意味だ、おい！」

　肩をつかんだ。思わず力が入る。少女の表情が微かすかに歪ゆがむ。

「──い、痛いよ、お兄にいちゃん」

　トキオはパッと手を離した。戻った？

「もう、なんなの？　急に……あれ？　ここ、どこ？」

　少女は不ふ思し議ぎそうにきょろきょろと周りを見る。瞳には光が宿り、声にも表情にも人間味が戻った。直前のことを思い出したのか、「あっ」と声を上げる。

「さっきのお店は？　どうなったの？　ねえ、お兄ちゃん」

　やはり何も覚えていないようだ。もっと別人格に話を聞きたかったのだが……いや、焦ってもしょうがない。一緒にいれば、またチャンスは来るはず。

　とりあえず、適当に誤ご魔ま化かしておく。

「お前は、気を失っていた」

「……そうなの？　どうやって、あそこから？」

「隙すきを見て突とつ破ぱした」

「……本当に？」

「ああ。俺おれが本気を出せば、あれぐらい楽勝だ」

　堂々と噓うそをついた。

　少女はじっと見つめ、

「そっか……よかった」

　控えめに微笑ほほえみ、ぎこちなく視線を伏せる。釈しやく然ぜんとはしていないようだ。でも何も覚えていないなら、そのほうがいい。あの有あり様さまは、少女にはショックが大きすぎるだろう。

「行くぞ」と声をかけて歩き出す。少女は「うん」とついてくる。

　それにしても……さっきの別人格の言葉は、どういう意味だ？

　一緒にいる──別人格とカナミが？

　その意味するところを考え、一つの可能性に思い至ったとき、トキオは少女と出会ってから一番の衝しよう撃げきに襲おそわれた。思わずその姿すがたを横目にじっと見る。

　簡単な三段論ろん法ぽうだ。少女には、二つの人格が宿っている。別人格は、カナミは一緒にいると言った。つまり、少女に宿る二つの人格のうち、一つは別人格で、もう一つが……。

　そんなことが、ありえるのか──少女は最初から自分が妹だと主張していた。妹しか知らないことも知っていた──噓うそでもなく、記き憶おく錯さく誤ごでもない、第三の可能性……。

　カナミ……なのか？

　姿すがた形かたちは別人。だけど、そこに宿っている人格──心は、本物？

　その状況、状態を、説明する術すべはない。ただ、異世界は未知の領りよう域いきだから何が起きても不ふ思し議ぎじゃないという意味では、可能性は十分にあるのではないか。

　しかし、あくまで可能性の話だ。まだ確証はない。落ち着け、冷静になれ、とトキオは自分に言い聞かせる。希望が強まる一方で、その希望が裏切られることの失望を想そう像ぞうし、本当のことを知るのが少し怖こわくもなる。それでも真実を確かめないことには──。

　不ふ意いに、少女がふらついた。

「どうした？」トキオは抱き支える。

「なんか、疲れちゃった……ぼんやり、する」

　少女はぐったりとしている。目は虚うつろ。まだ酔よいが回っているのかもしれない。それとも夜風に当たって風か邪ぜでも引いたか。

　まともに歩けそうになかったので、おんぶした。街はまだ眠りの中。夜明け前の冷たい空気と少女の熱っぽい吐と息いきが首くび筋すじを撫なでる。

「ねえ、お兄にいちゃん」

「……なんだ？」

「カナミ、どこか変？」

「お前は最初から変だ」

　ぽかっと頭を叩たたかれた。真ま面じ目めに聞いてほしいらしい。

「カナミは、カナミのこと、カナミだと思うけど、お兄ちゃんは違うって言うし、乙おと姉ねえちゃんも気づいてくれなかったし、それに……せーきまつ？　カナミ、魔ま女じよなの？　だから追いかけられるの？　もし捕つかまっちゃったら……」

「ただのゴシップだ。あんな話、真まに受けるな」

「でも……でもね、たまに、自分が自分じゃなくなるような気がするの」

　別人格の存在──自覚はなくても感じ取っているのだろうか。

「……なら聞く。お前は世界を滅ぼしたいのか？」

「ううん」少女はきっぱりと否定した。

「だったら大だい丈じよう夫ぶだ。俺おれもついている」

「……うん」

　小さくうなずき、トキオの背にぴったりとくっつく。

　空が青く色づきはじめる。陽よう光こうが街を白く照らし出した。前から車が走ってくる。トキオは横道に入り、身を潜ひそめて通り過ぎるのを待った。車はコンビニの搬はん入にゆうトラックだった。ふぅと緊きん張ちようを解とく。少女も安あん堵どの息を漏もらし、ぽつりと聞いた。

「いつまで、逃げなきゃいけないのかな？」

「もう少しの辛しん抱ぼうだ」何の根こん拠きよもなく答える。

「また車でお出かけできる？」

「ああ」

「学校にも通えるかな？」

「ああ」

「ファミレスも行ける？」

「ああ」

「あと、海水浴と、バーベキューと、スキーと……」

「欲張りだな」

「だって、お父とうさんとお母かあさんが、お休み取れたら、みんなで行こうって……」

　少女の声はだんだんと小さくなり、最後は吐と息いきだけ漏もれた。

　お休み取れたら、か……そんな話を家族でしたのを思い出す。遊園地以外にもいろんなところに行こうと約束をしていた。そう、海水浴、バーベキュー、スキー、他にもたくさん。カナミの笑顔が蘇よみがえると同時に、胸がぎゅっと締しめつけられる。

「どこでも、好きなところに行けるさ。俺おれが連れて行ってやる」

　思わず、そう答えていた。少女に対してなのか、カナミに対してなのか、自分でもわからないほど感情が乱れている。

「約束だよ？」

「ああ」

「あのね、もう一つ、お願いがあるんだけど」

「なんだ？」

「名前で、呼んで……カナミって」

「…………」

　言えなかった。

　それだけは、どうしても。

「ばか、さいてー、えっち」

　か細い声で少女は呟つぶやいた。背中に微かすかな震えが伝う。

　そのまま、言葉を交わすことはなかった、マンションが見えてきた頃ころには、少女は静かに寝息を立てていた。背中の重みと温ぬくもりに、懐なつかしいような愛いとおしいような気持ちになる。一昨日おとといよりも昨日きのう、昨日よりも今日きよう、少女とカナミの重なりは強くなるばかり。

　本当に妹かもしれない──その可能性にすがりたいのが本ほん音ねだ。そうだったらどんなにいいだろう。姿すがたが変わったとしても、こうして生きてくれているなら、どんなに……。

　カナミ──そう呼んでやればよかっただろうか。

　だけど、正体が定かでない中で、少女をその名で呼ぶことは許されない。

　たとえ噓うそと割り切った上でも、噓が噓でなくなってしまう気がして、怖こわかった。一度でもそう呼んだら戻れなくなりそうで──少女が妹である可能性が否定されたとしても、そのまま代わりにしてしまいそうで──。

　それは、越えてはならない一線だ。

　カナミに、そして少女に、誠実であるなら。

　だから。

　だけど。

「ごめんな、カナミ……あのとき、守ってやれなくて、ごめん」

　込み上げてくる言葉を、我が慢まんできなかった。謝るに謝れなかった三年間の思い。せめて少女が眠っている今だけは、言わせてほしい。背中の温ぬくもりを勘かん違ちがいさせてほしい。

　朝焼けの空に浮かぶ白い月だけが、二人を見守っていた。
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　翌日の昼休み、アカデミーの屋内競技場アリーナにて、魔導士マギウス候こう補ほ生せいを対たい象しように集会が開かれた。学ランとセーラー服が整然と並ぶ中にサキも出席していた。

　壇だん上じようには、理事長の志し木き堂どうマサムネの姿。未み明めいに起きたクラブハウスの一件について事情を説明していた。今け朝さのニュースにもなったから、すでに知っている者は多い。

「この事件は、警察だけでは対たい処しよし切れないと判はん断だんし、本日より《ＭＩＭ》が組そ織しきを挙あげて対処することになりました。主だった捜そう査さは本部の魔導士マギウスの仕事ですが、候補生のみなさんにも協力していただきます。まず現在の捜査状況ですが、拘こう束そくされた《ＤＯＧ》のチーム、そのメンバー二名が、いまだ行方ゆくえをくらましています。身元は判明済みです」

　背後の巨きよ大だいスクリーンに顔写真が公開された。

「これは捜査情報に当たるので、口外は控えるように──逃とう走そうしている二人は、市内の公立校に通う高校生、真ま壁かべトキオ。そして、浦うら木きレイジ。二名を重要参考人として手配します。みなさんには、市内各所の見回りを担当していただきます。もちろん、あくまで学業優先、活動は放ほう課か後ご以い降こうに限られますが、多くの負ふ傷しよう者しやが出た事件の捜そう査さですので、魔導士マギウスとしての自覚をもって油ゆ断だんせず事に当たってください。詳しい割り当ては後ほどメールで配信します。さっそく今日きようの放課後からです。よろしくお願いします」

　マサムネは糸いと目めでゆっくりと生徒たちを見渡し、最後に決まり文もん句くを告げた。

「魔ま導どうの器うつわを有する者よ、世界の守もり人びとたらんことを」

　生徒一同、声を揃そろえて復ふく唱しようした。




　集会の解散後、サキは、複雑な思いで屋内競技場アリーナを離れた。

　とうとう指し名めい手配。エトランジェについては非公式を貫つらぬいているが、アカデミーの生徒も加わり、これで境きよう界かい都市の全魔導士マギウスが彼の敵になる。それだけじゃない。表おもて向むき、事件は野の良ら犬いぬと警官隊たいの衝しよう突とつと伝えられているが、現場の痕こん跡せきから見てあれは少女の仕し業わざ──それをさせたのが彼なのだとしたら、《ＤＯＧ》さえ敵に回していることになる。

「これが、あなたの望んだ結果なの？　真壁トキオ」

　小さく吐と息いきを漏もらし、その足で理事長室に向かった。

　本来、魔導士マギウスは部ぶ隊たい別、あるいは班はん単たん位いで活動するものだが、一等官のサキは単独行動の自由が認められているので、捜そう索さくプランを聞いてから、身の振りを考えようと思った。

「失しつ礼れいします」

　ノックして扉とびらを開く。中には、マサムネの他に先客がいた。

　長い美び脚きやくを組んでどっぷりとソファに座る白はく衣いの女性。皿に盛られた金こん平ぺい糖とうを片手で大量につかみ取り、ポップコーンのようにダイナミックに頰ほお張ばっている。

「あら、サキちゃん、いらっしゃーい」

　彼女は、自分の部屋のようにくつろいでサキを出迎えた。

　サキは、特に驚きはしなかった。何度も見たことのある光こう景けいだから。

「……リョウカさん、またお仕事サボってるんですか？」

「そのジト目がたまらないわぁ。一応、サボりじゃなくて休きゆう憩けい時間よ。頭使うと甘いものがほしくなるのよねえ」

　そう言って、乙おと原はらリョウカは、また金平糖をわしづかみにして口に運ぶ。志し木き堂どうマサムネが茶を淹いれていた。理事長自らもてなしているが、彼女は一いつ介かいの技術者にすぎない。

「はい、乙原さん。ブレンド茶」

「ごくろう。でも甘いものばかりだと飽きるわね。なんか他にないの？」

「柿かきピーでよければ。ほら」

「でかした。あとはあれね、ここまで来たら、泡あわ立だつ麦むぎのジュースもオッケーっしょ」

「ダメに決まってるでしょ。ホントに、自由人なところは学生の頃ころから変わらないね」

　二人は同級生だそうだ。初しよ等とう部ぶ、中ちゆう等とう部ぶ、高こう等とう部ぶとずっとクラスが一いつ緒しよで、卒業後もこうして付き合いが続いているという。どういう関係なのか詳しくは知らないけれど、主しゆ導どう権けんを握っているのは明らかに乙おと原はらリョウカのほうだ。

　しかし、彼女は魔ま導どう一門ではない。いわゆる野の良らだ。その頭ず脳のうを買われ、特待生としてアカデミーに入学した経けい歴れきの持ち主。技術分野の面では、そう珍めずらしくもない話だ。

　彼女は、魔導士マギウスを特別扱いしたり敬うやまったりしないし、へりくだることもない。サキは初めて会ったとき、そういうフリーダムな態度や言げん動どうを無ぶ礼れいに感じたこともあった。

　でも二人を見ていたら、そんな気持ちはすぐに消えた。家いえ柄がらや立場を気にすることなく気き兼がねなく振る舞える対等な間あいだ柄がら。魔導一門の名めい家かに生まれ、窮きゆう屈くつな人間関係に囲まれて育ったサキには、そんな二人の自由な関係が、とても面白く映り、羨うらやましいとさえ思った。

「で、サキちゃん」マサムネが聞く。「何か用事があったんじゃないの？」

「あ、はい。例の件について、具体的な作戦内容を教えていただきたくて」

「ああ、あれね。もちろん、かまわないけど……ちょっと、今から評ひよう議ぎ会かいのほうに顔を出さなきゃいけなくて。放ほう課か後ごじゃダメかな？」

「いえ、全然かまいません。また出直します」

「悪いね。でも、せっかく来たんだから、金こん平ぺい糖とうでも食べていきなよ。昼休みが終わる前には戻るから、二人ともゆっくりしていって。じゃあ、いってきまーす」

　志し木き堂どうマサムネはサキの肩をぽんと叩たたき、理事長室を出て行った。

　いってらっしゃーい、と乙原リョウカが見向きもせずに手を振る。

　サキは、金平糖に誘われ、彼女の向かいに腰を下ろした。一ひと粒つぶ取る。乙原リョウカも前かがみになって手を伸ばした。ロケットみたいに突き出た胸の谷間がサキの視し界かいに飛び込む。その大迫力に思わず目を見張る。相変わらず、すごい……羨ましい。

「忙せわしないわねえ」乙原リョウカは柿かきピーをつまんで言う。「なんかあったの？」

「ええ、まあ。いつもの《ＤＯＧ》絡みのトラブルです。ただ今回は、いろいろ事情が込み入っていまして、ちょっと厄やつ介かいな相手で……ホント、困った野の良ら犬いぬなんです」

　あまりしゃべりすぎるのは良くない。けれど、同性で頼れる人は他にいなくて──母や友人を亡なくしてからは、ずっと一人だから──彼女の前では、つい愚ぐ痴ちをこぼしがちだ。

「ふーん。サキちゃんを困らせるほどの相手なんて珍しいわね。どんなやつ？」

「一ひと言ことで言えば、嫌いやなやつです。無ぶ愛あい想そで目つきが悪くて、ふてぶてしくて礼れい儀ぎ知らずで人をおちょくって……絶対に許しません。あのトウヘンボク！」

「あっはっはっはっは。サキちゃんにそこまで言わせるなんて、罪作りなやつねえ。揺れる乙女おとめ心ごころってやつ？」

「ち、違いますっ。そんなんじゃありませんっ」

　サキは生き真ま面じ目めに否定し、金こん平ぺい糖とうを一ひと粒つぶかじる。いつもはその上品な甘さが心を和なごませてくれるのだが、今日きようはなかなか憂うれいが晴れない。

「……リョウカさん、聞いてもいいですか？」

「いいわよん。お姉ねえさんになんでも聞いてごらんなさい」

「例えばの話ですけど、一人の女の子がいるとします。ウサギの女の子です」

「ふむふむ」

「その子を巡って、ライオンとオオカミの群れが争っています。そんな中、一いつ匹ぴきのオオカミの少年が、運良くウサギの女の子を手に入れました」

「ふむふむ」

「でも、そのオオカミの少年は、群れを離れて、仲間を敵に回してまで、ウサギの女の子を連れ去ってしまったんです。なぜ、そんなことをしたのでしょう？」

「ふむふむ」

「……ちゃんと聞いてます？」じとっと見る。

「うん、聞いてる聞いてる」乙おと原はらリョウカは軽い調子でうなずいた。「それは要するにあれでしょ、自分のものにしたかったんでしょ。ウサギ一匹ぽっちじゃ、仲間と分けたらお腹なかは膨ふくれないものねえ。やっぱり肉は独ひとり占じめしたいじゃない？　肉食系けいとしては」

「いえ、動物の設定はリアルに考えなくていいです」

「じゃあ、あれよ、あれ……ズバリ、愛ね」

「あ、愛!?」

「そのオオカミの少年は、ウサギの女の子に恋しちゃったのよ。それこそ食べちゃいたいぐらいに。で、最後は本当にガブッといっちゃうわけ。オオカミだけに……なるほど、サキちゃんもお年とし頃ごろだものねえ。初恋もまだとは言え、興きよう味みあるわよねえ」

「え……？」

「全然悪くないわよ。むしろ健全ってものよ。オオカミはちょっと直接的でボカシ切れてないけど、そういう相談をしてくれるのって、お姉ねえさん、とっても嬉うれしいわ」

「あ、いや、その……ち、ちちち、違いますっ。今のは全然そういう話ではなくてっ」

「あらん？」乙原リョウカはほくそ笑えむ。「そういう話って、どういう話？　オオカミに食べられちゃうエピソードから、純じゆん潔けつのサキちゃんは何を想そう像ぞうしたのかしらん？」

「そ、それは……と、とにかく、違うんですってばっ、もうっ！」

　サキはお茶を飲んで誤ご魔ま化かした。熱っ。

　ああもう、ダメだ、この人の意見は参考にならない……だけど、もし、それが真ま壁かべトキオの理由なのだとしたら？　いやいや、少女とは出会って間もないのにそんなこと……でも、彼は宿しゆく命めいだと言った。宿命……運命の出会い……一ひと目め惚ぼれ!?

　そんな、あのトウヘンボクに限って、ありえない……けど、今のところ、他に納なつ得とくのいく理由も見当たらない。真ま壁かべトキオ……まさか本当に？　この私を無む下げにしておきながら、出会ったばかりの異世界人にコロッと？　許せない……って、ちょ、ちょっと待って。

　サキはぶんぶん首を振った。そうじゃない、おかしい。別に彼が誰だれを好きになろうと私には関係ない。知ったことじゃない。全然まったく気にしない……けど、やっぱりない！　ないないない！　絶対ない！　サキは首を振り続けた。

「ど、どうしたの？　サキちゃん」乙おと原はらリョウカは引いた目で見た。「すごい暴ぼう走そう臭しゆうが漂ただよっているわよ。空から回まわりオーラがハンパじゃないんだけど……」

「リョウカさんが変なこと言うからですよっ」

「あら、怒られちゃった。そんなカリカリすると可愛かわいいおでこが台だい無なしよん？」

「おでこのことは言わないでくださいっ。嫌いやな顔を思い出しちゃいますからっ」

「あらあら、余よ計けいに怒られちゃった。今日きようのサキちゃんはプンプン丸ね。まあでも、感情豊かなのは健全な証しよう拠こ。うちのムッツリにも見習わせたいわ。とりあえず、ほら、金こん平ぺい糖とうでも食べてほっこりしなさいな」

　乙原リョウカが金平糖をつまんでサキに与える。口の中に甘さが広がると、サキは風船に穴が開いたように気が抜けた。

　はぁ……どうして私がこんなことで悩まなくちゃいけないんだろう。

　誰のせいだ──彼のせいだ。
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　冷れい蔵ぞう庫こを覗のぞいていたトキオは、急に寒気がしてブルルッと震えた。

　明け方、冷え込む中を歩き続けたせいだろうか。乙おと姉ねえのマンションに着いたのは早朝。それから一眠りし、さっき目が覚めたところだ。体調は悪くないが、気をつけないと。二人揃そろって倒れるわけにはいかない。

　少女はあのままダウンした。疲ひ労ろうと心労のダブルパンチを食らったのだろう。寝て覚めても具合は悪いまま、少し発熱があり、今も寝室のベッドで横になっている。

　しかし、何もないとわかっているのに冷蔵庫を開けてしまうのは、なぜだろうな。食べ物はカップラーメンだけ。病人に食わせるには気が引けるが、他にないのだからしかたない。とりあえず、電気ケトルで湯を沸わかす。

「買い出しに行かないといけないか……薬もないし。乙姉は風か邪ぜとか引かないからな」

　お湯が沸くのを待つ間、テレビのニュースをチェックした。ちょうど画面に繁はん華か街がいの一いつ角かくが映り、例の騒そう動どうを伝えている。《ＤＯＧ》のチームを摘てき発はつ。警官隊たいと衝しよう突とつし、双方に多数の負ふ傷しよう者しや。まだ逃とう走そうしているメンバーがおり、《ＭＩＭ》主動で捜そう査さが続いている……。

　報道は表面的なものに過ぎなかった。野の良ら犬いぬ絡みの事件は、境きよう界かい都市では異コ世ン界タ干ク渉ト以上に日常茶さ飯はん事じだから、この一件も世せ間けんの記き憶おくには残らないだろう。それが《ＭＩＭ》側の狙ねらいでもあるに違いない。

　少女についても、やはり一切触れられていない。ただ、死者はゼロだと報じていて、トキオは胸を撫なで下ろした。ちょうどお湯も沸わいたので、カップラーメンを作る。

　三分待つ間に、じんべえの餌えさも用意した。キャットフードの缶かん詰づめを開けると匂においでわかったのか、ソファで丸くなっていたじんべえは素早く足元にすり寄ってくる。こんなときだけ甘えてきて、現金なやつだ。

　缶詰の中身を皿に盛りつけていると、ポケットの中で端たん末まつが震えた。メールか。盛りつけを中断してチェックする。

「……？」

　差出人不明。アドレスはデタラメな英数字が並んだものだった。

　迷めい惑わくメールかと思って削さく除じよしようとしたが、件名に目が留まる。

『　ギフト　真壁トキオへ　』

　名指し、だと？　添てん付ぷファイルがある。先に文面に目を通した。

『　ウサギを守れ、オオカミ　』

　トキオは据すわり目で首をかしげた。名指しでこのメッセージ。こちらの事情を知っていて送ってきた可能性が高い。しかし、いったい誰だれが、なぜ、どうやって？

　ファイルの中を確かく認にんしてみるか？　けど、罠わなの可能性も……。

「フニャーッ」

　突然、じんべえがジャンプして猫パンチを放った。携けい帯たい端末が弾はじかれ、床に落ちる。

　トキオはじんべえを睨にらんだ。この野や郎ろう。じんべえも唸うなって睨み返してくる。こっちのメシが先だろ、と怒っているようだ。

　やれやれと思いながら、缶詰の中身を皿に出してじんべえの前に置く。それから端末を拾ったら、猫パンチのせいでファイルが開いていた。まあいい。どうせ無視できなかった。

　ファイルの中をチェックしたトキオは、驚きに目を見張った。そこには《ＭＩＭ》の警備プランが載のっていたのだ。捜そう索さくと見回りの範囲、時間と場所と人数の割り当て、すべて詳しよう細さいに記してある。裏を返せば、安全な時間と場所がわかるということ。

「……誰だれの仕し業わざだ？」

　こんな情報を入にゆう手しゆできるのは、内部関係者だけ。それも捜そう査さ内容を知ることのできる立場の人間──魔導士マギウスしか考えられないが、心当たりはまるでない。だいたい、魔導士マギウスの知り合いなんて……いや、一人いたか。

「でこっぱち……は、ないな」

　思いついてすぐに否定した。あの生き真ま面じ目め女が裏切り行為をするとは思えない。

　とりあえず、返信してみる──何者だ、何が目的だ──送信。それからカップラーメンを完成させ、氷水を入れたコップと一いつ緒しよに寝室に運んだ。

　少女がベッドに横たわっている。トキオに気づくと気だるそうに上半身を起こした。ショッピングモールで買った水玉模も様ようのパジャマ姿すがただった。

　トキオは傍そばに腰を下ろし、カップラーメンを置いて少女の額ひたいに手を当てた。熱はない。別に痛いところもないらしいが、見るからに具合が悪そうだった。自力で動くのも辛つらそうだ。

「悪いな、今はこれしかない。自分で食えるか？」

「ん……」

　少女は割り箸ばしを手にしたが、力が入らず、落としてしまう。

　危なっかしいので食べさせてやることにした。ふぅー、と息を吹いて冷ましながら少しずつ口に運ぶ。少女はちゅるちゅると麵めんをすすり、時間をかけて咀そ嚼しやくし、飲み込んだ。ゆっくりと少しずつ食べていく。

　半分以上残して「ごちそうさま」を告げた。水を飲み、横になる。

　トキオは残りを平らげた。

「後で買い物に行ってくる。何かほしいものはあるか？」

「……シュークリーム」

「カスタードとホイップのダブルのやつ、だな？」

　少女はぼうっとしたまま、こくりとうなずいた。

「他には？」

「……なでなで、して」

　弱っているせいか、甘えたがる。

　頭を撫なでてやると、安心したように微笑ほほえんだ。

「……ごめんね……お兄にいちゃん」

「何がだ？」

「……カナミのせいで、追いかけられて……危ないこと、たくさん……カナミ、一いつ緒しよにいないほうが、いいかもしれない」

「そんなこと気にしなくていい」

「……でも」

「大だい丈じよう夫ぶだ。心配するな。お前は……俺おれが守る。だから、今はゆっくり休め」

　トキオは目を見て言い、少女の頭をくしゃくしゃした。少女は濡ぬれた瞳ひとみで見つめ、そっと瞼まぶたを閉じる。そのまま眠りに落ちた。トキオは布ふ団とんを掛け直し、そっと離れる。

　部屋を出るとき、入れ替わりにじんべえが中に入っていった。ベッドに上り、眠っている少女の顔を覗のぞくと、おとなしく枕まくら元もとで丸くなった。
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　夕方になるのを待って、トキオは乙おと姉ねえのニット帽ぼうと伊だ達てメガネを拝はい借しやくして変へん装そうし、近所のスーパーマーケットに出かけた。買い出しと例の情報を検けん証しようするために。情報通りなら魔導士マギウスの捜そう査さ網もうにかからずに行動できるはず。仮に罠わなだったとしても、人ひと目めがあれば下へ手たに騒さわぎは起こせないだろうと考えた。

　店に着くまで何もトラブルはなかった。魔導士マギウスのユニフォームもアカデミーの制せい服ふくもまったく見かけなかった。とりあえず安全か。だが、まだ油ゆ断だんはできない。

　警けい戒かいを怠おこたらずに買い物開始。ダウンタウンの商店に比べ、店は大きくて綺き麗れいで、品しな揃ぞろえも豊富だ。しかし、値ね段だんは高い。外観こそ見劣りするが、活気ではダウンタウンも負けてはいないと思う。向こうは元野の良ら犬いぬが起き業ぎようしてマーケットを展開している。《ＭＩＭ》に頼ることなくゆっくりとではあるが確実に、独自の再開発が進んでいるのだ。

　トキオはカートを押して店内を巡り、適当に食料を選んでいった。料理は、おかゆか雑ぞう炊すいぐらいは作れるけど、基本的に経けい験けんがないので、インスタントを中心に買い溜だめ。

　そうだ、忘れずにシュークリームも。

「……っ!?」

　売り場に着いたところで愕がく然ぜんとした。シュークリームが、ない……だと？

　どうやら、今日きようは半額の特売日で、すでに売り切れてしまったらしい。しまったな、これは予想外の事じ態たい。帰りにコンビニに寄るか。いや、コンビニがあるエリアは、例の情報によるとパトロールの範囲内で危険。なら、隣となりの棚たなのエクレアで手を打つか。ダメだ、エクレアには悪いが、ダブルシューの代わりは務まらない。他のどれにも、だ。

　しょうがいない、あきらめよう──と思ったけど、寝込んでいる少女の弱り切った顔が頭を過よぎり、思い直す。このまま帰ったら、がっかりするだろうな。

「……別のスーパーに行くか」

　結局、ここでは何も買わなかった。カートに載のせた商品を棚に戻して店を出て、端たん末まつで例の情報を確かく認にん。安全と思われるエリア内のスーパーを探す。

　あった。少し遠いが、歩いていける距きよ離り。さっそく周辺に注意しながら向かう。

　ついでにニュースのトピックスもチェック。すると、魔ま女じよの文字が目についた。一いつ瞬しゆんギクッとしたが、内容は完全なゴシップだった。世せ間けんに広まっている噂うわさや終しゆう末まつ論ろんを面白おかしく紹しよう介かいしているだけだ。

　世せい紀き末まつの魔女──レイジは、《ＭＩＭ》がその噂を信じている、と言ったが、連れん中ちゆうがそんなゴシップに踊らされるだろうか。改めて考えると疑問に思う。

　でこっぱちは、少女のことをエトランジェと呼んでいた。異世界の来訪者を指している点では同じなのだろうけど、連れん中ちゆうには、もっと現実的な動どう機きがあるのだと思う。少女を手に入れることでメリットが。逆に放ほう置ちしたらデメリットが生じる。そういう事情が。

「やつらにとって譲ゆずれないもの……意い外がいと単純か？」

　一つ思いつく。以前から指し摘てきされていることでもある。

《ＭＩＭ》が恐れていること──それは、魔導士マギウスの優位性が損なわれること。連中が魔ま導どうの技術と資し源げんを独どく占せんしたがるのは、そのせいだと考えられる。そこに現れた来訪者──異世界人の到来は、未知なる技術と知ち識しきの流入を呼ぶかもしれない。魔導が広まれば、魔導士マギウスと野の良らの優劣差はなくなり、連中が上位者として立つ現体制は一気に崩ほう壊かいへ傾くだろう。

　それこそ《ＭＩＭ》にとって世せい紀き末まつも同然。そういう意味では、少女は世界を根底から覆くつがえす危険な存在と言えよう。連中にしてみれば、絶対に確保しなければならない。自分たちの優位性を保ち、上位者として君くん臨りんするこの世界の在り方を守るため、異世界からの干かん渉しようをコントロールしなければならない。

　これ以上に現実的で説せつ得とく力りよくのある答えがあるか──いや、ない。

　しかし……なぜだろう、どうしてか納なつ得とくし切れない自分がいる。根こん拠きよはない。ただ、少女の存在は、そうした想そう像ぞうの範はん疇ちゆうを飛び越えたところにある気がする。こればっかりは直感としか言いようがないのだが……。

　考え込んでいるうちにスーパーに到とう着ちやくした。魔導士マギウスの影も形も見かけなかった。例の情報の信しん憑ぴよう性せいは高いか？　ひとまず買い出しを済ませてしまおう。今度は最初にシュークリームを確かく認にんしに売り場へ直行する。

「……よし」

　あったぞ。カスタードとホイップのやつ。てこずらせてくれたな。先ほどのスーパーのように半額セールではないが、今は金に糸いと目めはつけない。確保だ。すべて頂いただく。

　真顔で一気にかっさらう。その姿すがたに他の買い物客は目が点になっていた。
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　その頃ころ、マンションの寝室──。

　少女は、眠りから覚め、うっすらと目を開けた。傍そばで丸くなっていたじんべえが、耳を立てて顔を覗のぞき込み、ニャアと鳴く。少女は寝ぼけ眼まなこで微笑ほほえみ、重たい体を起こした。寝ね汗あせで髪かみの毛が、頰ほおや首くび筋すじに張りついている。

「お兄にいちゃん？」誰だれの気け配はいもない。「そっか、買い物……」

　喉のどが渇かわいていた。ベッドを下り、ふらふらしながらリビングに向かう。じんべえが心配そうに見上げてついてくる。

　壁に手をつき、体を支えつつ、キッチンに辿たどり着いた。コップに水を注ついで飲む。水すい滴てきが首筋を伝って胸に垂たれ、パジャマが濡ぬれた。

「ふぅ……汗あせ、べたべた……臭におうかな？」

　足元のじんべえに聞くと、ニャアと一鳴き返ってきた。昨日きのうは、帰ってきてそのまま寝込んだので、お風ふ呂ろに入っていない。さすがに気になった。

「お兄にいちゃんが帰ってくる前に、シャワー、浴びとこ」

　壁伝いに風呂場へ向かう。じんべえは廊下でシャットアウト。

　パジャマを脱いで裸はだかになった。途と端たん、くらっと立ちくらみに襲おそわれる。洗面台に手をついて体を支えた。視し界かいがうねる。釣つり糸で魂たましいを引っ張られているかのように意い識しきを持っていかれそうになる。ダメ、しっかりしなきゃ。

「ちからがふそくしている。かいふくがひつよう」

　不ふ意いに、声が聞こえた。

　誰だれ……？　波のように寄せては返す眩暈めまいに耐えながら、少女は面おもてを上げた。

　洗面所の狭い空間には、自分の他に誰もいない。いるはずがない。けれど。

「かつどうのげんかいがちかい。こうどうふのうになるきけん」

　正面──鏡かがみを見て、少女は啞あ然ぜんとした。

　自分の口が、勝かつ手てに動いている──違う、わたしじゃない。

「だ、誰？」

「わたしはあなたのいちぶ。あなたはわたしのいちぶ。わたしたちはすべてのいちぶ」

　声は、頭の中に直接響ひびいてエコーした。眩暈がひどくなる。右に左に大きく揺さぶられるかのよう。なんとか堪こらえて鏡を凝ぎよう視しする。唇くちびるが勝手に動く。

「きんきゅうじたい。ちょくせつのたいわ。たいさくをようせいする」

「ずっと……カナミの、中に……？」

「じかんがない。わかっているはず」

「……そう、わかってるよ。自分が、普通の人とは違うこと。そして、わかってた……自分の中に、別の何かがいたこと……」

　確信があったわけじゃないけど、たまに記き憶おくが飛んだり曖あい昧まいだったりして、その間、別の誰かが自分を動かしている感じがした。

　あのとき、あの店で銃じゆう撃げき戦せんに巻き込まれたときも、気づいたら外にいた。お兄ちゃんは何も言わなかったけど、だけど、魔ま法ほうを使った感覚が──嫌いやな手て応ごたえが、残っていた。きっと何かしたのだ。けれど、知るのが怖こわくて詳しく聞けなかった。

「教えて。あのとき、何をしたの？」

「いそいでかいふくを」

「カナミは、本当に、カナミなの？」

「はやくしないとまにあわない」

「いいから答えてよッ！」

　叫んだ声が反はん響きようする。鏡かがみの中の自分が何人にも分身して見えた。

　必死に意い識しきをつなぎ止め、訴える。

「ずっと、おかしいって思ってた。お兄にいちゃんは、カナミを妹として見てくれない。一度も名前で呼んでくれない。一度も……笑ってくれない。カナミは──わたしは、真ま壁かべカナミじゃないの？　じゃあ、誰だれなの？　いったい、何なの？　教えて……っ」

　この数日、自分がわからなくなる一方で、不安ばかり募つのっていた。お兄ちゃんと一いつ緒しよにいればいるほど、どんどん遠くに感じてしまう。こんなの、もう嫌いやだ。

　ごめんな、カナミ──夜明け前の帰り道、夢ゆめ現うつつで聞こえていたあの言葉は、わたしに向けられたものじゃなかった。あの瞬しゆん間かん、絶望的な距きよ離りを感じた。噓うそでもいいから名前で呼んでほしかった。だけど、あんなの、噓よりずっと辛つらい……哀かなしい。

　どうして？　どうして、わたしじゃダメなの？

「じこぼうえいをゆうせんするべき」

　鏡の中の自分はあくまでも淡たん々たんと告げる。

「教えてくれなきゃ、このままだよ」

　少女は鏡を睨にらみ、自分を人ひと質じちに答えを迫った。

　鏡の中の自分は一いつ瞬しゆんだけ言葉に詰まり、言う。

「しらせるひつようのないこと」

「わたしには知る必要があるの」

「つたえていいのかわからない」

「それは、あなたが決めなさい」

「…………」

　黙り込む。機き械かい的に瞬まばたきを二回。無表情のまま。

　答えてはくれないのか。目が回ってきた。

　もうダメかと思ったそのとき、鏡の中の自分は言った。

「わかった。〝メモリア〟をかいほうする」

　途と端たん、視し界かいが水すい彩さい画がのように滲にじんで、気が遠くなった。




　　　　　　　　　　＊




　トキオは買い物袋ぶくろを両手にぶら下げてマンションに帰き宅たくした。片方の袋にはシュークリームが溢あふれんばかりに入っている。勢い余ってちょっと買いすぎた。あいつも驚くだろう。少女のびっくりする顔を想そう像ぞうしてちょっと気を良くしながらエレベーターに乗る。

　差出人不明からの例の情報は、どうやら本物らしい。外出中、アカデミーの生徒の学ランもセーラー服も、魔導士マギウスのユニフォームも見かけなかった。相手の意い図とは不明だが、使えるものは使わせてもらおう。

　七階に到とう着ちやく。エレベーターを降りて七〇七号室へ。

　玄げん関かんを開けると廊下でじんべえが鳴いていた。洗面所の前を右う往おう左さ往おうしている。

「ほら、邪じや魔まだ」

　トキオは軽く足先であしらい、リビングに入った。荷物を置いて少女の様よう子すを見に寝室に顔を出す。しかし、ベッドは空からだった。あいつ、どこに……？

　じんべえが忙せわしなく鳴いている。洗面所のドアをカリカリと引っ搔かいていた。

　なるほど、そこか。シャワーでも浴びているのだろう。上がるのを待つか……。

　と思ったが、じんべえがニャーニャーうるさい。普段そんなに鳴かないのだが。

　妙みようだと感じて廊下に出た。そこで中から何の音も気け配はいもしないことに気づいた。

　ノックをしても返事はない。胸がざわつく。「開けるぞ」と断ってドアを押し開き、隙すき間まから覗のぞいた。奥の風ふ呂ろ場ばは電気がついていなかった。誰だれもいない？

　さらにドアを開くと、途と中ちゆうで何かにぶつかった。視線を落とす。

　少女がいた。裸はだかで倒れていた。

「おい！　どうした!?」慌あわてて中に入る。「おい、しっかり──」

　抱き起こしたトキオは、奇き妙みような異い変へんを目にし、途と中ちゆうで言葉を失った。

　少女の身体からだは、ぼんやりと透すけていたのだ。全身が半はん透とう明めいに波打ち、背中を支える自分の腕までが透けて見える。なんだ、これは。いったい、どうなって……。

「お、おい、しっかりしろ！　おい！」

　少女は意い識しきがない。胸に耳を当てると、鼓こ動どうはちゃんと聞こえた。呼吸は弱々しく、体温は異常に熱い。なんなんだ、この透明化現げん象しようは。まるで異ア界ニ種マが消えるときのような……。

「──っ！」その連れん想そうに息を吞のむ。

　まさか、そんな……だけど、他に理由は思い当たらない。

　どうすればいい？　このままじゃ……いったい、どうすれば……。

　焦るばかりで何も思いつかない。頭の中が真まっ白しろになってしまう。

　そのとき、少女の目がパチリと開き、ガラス玉のような瞳ひとみでトキオを見上げた。

「おにーちゃん。かいふくがひつよう」

「お前……かいふくって、どうすれば」

「くぉーつとよばれるもの。ひつよう」

「魔花クオーツ？」

　そうか──不ふ意いに映えい像ぞうがよぎる。サイクロプスを倒したとき、少女は魔花クオーツを胸に当てて光を取り入れていた。あれは魔ま力りよくを補ほ塡てんしていたのか。

　けれど、魔花クオーツなんて持ち歩いていない。都つ合ごうよく異コ世ン界タ干ク渉トが起きて異ア界ニ種マが現れてくれるわけでもない。ダウンタウンに行って取引している暇ひまもないぞ。

「ダメだ、すぐには手に入らない。他に方法はないか？」

「おうきゅうしょち」

「どうすればいい？」

「もっとちかづいて」

　言われた通り顔を近づける。

　すると少女はトキオの頭に手を回し、目を閉じて深く唇くちびるを重ねた。

「──っ!?」

　驚くトキオを急激な脱だつ力りよく感かんが襲おそう。な、なんだ……力が、抜ける。

　少女は、ゆっくりと唇を求めた。半なかば物理的に何かを吸っている。

　優に十秒はそうしていた。唇が離れると、トキオは酸さん欠けつに陥おちいったわけでもないのに頭がくらくらして眩暈めまいを感じた。
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「おにーちゃんのいのちをわけてもらった。これですこしあんしん」

「俺おれの、命？」活力みたいなものか。「少しって、どれくらいだ？」

「わからない。わたしもねむる。しょうもうをふせぐ」

　言うや否いなや、別人格は自ら意い識しきを失い、がっくりと頭を垂たれた。体の透とう明めい化かは少し収まっていたが、完全には消えていない。ところどころ水面のように透すけて揺れている。あまり時間は許されていないようだ。早く魔花クオーツを手に入れないと。

　だが、いつ起こるかわからない異コ世ン界タ干ク渉トを待ってはいられない。となると、ダウンタウンに行って取引……ダメだ、そんな金はない。チームが無ぶ事じだったなら、レイジに頼んでなんとかしてもらえたかもしれないが、それも今さらだ。

《ＭＩＭ》に下るか？　少女のためには、それもしかたない……だが、連れん中ちゆうが助けてくれるとは限らない。むしろ少女の存在を消そうとするかもしれない。

　正せい攻こう法ほうで入にゆう手しゆできないなら、力ずく──もはや手段を選んではいられないか。このまま何もできずに終わってたまるか。あのときとは違うんだ。守ってみせる。そのためなら、鬼おににでも悪あく魔まにでも……。

　道を踏み外すことすら厭いとわない非道な覚かく悟ごに至りかけた、そのとき、

「あらあら、そんなところでイチャイチャしちゃって」

「──っ！」

　突とつ然ぜんの声に、トキオは電でん撃げきを浴びたように振り向く。

　真後ろ、迫はく力りよく満点のダイナマイトボディがそびえ立っている。

「お、乙おと姉ねえ……」

　乙おと原はらリョウカは仁に王おう立だちで二人を見下ろした。少女の透とう明めい化か現げん象しようが目に入っても、驚く様よう子すもなく普段の能のう天てん気きな調子で言う。

「ドンピシャだったみたいね。お姉ねえ様さまの勘かんってやつ？」

「これは、その」

「移動するから準備なさい」

「え？」

　戸と惑まどうトキオに、乙姉は不敵な笑えみでウインクした。

「ウサギを助けるのよ、オオカミ」
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　きらびやかにライトアップされた夜の街を、赤いクラシックカーが疾しつ走そうする。

　トキオは後部座席から流れていく街並みを見ていた。少女は膝ひざ枕まくらで眠っている。部屋を出るとき、ワンピースだけ着せてきた。頰ほおや手足には、まだ透明化が波打っている。

「乙姉……いつから？」

　運転席に問いかけると、ミラー越しに視線が返ってきた。

「最初からに決まってるじゃないの。お姉様はなんでもお見通しなんだから。まあ、初めて見たときは、さすがにびっくりしたけど。エトランジェが野の良ら犬いぬと一いつ緒しよに逃げたって話は聞いていたけど、まさか、それがアンタで、あたしの部屋に連れ込んでいたとはねえ」

「知っていて、どうして今まで？」

「あたしは魔ま導どうの人間じゃないもの。報告の義務なんてないわ。義務があるとしたら、姉として弟と妹を優しい目で見守ってあげることかしらん」

「弟でも妹でもないだろ。まあ、あのメールは助かったけどな」

「憎にくまれ口を叩たたけるぐらいには余よ裕ゆうが戻ったみたいね。さっきまでのアンタ、相当ヤバげな顔してたわよ。今にもバカをしでかしそうで……どっちが追いつめられてるんだか」

　見み透すかされている。トキオはぐぅの音ねも出ない。

　乙おと姉ねえはアクセルを踏んで黄色信号を走り抜けた。

「で？　その子、本当の名前は、なんていうの？」

「……さあな」

「サーナちゃん？」

「そうじゃない。わからないんだ」

「わからない？　あんだけイチャついといて、まだ自己紹しよう介かいもしてないわけ？」

　乙おと姉ねえの疑問も当然だ。トキオは少し迷ってから答えた。

「真ま壁かべカナミ……本人は、そのつもりでいる」

「そのつもり？　それって、まさか……妹プレイ!?　羨うらやましい！」

「違う。羨ましいってなんだ。ちゃんと前見て運転しろ」

「あっはっはっはっは。ジョークよ、ジョーク。羨ましいのはホントだけど。で？　どういうプレイなわけ？　お姉ねえ様さまも混ぜてほしいわぁ」

　トキオは呆あきれて嘆たん息そくした。乙姉はこんなときでも乙姉だな。

　ここまで来たら隠かくし立てする必要もないから、正直に話すことにする。今まで自分が考えてきた様さま々ざまな可能性についても。

　乙姉は黙だまって最後まで聞いていた。本当にカナミかもしれない、なんて話、一いつ蹴しゆうされて終わるかと思ったけど、否定はしなかった。

「ふーん。確かに、突とつ拍ぴよう子しもない発はつ想そうだけど、異世界が関係している以上、可能性がないとは言い切れないわね。少なくとも、カナミちゃんが何らかの形で関わっているのは間違いないでしょうし……でも、その辺の謎なぞ解ときは後ね。まずは状態を安定させないと」

「こいつの身に起きていることって……やっぱり、異ア界ニ種マと同じなのか？」

「でしょうね」乙姉はあっさり認める。「魔ま法ほう陣じんから現れた以上、同じ宿しゆく命めい──魔ま力りよくを失ったら消しよう滅めつしても不ふ思し議ぎじゃない。前々から憂ゆう慮りよはしていたのよね。心配になってちょっと様よう子すを見に行ったら、案あんの定じようこれだもの。さすが、お姉様。読みが冴さえてるわあ」

　自じ画が自じ賛さんの声を無視し、トキオは少女の寝顔を見る。頰ほおが七色に滲にじんでいる。

「こいつ、なんで黙ってたんだ。こんな大だい事じなこと」

「知られたくなかったんじゃないの？」乙姉は交差点でハンドルを切り、ドリフト気ぎ味みに道を曲がった。「自分が普通の人間と違うことがわかったら、アンタに真ま壁かべカナミとして認めてもらえなくなる──なんて思ったりしたのかも」

「……バカだ」消えちまったら元も子もないだろうに。

　アカデミーの研究棟とうが見えてきた。乙おと姉ねえは駐ちゆう車しや場じようを素通りし、敷しき地ち内を走って洋よう館かん風ふうの建物の裏手に回る。車しや庫この前で一時停止し、端たん末まつをリモコン代わりにパスを入力すると、物々しくシャッターが上がった。車ごと中に入ると、車庫はそのままエレベーターとなって地下に降り出す。正せい規きの入り口ではなさそうだ。

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　見つかったらまずいだろ」

「誰だれもいないわよ。ここはあたし専用だから」

「専用？　この施設、丸ごと？」

「だって天てん才さいだもの」

　がらんとした地下駐車場に出た。車を降りて少女を運ぶ。乙姉を先導に、誰もいない白い廊下を進み、奥の研究室に入った。明かりをつける。

　病院の個室のような空間。カプセルベッドが一つ。人がすっぽり入る大きさで、たくさんの機き器きとチューブやコードでつながっている。乙姉が操そう作さパネルをいじると電でん源げんが入り、カプセルベッドの蓋ふたがプシューと音を噴ふいて開いた。

「そこに寝かせて。服も脱がしてね。興こう奮ふんしちゃダメよ、ムッツリ童どう貞てい」

「…………」無視だ、無視。

　少女をベッドに横たえ、ワンピースを脱がせる。体は半分実体感を失ったままだ。乙姉が蓋を閉じてパネルを操作するとカプセル内に七色にきらめく粒りゆう子しミストが充満した。

「これは？」

「充じゆう電でん器きみたいなものよ。魔花クオーツから抽ちゆう出しゆつした魔ま力りよくを、ミスト状に噴ふん出しゆつして直じかに吸収させてあげるの……よし、これでオッケー。あとは待つだけね」

　適当すぎる説明が若じやつ干かん不安だ。カプセル装そう置ちのほうは問題なく稼か働どうしている様よう子す。

　乙姉は携けい帯たい端たん末まつを手に取った。「さて、一ひと息いきついたところで、いろいろ話し合いたいところだけど、その前に助すけっ人とを呼んでもいいかしらん？」

「助っ人？」

「この子が回復したところで、今のままじゃ、どん詰まりでしょ。大だい丈じよう夫ぶよ、信頼できる子だから。ていうか、もう呼んであるから」

「呼んだって、いつ？」

「マンションを出るとき。ちょうどアカデミーにいたみたいだから、ここで合流することにしたの。もうすぐ着くんじゃないかしら？」

　乙姉の事後報告を受けた、まさにそのとき、背後で扉とびらが開いた。

　振り返ったトキオは反射光を浴びて目が眩くらむ。何度か味わったことのある眩まぶしさだ。

　まさか、と思ったら、そのまさか。

　扉とびらの向こうに立っていたのは、おでこの照てかる少女、久く羽ば城しろサキだった。

「…………」「…………」

　予想だにしていなかった邂かい逅こうに、二人の時が一いつ瞬しゆん止まる。

　直後、同時に武ぶ器きを取った。

「ま、真ま壁かべトキオっ？　どうして、あなたがここにっ」

「それはこっちの台詞せりふだ、でこっぱち」

「なっ、開かい口こう一いち番ばん、失しつ礼れいな……このトウヘンボクっ！」

「ふん、少しは言い返せるようになったか、頭でっかちのでこっぱち」

　言葉の鍔つば迫ぜり合い。視線が火花を散らす。

　一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちよう感かんの中、乙おと姉ねえが空気を読まずに割り込んだ。

「あらあら、二人とも仲が良いのねえ。ラブラブ？」

「違う」「違いますっ」

　同時に突っ込む。そして同時に問う。

「どういうことだ、乙姉」「どういうことですか、リョウカさん」

「あらまあ、息もぴったり。シンクロ発動中？」

「だから違う」「だから違いますっ」

「はいはい、わかったから、二人とも武ぶ器きを下ろしなさい。ここでドンパチしたら、あの子が怪け我がしちゃうかもしれないでしょ。エトランジェだろうが世せい紀き末まつの魔ま女じよだろうが、あたしの大だい事じな妹候こう補ほなんだから」

　久羽城サキはカプセルベッドの少女に気づいた。だが、魔導具オラクルは消さない。トキオも銃じゆうを下げなかった。魔導士マギウス相手に隙すきを見せるわけにはいかない。意い地じの張り合いが続く。

　乙姉がやれやれと肩をすくめ、トキオの傍そばにやってきた。「こらっ」と和なごやかに叱しかり、しかし容よう赦しやなくゲンコツを振り下ろす。トキオは頭を押さえて崩くずれ落ちた。

「ぐッ、うぐぐ……ッ」

「サキちゃんも、ね？」

　乙姉の笑顔に、久羽城サキは「はいっ」と背せ筋すじを伸ばし、素直に魔導具オラクルを解いた。

　乙姉はトキオの襟えり首くびをつかみ、サキの腕を取り、二人を部屋の外へ放り出した。ゴミ出しを終えたようにパンパンと手をはたく。

「それじゃ、二人とも存分に話し合うといいわ。ちゃんとできるまで、中には入れてあげないから。これ、お姉ねえ様さま命令ね」そう言ってウインクを飛ばし、扉を閉めた。
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　閉ざされた扉とびらを前に、サキは、ぽかんと口を開けて固まった。

　隣となりで、真ま壁かべトキオが頭をさすりながら立ち上がる。乙おと原はらリョウカの一いち撃げきは、頭ず蓋がい骨こつがへこむのではないかと思うほどの勢いだった。

　ふと視線がぶつかり、サキは慌あわてて目を逸そらした。え、なにこれ、どうなってるの？　まだ整理がつかず、混乱してしまう。ちょっと急ぎで協力してほしいことがある、とメールを受けて来ただけで、まさか捜そう索さく中のホンボシがいるとは思いもしなかった。

　リョウカさん、いったい何のつもりで？　真壁トキオと知り合い？　そもそも、どうして彼女が《ＭＩＭ》の機き密みつであるエトランジェの存在を知っているのか──いや、そこはだいたい予想がつくけれど──理事長。

　ということは、あれのことも知っているのだろう。

「あんた、乙おと姉ねえと、どういう関係だ？」

　真壁トキオが言った。サキは横目に流し見る。

「そちらこそ、リョウカさんと、どういう関係なんですか？」

「質問しているのはこっちだ。答えろ」

「まずは自分から答えるのが礼れい儀ぎというものでしょう」

「そんなもの野の良ら犬いぬに求めるな。あんたこそ、質問があるなら、自分の言葉に従って先に答えたらどうなんだ？」

「……嫌いやです。あなたのような礼儀知らずに礼を尽くす必要はありません。私はリョウカさんから協力を頼まれて来たのであって、あなたのために来たわけではないんですから」

　意い図としたわけではないが、つい刺とげ々とげしい言い方になってしまう。

　チラッと様よう子すを見たら、また目が合った。反射的に顔を背ける。

　ずっと捜していた相手。だけど、あまりにも唐とう突とつすぎて言葉が見つからない。言いたいことも聞きたいことも、山ほどあったはずなのに。

「……はぁ」真壁トキオが嘆たん息そくした。「またゲンコツを食らいたくはないからな」と言いい訳わけのように呟つぶやき、振り返る。「わかった、俺おれから話す」

　壁に背をもたれ、彼は淡たん々たんと話し始めた──乙原リョウカとの関係。少女との出会いから今までの経けい緯い。少女と自分の関係性。少女と妹の関係性。動どう機きと理由──。

　サキは、黙だまって耳を貸した。驚くような話だったが、最後まで聞き遂とげたとき、自分でも不ふ思し議ぎと穏おだやかな気持ちで、彼の言葉を受け止めていた。

「そう……そういうことでしたか。異世界から現れたあの子が、三年前に消えたはずの妹さんかもしれない……にわかには信じがたい話ですね」

「だが、事実だ。信じてもらわなくてもいいけどな」

「そうですね。彼女からも話を聞いてみないことには、なんとも」

　けれど、ようやく腑ふに落ちた。ずっとわからずにいた、真ま壁かべトキオがあの少女にこだわっていたわけ。

　愛は愛でも、兄妹愛だったのですね──サキは小さく呟つぶやき、胸を撫なで下ろす。そしてちょっぴり首をかしげた。なんでホッとしてるんだろう。

「まあ、そんな面めん倒どうな噓うそを吐く必要もないでしょうし、信じてあげてもいいですよ？」

「別に頼んじゃいない」

「なっ……」

　ぶっきらぼうな物言いにイラッとした。でも、ここは冷静に、広い心で。

「と、とにかく、そちらの事情はわかりました。いろいろ誤ご解かいもあったようで、私としても至らない点があったことは認めましょう」

「まったくだ。人の話も聞かずに追いかけ回すから」

「なっ……ななっ……」

　サキはこめかみを震わせた。我が慢まん……我慢……我慢……無む理りですっ。

「なんなんですか、その言い草はっ。せっかく人が歩み寄ってあげているのにっ。言っておきますけど、あなたも悪いんですからねっ。こちらの忠告に耳を貸そうともしないで、誤解を生むようなマネばっかりするからっ。私がどれだけ気を揉もんだと思っているのですっ。今回だけではありませんっ。今までも、あなたという人は──」

「どうでもいいが、俺おれはすべて話したぞ。今度はそっちの番だ」

「なっ……ななっ……なななっ……」

　バッサリと話を切られ、サキは顔が引きつる。何か文もん句くを言ってやりたいけど、怒りのあまり言葉にならない。沸ふつ点てんを通り越して逆にバカバカしくなってきた。自分を落ち着かせようと大きく深呼吸を一回。それから廊下の先を見み据すえた。

「……いいでしょう。私の番です。ついてきてください」

「どこに行く気だ？」

「話して聞かせるより、実際に見てもらったほうが早いです。別にあなたを捕つかまえるつもりはありませんから御心配なく。その気なら、とっくにそうしています」

「できるものならな」

「……とにかく一いつ緒しよに来てください。リョウカさんが私にあなたを引き合わせたのは、あれを見せろということでしょうから。もっとも、あなたに知る覚かく悟ごがあればの話ですけど」

「安い挑ちよう発はつだな」真壁トキオは動じない。「だが、乗っておこう。ここまで来て手ぶらで戻るわけにはいかないからな」

　サキが歩き出すと、彼は黙だまってついてきた。沈ちん黙もくを苦にしないようで、据すわり目の無ぶ愛あい想そはまったく変化なし。二人の靴くつ音おとだけが反はん響きようする。

　まさか、こんな形で連れ立って歩くことになるなんて……。斜め後ろの気け配はいをひしひしと肌はだに感じる。息がつまりそうなのは、沈ちん黙もくのせいか、緊きん張ちようのせいか。胸がバクバクする。どうしよう、なんでもいいから声をかけるべき？　けれど、言葉が出てこない。

　結局、何も話せないまま、黙もく々もくと歩いた。
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　館内のエレベーターでさらに地下に下り、仄ほの暗ぐらい廊下を進んだ。移動中、前を歩く久く羽ば城しろサキは一ひと言こともしゃべらなかった。怒っているのだろうか。

　やがて厳げん重じゆうな扉とびらに行き着いた。久羽城サキが認にん証しようチェックを済ませて開ける。

　内部は、ドームのような半球状の空間になっていた。一面のっぺりとしている。中央に円えん卓たくがあるだけ。床が仄かに発光し、足あし元もとから部屋を薄く照らし上げている。

　卓たく上じようが輝き、ホログラムの操そう作さ盤ばんが浮かんだ。久羽城サキは、オーケストラの指し揮き者しやのように両手を振るって操作し、ファイルやコマンドの類たぐいを目まぐるしく展開させながら言う。

「あなたにはあなたの理由があるように、《ＭＩＭ》には《ＭＩＭ》の理由があります。それを今から見せましょう」

　セキュリティーを解除し、機き密みつコードにアクセス。床の照しよう明めいが消えた。

　真まっ暗くらになった直後、部屋全体がスクリーンと化し、映えい像ぞうが流れ出す。

　境きよう界かい都市と思われる街まち中なかだった。繁はん華か街がいの一いつ角かくだろうか。時間帯は夜。星空とネオンの輝きの下、大おお勢ぜいの通行人が行き交っている。

　トキオとサキは雑ざつ踏とうの中にいた。通行人とぶつかりそうになるが、相手はトキオの体を通り抜けていく。バーチャルだ。しかし、本当にその場にいるような気がするほど、リアリティーに溢あふれていた。

　呆あつ気けに取られていると、突然、眩まばゆい光が夜の街を照らした。

　どこからともなく巨きよ大だいな光の柱はしらがそびえ、天に昇っていく。

「黙もく示し録ろくの始まりです」

　久羽城サキは言った。




　地上から昇った巨大な光の柱。その内から流りゆう星せいが飛び散り、まるで枝葉を伸ばすように幾いく重えにも分散しながら、闇やみ夜よを引き裂さいていく。そして、枝葉の先に続々と花が咲いた。七色に揺らぐ光の円えん紋もん花か──魔ま法ほう陣じんだ。百ひやつ花か繚りよう乱らん、乱れ咲く。

「世せい紀き末まつの予よ兆ちよう……ヒカリの大たい樹じゆは、世界中に枝葉を伸ばし、星全体を包んでいきます」

　バーチャルの群ぐん衆しゆうが足を止めて異い変へんを見上げた。光の枝葉は地平線の彼方かなたまで伸び、空一面を魔ま法ほう陣じんの花で埋め尽くしていく。

　そして、異コ世ン界タ干ク渉ト──幾いく千せん幾いく万まんの魔法陣から、いっせいに異ア界ニ種マが召しよう喚かんされた。途と方ほうもない数に空が濁る。群ぐん衆しゆうがパニックを起こして逃げ惑まどう。

　魔導士マギウスの部ぶ隊たいが駆かけつけ、無む尽じん蔵ぞうに降り注そそぐ異い形ぎようの種しゆと交戦を開始した。しかし、圧あつ倒とう的な物量差の前に、一人、また一人と倒れ、食われ、蹂じゆう躙りんされていく。

「神様は七日間で世界を作ったと言います。けれど、この黙もく示し録ろくでは、たった一日で地球上のすべての生命いのちが根絶やしにされるのです」

　不ふ意いに、場面が変わった。

　路ろ面めん電車が走る大通り。見たこともないドラゴンが飛ひ来らいし、激しい炎ほのおを吐く。迫り来る紅ぐ蓮れんの嵐あらしに、トキオはバーチャルとわかっていても体が仰のけ反ぞった。路面電車が一いつ瞬しゆんにして業ごう火かに吞のまれ、乗客は生きながらにして焼かれる。絶ぜつ叫きよう。悲鳴。もがき苦しむ人々の影。

　ただの映えい像ぞうだとしても胸むな糞くそが悪い。三年前の大だい災さい厄やくを思い起こさせる。

「これが、黙示録……そういう作品か？」

「いいえ、現実です。正確には、これから起ころうとしている未来……」

「未来？」

「にわかには信じがたいでしょうけどね」

　久く羽ば城しろサキは、自じ嘲ちよう気ぎ味みに言って、ヒカリの大たい樹じゆを睨にらんだ。

「《ＭＩＭ》には、代々伝わる魔導具オラクルがあります。百年前、最初の異コ世ン界タ干ク渉トが起きたときに現れた魔ま導どうの遺い物ぶつ〈アーケインの瞳ひとみ〉──それは、未来のビジョンを映す鏡かがみでした。この映えい像ぞうはそれを魔ま導どう技術で記録したものです」

　また、場面が飛ぶ。

　学校の校舎。学生たちが廊下を走って逃げている。それを追うのは、三つの頭を持つ狂きよう犬けんのＡ級異ア界ニ種マ、ケルベロス。別々の口で生徒たちの首を食いちぎっていく。肉が裂さけ、血が飛び散る。生々しい光こう景けいに、久羽城サキは顔を背けたまま、話を続けた。

「ビジョンに現れた未来を避けるには、元げん凶きようとなる芽めを摘つむ必要があります。そうすれば未来を避けられた証あかしにビジョンは消えるのです。《ＭＩＭ》はそうして今まで、いくつもの災厄を打ち消してきました。と言っても、〈アーケインの瞳〉の存在は《ＭＩＭ》の中でも極ごく秘ひとされているので、ほとんどの魔導士マギウスは、何も知らずに命令に従うだけですけど」

　場面転換──ダウンタウン。大災厄の傷きず痕あとが残る街に、追い打ちをかけるように異ア界ニ種マの群れが雪な崩だれ込む。《ＤＯＧ》の野の良ら犬いぬたちが為なす術すべなく犬死にしていく。

「ビジョンは、出来事を映すだけで、元凶まではわかりません。ですから、あらゆる可能性を潰つぶしていく必要があります。もちろん、上う手まくいかないこともありました。三年前の大災厄もそうです。あれもビジョンで予見されていましたが、防ぐことはできませんでした」

　地球上のどこかの街──あたりには死体が散乱している。生存者の姿すがたはなく、サイクロプスをはじめとする大型の異ア界ニ種マが、我が物顔で徘はい徊かいしている。

「このビジョンは、異コ世ン界タ干ク渉トが始まった当初から現れていたそうです。百年もの間、私たち魔導士マギウスは黙もく示し録ろくを回かい避ひするために存在してきました。いつ訪れるかもわからない世せい紀き末まつから世界を守るために──そんな中、一週間ほど前、〈アーケインの瞳ひとみ〉によって来訪者の到来が予見されたのです。異世界に存在するかもしれない人類。《ＭＩＭ》の中ではエトランジェとして伝わってきた可能性。ビジョンに映ったのはシルエットだけでしたが、異世界の存在を確かなものとするその来訪者こそが、黙示録の元げん凶きようではないかと我々は考えました」

　上空からの景色けしき。境きよう界かい都市を一望できる。街は壊かい滅めつして火の海。地上も上空も、異い形ぎようの種しゆで溢あふれ返り、人類が築き上げた世界は見る影もない。

　久く羽ば城しろサキは、世界の行く末を見つめて告げた。

「これが──この絶望の未来が、私たち魔導士マギウスの理由です」

　黙示録を呼んだヒカリの大たい樹じゆは、神こう々ごうしく輝きながら、天高くそびえ続けていた。
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　映写ルームを後にし、来た道を引き返す。行きと違い、トキオとサキは並んで歩いた。黙示録を見ていた時間は十分にも満たないだろう。

　終しゆう止し符ふを打たれた未来──あれが世界の成れの果てだというのか。

「確かに、にわかには信じられない話だな」トキオは憮ぶ然ぜんと言った。

「でも、事実です」サキは神しん妙みように返す。「〈アーケインの瞳〉で予見された未来は、その芽めを摘つんでビジョンを打ち消さない限り、必ず現実になります。この百年間、数々のビジョンが現れては消え、いくつかは現実になってきました。過去の事例が証しよう明めいしているのです」

「《ＭＩＭ》が魔ま導どうの流る布ふを禁じるのも、それが理由か？」

「ええ。黙示録の芽が生まれないよう、魔導の技術と資し源げんを管理しなくてはなりません」

「けど、それが黙示録の阻そ止しに効果があるかどうかは微び妙みようだな。ビジョンが消えていないということは、意味がないってことじゃないのか？」

「世界の延命に成功しているとも考えられます」

「それを言いい訳わけに、魔導士マギウスの権けん益えきを守っているとも受け取れるがな」

「なっ……《ＭＩＭ》を率ひきいる立場の人間は、全員あの黙示録を見ているのです。そんなつまらないことを考えたりしませんっ」

「どうだろうな。みんながみんな、あんたみたいに単純じゃないだろう」

　トキオが否定的な見解を述べると、サキは不快を露あらわにした。

　でこっぱちを怒らせてもしかたない。少し本題を逸それたな。一歩引いて話を戻そう。

「まあ、今はそれより黙示録だ。あんたの話だと、ビジョンに映るのは結果だけで、元げん凶きようまではわからない──可能性を潰つぶしても、ビジョンが消えるかどうかで初めてアタリハズレが判明する──そういうことだよな？」

「あの子が黙もく示し録ろくの芽めである確かく証しようはない、と言いたいのでしょう？　それは私たちも十分に理解しています。ですが、あらゆる可能性を当たらなくてはなりません。百年目にして初めての来訪者──今まで定義上に過ぎなかった異世界とその住人の存在を裏付ける生き証しよう人にん──これ以上の要因は他に見当たらないですし、最悪の結果を防ぐためにも、彼女を保ほ護ごしなくてはならないのです」

「それは、あんたが言っているだけだろ」

「……やっぱり、信じてもらえませんか」サキは視線を伏せた。

「そうじゃない」トキオは言葉を加える。「あんたはそう思っていても、他の魔導士マギウスは違うかもしれないだろ」

「どういう意味ですか？」

「あいつを守ることが黙示録の阻そ止しにつながる、とあんたは考えている。だけど、逆に考えるやつもいるはずだ。あいつを始し末まつすることが黙示録の阻止につながる、と」

「そ、そんなことは……」

「ないとは言い切れない」トキオは断言した。「《ＭＩＭ》だって一枚岩じゃないだろ。暗あん殺さつなんてこともあり得る。そういう不安を払ふつ拭しよくできないから、乙おと姉ねえは、俺おれたちのことを黙だまっていたんだろう。本当に《ＭＩＭ》が信用できるなら、とっくに報告していたはずだ」

「それは……」

「まあ実際問題、何が引き金になるかわからない以上、下へ手たに手出しもできないだろう。保護っていうのも、様よう子すを見たいからだろうな。けど、その上で、それらしい兆ちよう候こうが現れたそのときは、手をかけることも厭いとわない──それが《ＭＩＭ》の算段だ。世界の守もり人びとを自じ負ふするならそれぐらいやってのけるだろ？　三年前と同じように。あのとき《ＭＩＭ》は、大おお勢ぜいの命を犠ぎ牲せいにしてでも〈ダイダロス〉を止めようとした。結果は明らかに失敗だったけどな」

「……っ」サキは俯うつむき、黙だまり込む。眉まゆがへの字を描いていた。

「別にあんたを責めているわけじゃない。本当のところ、あいつを守ることが正解とも限らないわけだしな」

「だったら……あなたは、どうなんですか？　迷いはないのですか？　彼女を──妹さんかもしれない彼女を守ることが、黙示録につながるかもしれない。彼女こそが黙示録を呼ぶのかもしれない。何が正解かわからない中で、彼女を守り、もしものときは……その覚かく悟ごが、あるのですか？」

「……さあな」

「誤ご魔ま化かさないでっ」サキが目の前に立ちはだかる。

　トキオは一直線な眼まな差ざしを受け止めた。《ＭＩＭ》が言う来訪者──エトランジェが、黙示録を呼び、世せい紀き末まつの魔ま女じよになりえるのか。そうだとしたら、どうすればいいのか。

　あいつの命と世界を天てん秤びんにかけるのか。

「……わからない」素直に答えた。「でも、俺おれのやることは変わらない。あいつを守ってカナミに関する謎なぞを解き明かす。もし何かあったら……そのときは、そのときだ」

「そんなの……無責任です」

「かもな。けど、自分が信じる道を進むしかない。あんただってそうだろ？」

　トキオは答えを待たずに進む。

　サキは横に避け、肩を並べて歩いた。




　　　　　　　　　　＊




　乙おと原はらリョウカは、仕事用の眼鏡めがねをかけてモニターをチェックしていた。少女の容よう態だいをデータ化しようとしているが、数すう値ち計けいは乱らん数すうを示しており、画が像ぞう診しん断だんにいたっては何も写し取ることができない。一方で、魔ま導どうの計測器には顕けん著ちよに反応が出ている。

「やっぱり、異ア界ニ種マと同じ。存在自体が魔ま法ほう……まさに魔法少女ね」

　魔導システムで診みる限り、容態は安定していた。危険な域は脱したようだ。カプセル越しに観察したところ、透とう明めい現げん象しようも収まっている。

「カナミちゃんの記き憶おくを持っていて、人格までそっくり……普通の人間ならまだしも、この子の場合、どう分ぶん析せきしたものかしらね」

　魔法生命体とでも呼ぶべき存在に、医学的ないし科学的な解かい釈しやくが通用するかどうか、微び妙みようなところだ。生命の在り方そのものが、この世界の概がい念ねんから外れているのだから。

　異世界人はみんなこうなのかしら。それとも、この子だけ……？

　百年の沈ちん黙もくを破って現れた来訪者──異世界の人間と考えるのが妥当だけど、異世界人そのものではなく、異世界人の魔法で生み出された存在──そんな可能性も、なくはない。もしそうなら、カナミちゃんの記憶と人格を宿す謎なぞについても、また違うアプローチが……。

「んん……」

　少女がもぞもぞと動いた。処しよ置ちはもう十分みたいだ。モニターをチェックして問題ないことを確かく認にんし、装そう置ちを止める。カプセルを開き、眠っている少女にワンピースを着せる。

　そのとき、少女の目め尻じりに光るものを見た。涙……泣いている？

　指先でそっと拭ぬぐう。少女は微かすかに目を開けた。

「……乙おと姉ねえ、ちゃん？」

「はぁーい」笑顔で陽気に手を振る。

　少女はぼんやりしながら微笑ほほえみ返し、左右に目を配った。

「お兄にい……トキオくん、は？」

「大だい丈じよう夫ぶ、一いつ緒しよよ。すぐ戻るから、ゆっくり休んでなさい」

　頭を撫なでてやると、少女は穏おだやかに目を閉じた。こうしていると本当にカナミちゃんと一緒にいるような気がしてくる。見た目は違うけれど、存在感というか、空気が似ている。

　まるで生まれ変わりみたい。

「──っ」

　不ふ意いに、少女がパチリと目を開けた。

　直後、カタカタと部屋が揺れ始める──地じ震しん？

　震しん動どうは徐じよ々じよに大きくなっていった。何かが近づいてくるかのよう。

　少女は仰あお向むけのまま、天てん井じようを見み据すえて言った。

「乙おと姉ねえちゃん、逃げて」

「え？」

　震動が一気に強まる。頭ず上じようで轟ごう音おんが響ひびいた。立っていられない。乙おと原はらリョウカはよろめいて肩から壁にぶつかった。眼鏡めがねが外れて落ちる。

「な、何事？」

　顔をしかめて見上げた天井に、亀き裂れつが走る。

　隙すき間まから光が差した。血のような赤い彩さい光こう。

「この光……まさか……っ」
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　突然の激震が襲おそったのは、二人がエレベーターを降りた直後だった。

　サキが「きゃっ」と悲鳴を上げてよろめき、トキオの胸に倒れ込む。

　揺れはすぐに収まった。雷かみなりでも落らつ下かしたような一いつ瞬しゆんの出来事だった。

「な、なんです？　今の？」

「さあな」

　視線を交わす。至し近きん距きよ離りに気づいたサキが、ハッとなってトキオを突き飛ばし、慌あわてて壁まで後退した。トキオは気にせず視線を流す。

「地震じゃないな。それに、近い」

「そ、そうですね。何かあったのでしょうか」

　顔を見合わせた二人は、同時に駆かけ出した。急いで少女と乙姉のもとへ。

　廊下の先、扉とびらがひしゃげて倒れている。粉ふん塵じんが舞っていて、視し界かいは不良。部屋の内部に赤い発光がぼんやりと見える。妖あやしく明めい滅めつしている。

　トキオは改造銃じゆうを、サキは魔導具オラクルを、それぞれ手にした。

「異ア界ニ種マでしょうか。異コ世ン界タ干ク渉トの警けい報ほうは鳴っていませんが」

「俺おれが先に入る。あんたは外で様よう子すを見ろ」

「ちょっと、勝かつ手てに決めないでくださいっ」

「何がいるかわからない。共倒れは避けるべきだ。背中はあずける」

　トキオは走りながら言って、返事を聞かずに前へ出る。そのまま突とつ入にゆう。

　部屋は、天てん井じようにぽっかりと穴が開き、瓦が礫れきが積もって山になっていた。穴の向こうに半はん壊かいした地上の施設が見える。星空まで覗のぞいていた。

　そして、うっすらと漂ただよう粉ふん塵じんの中、瓦礫の山に立つ人ひと影かげが一つ。

　その口元が皮ひ肉にくそうに笑う。見慣れた笑い方。すぐにわかった。

「レイジ……っ!?」

「よう、トキオ。こんなところで奇き遇ぐうだなあ──なんつって」

　浦うら木きレイジは、冗じよう談だん交じりに挨あい拶さつし、左手で前まえ髪がみを搔かき上げる。

　トキオは改造銃じゆうをかまえて警けい戒かいしつつ、その姿すがたに少し安あん堵どした。てっきり、クラブハウスの一件で大おお怪け我がをして病院に送られ、そのまま《ＭＩＭ》に捕らわれたものと思っていた。

「……無ぶ事じだったんだな」

「まあ、生きていることを無事と言うなら、無事だけどな。こっちはこっちでいろいろと大変だったんだぞ。ホント、いろいろとな」

　皮肉たっぷりな物言いを聞きつつ、トキオは室内に目を配る。少女と乙おと姉ねえはどこだ？　カプセルベッドがあった場所は瓦礫に埋もれている。まさか……。

　粉塵が徐じよ々じよに落ち着き、奥に淡い光の膜まくが浮かび上がった──いた。部屋の隅すみに〈ドリアードの杖つえ〉が立って結けつ界かいを張っている。その中で、少女がしゃがみ込んでいた。傍かたわらには乙姉が倒れている。頭から出血し、意い識しきがないようだ。

「乙姉……っ！」

　トキオの声に少女が振り向き、告げる。

「大だい丈じよう夫ぶだから」

　手元が仄ほのかに光っていた。魔ま法ほうで治ち療りよう中。

　トキオはうなずき、レイジに視線を向け直す。

「何をしに来た、レイジ。だいたい、どうしてここが……」

「何をしにって、わかり切ったことだろ。この前の続きだよ。ここがわかったのは……第六感みたいなもんさ。臭におうんだよ、魔ま女じよの匂においが、ぷんぷんと」

「冗じよう談だんに付き合う気はない」

「相変わらず、つれねえなあ。じゃあ、どうする？　力ずくで黙だまらせてみるか？」

「そうさせてもらう」

　発はつ砲ぽう──トキオは躊ちゆう躇ちよなくトリガーを引いた。話なら後でいくらでも聞いてやる。まずは無力化することが先決。改造銃で気き絶ぜつさせてしまえば……。

　だが、その狙ねらいは、思いもよらぬ形で崩くずされた。レイジが左腕を薙なぐと、宙ちゆうに赤い閃せん光こうが走って円えん紋もんが現れた。障しよう壁へきとなって光こう弾だんを搔かき消したそれは、魔ま法ほう陣じん。

「──ッ!?」

　トキオは言葉を失い、愕がく然ぜんと目を見開く。

　レイジが魔法陣を使ったことはもちろん、変へん貌ぼうしたその左腕の姿すがたに、絶ぜつ句くした。

「驚いたか？」レイジは得とく意い気げに言う。「俺おれもびっくりしたぜ。一度死んで起きたら、こんなもんがくっついてたんだからな。魔ま女じよの嬢じようちゃんに腕を吹っ飛ばされたときは、殺してやりたいほど腹が立ったけど、今じゃ感謝してるよ。結果オーライってやつさ」

　死んだ？　腕を吹き飛ばされた？　本当か冗じよう談だんか、疑問はちらつくが、浮かんだその場から零こぼれ落ちていく。レイジの左腕に、トキオの意い識しきと全ぜん神しん経けいは釘くぎ付づけにされた。

　不ぶ気き味みに脈みやく打うつ赤黒い異い形ぎようの腕。まるで死しに神がみか悪あく魔まのような──フラッシュバック──三年前の大だい災さい厄やくでカナミを消し去り、恐きよう怖ふと絶望をつきつけた、あの腕と瓜うり二つ。

　ドクン、と心しん臓ぞうが跳ねる。急に息苦しくなった。

「お前……その腕……どうして」

「人が死んだのをいいことに、イカれた博士はかせが勝かつ手てに改造してくれてな。三年前の大災厄の遺い物ぶつ──〈ダイダロスの腕〉──コイツが俺を生き返らせたのさ。おかげ様で、俺は魔ま導どうを超える魔法の力を手に入れた。もうただの野の良ら犬いぬじゃない」

　大災厄の遺物──〈ダイダロスの腕〉──瓜二つどころか、本物？

「どうしたよ、トキオ。顔が真まっ青さおだぜ。こいつにビビったか？」

「……ッ」

　声が出ない──出せなかった。

　激しい動どう悸きに襲おそわれ、額ひたいに脂あぶら汗あせが滲にじむ。

「おいおい、震えてるじゃねえか。どんな異ア界ニ種マが相手でも顔色一つ変えないお前が、冗談だろう？　もういっぺん撃うってみろよ。ほら、撃てって」

「くッ……！」

　指が震え、言うことを聞かない。義ぎ手しゆがいかれた？　両手で銃を握り直す。

　しかし、撃てない。左手のほうが震えは激しく、余よ計けいに照しよう準じゆんがぶれてしまう。まるで呪のろいにでもかけられたように、指一本まともに動かせなかった。なぜだ、どうして……。

「くくく……くははははははははは！」

　レイジは声高らかに笑う。見開かれた目は常じよう軌きを逸いつした感がある。

「がっかりだぜ、トキオ」すっと真顔に戻り、左腕で赤い魔法陣を生んだ。「まあ、せっかくだし、少し遊んでやるよ。こっちも試運転を兼ねているからな」

　中心から閃せん光こう。螺ら旋せんを描くように、深しん紅くの魔ま弾だんが発はつ射しや、拡散した。

　トキオは足がすくんで動けない。三年前のあの日のように、何もできず、迫る魔弾を、ただ見ていることしかできない。

　そのとき、背後から、青白い流りゆう星せい群ぐんが飛ひ来らいした。トキオを避け、左右頭ず上じようから回り込んで魔ま弾だんを相そう殺さい、撃うち落とす。

「何をしているのです。正面まで任された覚えはありませんよ」

　サキが、軽く叱しつ咤たしながら、待ち切れずに突とつ入にゆうしてきた。

「御お嬢じよう様さまもいたのか」レイジは悠ゆう々ゆうと笑う。「いつの間にそういう仲になったんだ？　美少女二人をはべらせるとか羨うらやましすぎだろ。まあ、片方は俺おれがもらってくけどな」

「させません。こちらは二人。二対一です。たとえ遺い物ぶつの力があろうとも、あなたに勝ち目はありませんよ」

「二対一？　どうかな。一人は戦意喪そう失しつしたみたいだぜ？」

「え……？」

　サキは横目にトキオの異い変へんを見て取る。呼吸が乱れ、青ざめている。銃じゆうをかまえてはいるものの、凍りついたように動かない──動けない。

「どうしたのですか、真ま壁かべトキオ」

「ビビっちまったんだとよ」レイジは呆あきれ顔で左腕を頭上にかまえた。「けどまあ、数合わせってことなら、こういうこともできるんだぜ？」天てん井じようの穴を塞ふさぐように魔ま法ほう陣じんを生む。中心に魔ま力りよくが集つどい、異い形ぎようの種しゆを形作る。
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　翼つばさを生はやした四し足そくの巨きよ獣じゆう。獅し子しの体に鷲わしの頭。Ａ級異ア界ニ種マ、グリフォン。

　着ちやく地ちと同時に風圧が舞った。けたたましい咆ほう哮こうが空気を震わせる。

「異ア界ニ種マを、召しよう喚かんした!?」サキは啞あ然ぜんとする。

「傑けつ作さくだろ？」レイジは口くち端はを吊つり上げる。「俺おれとしちゃあ、この腕が手に入った時点で魔ま女じよに興きよう味みはなくなっちまったんだけどな。そこはまあ、ビジネスってやつさ。《ＭＩＭ》にみすみす奪うばわれるのも面白くねえし。てなわけで、これで二対二──いや、逆に二対一になっちまったな。さあ、どうするよ、一等官の魔導士マギウス様」

「……私一人で十分です」

　サキは、棒ぼう立だちのトキオから視線を切り〈カトレイアの弓〉をかまえた。

　レイジは、手前にグリフォンを従え、瓦が礫れきの山の上から二人を見下ろす。

「さて、それじゃあ、さくさくっとやっちまうか」

　言うや否いなや〈ダイダロスの腕〉を薙ないだ。魔ま法ほう陣じん展開。深しん紅くの魔ま弾だん連れん射しや。

「自動速射陣ラピツドフアイア！」

　サキが魔ま導どう陣じんを呼んで射いる。光の矢が機関銃ガトリングのように迸ほとばしり、魔弾と相そう殺さいし合う。

　互角──だが、横からグリフォンが迫った。鋭い爪つめで襲おそいかかる。サキは飛び退のいて二の矢をかまえるが、やはり一手遅れる。レイジが先に新たな魔法陣を展開、魔弾を発射した。その狙ねらいはサキではなくトキオ。相殺は間に合わない。

「──っ!?」

　棒立ちのトキオにサキは体当たりし、もろとも倒れた。魔弾が頭ず上じようをかすめる。すかさず起き上がるサキだが、グリフォンの尻尾しつぽで薙ぎ払われる。とっさに魔導具オラクルでガードするも、吹き飛ばされて壁に背中を強打、衝しよう撃げきで息が詰まる。崩くずれ落ちて動けない。

　その窮きゆう地ちを目まの当たりにしても、トキオは、微動だにできずにいた。自分でも、どうしてなのかわからない。なぜ動かない。なぜ奮ふるわない。あんな腕一本に、どうしてこんな……。

　しかし、その腕一本によってもたらされたかつての恐きよう怖ふと絶望がフラッシュバックし、身も心も呪じゆ縛ばくされてしまう。

　ふっと影が差した。グリフォンの足が降ってくる。

「がはッ！」

　逃げることもできず、トキオは踏み潰つぶされる。爪が肉に食い込み、圧で骨が軋きしむ。

　瓦礫の山から下りてきたレイジが、余よ裕ゆう綽しやく々しやくと見下ろした。

「なんて無ぶ様ざまな有あり様さまだよ。俺が知っている真ま壁かべトキオは、どこに行ったんだ？」盛大にため息をつき、サキに目を向ける。「さて、御お嬢じよう様さま、チェックメイトだ。魔導具オラクルを消しな。こいつがグシャッといっちまうぜ？」

　その言葉に応じて、グリフォンが体重をかけてトキオを押し潰した。

　トキオは耐え切れず呻うめく。ダメだ、応じるな──目でサキに訴えた。俺のことなんか放っておけ。天てん秤びんにかけるまでもないだろ──いや、言われなくてもそうするか。世界の守もり人びとを自負する魔導士マギウスなら、何を優先するべきか、わかっているはず。

　だが、起き上がったサキの瞳ひとみは、迷いで揺れていた。

「早くしな。それとも、やっぱ魔導士マギウスにとっちゃ、野の良ら犬いぬの命なんてゴミクズ同然か？」

　レイジの声に合わせ、またグリフォンが力を込める。

「ぐッ、ああああああッ」トキオは抗あらがえず声を上げた。

「ま、待ってっ！」

　サキが慌あわてて止める。そして苦く渋じゆうに満ちた表情で〈カトレイアの弓〉を解いた。

「まあ、あんたには無む理りだよな。ましてやこいつが人ひと質じちなら」レイジは鼻で笑う。サキ自身も気づいていない心を見み透すかすように。「そのまま動くなよ。さて、次は本命だ。ほら、魔ま女じよの嬢じようちゃん、いつまで外がい野やにいる気だ？」

　部屋の奥に視線を流すと、軽く左腕を向けた。魔ま法ほう陣じんを展開し、魔ま弾だんを発はつ射しや。少女の結けつ界かいを撃うち破る。

〈ドリアードの杖つえ〉が砕くだけて飛び散った。それでも少女は乙おと姉ねえの治ち療りようを続ける。病み上がりのように疲ひ労ろうの色は濃く、苦しそうに息を切らしていた。

「こっちに来な。でなきゃ……言わなくても、わかるよな？」

　少女の顔に動どう揺ようが走る。しかし、グリフォンに踏み潰つぶされているトキオを見つめると、静かに表情を引き締しめた。治療の手を止め、覚かく悟ごして立ち上がる。

「ダメだ……ッ」

　トキオは声を絞しぼり出した。だが、レイジに顔面を蹴けり飛ばされ、脳のう震しん盪とうを起こして意い識しきが朦もう朧ろうとなる。レイジがもう一発お見舞いしようと足を振り上げる。

「やめて！」少女が声を震わせた。「言う通りにするから、もうやめて」

　そう言って、自分を差し出すように前に出た。

　レイジが左手をかざす。赤い魔法陣から、光の輪がいくつも浮かび、少女を囲う。そして左手を握り締めると、輪は縮んで鎖くさりを象かたどり、華きや奢しやな体を拘こう束そくした。その身に食い込む。

「う、うぅぅ……うああああああああッ！」

　少女は苦痛に喘あえぎ、悲鳴を上げて倒れた。

「ああ、悪い悪い。まだ加か減げんが難しくてな。取とり説せつがねえから探り探りなんだわ」

　レイジは半笑いで、左手を軽く握り閉じして拘束の力を調ちよう整せいした。そして少女を担かついでグリフォンの背に乗せ、自分もまたがり、トキオを蔑さげすみ見る。

「皮ひ肉にくなもんだ。一番厄やつ介かいだと思っていたお前が足を引っ張るとはな。この腕にどんなトラウマがあるのか知らねえが、悪く思うなよ。俺おれを敵に回したのは、お前なんだからな」

　グリフォンが翼つばさをはためかせ、風を巻き起こして舞い上がる。

「ま、て……」

　トキオは力なく手を伸ばす。遠ざかっていく少女の姿すがたがカナミと重なる。

　しかし、少女は、助けを求めはしなかった。

「もういいよ、トキオくん」

　そう言って、笑顔を見せた。

「わたしのことは、気にしないで。もういいの……もういいから」

　グリフォンは天てん井じようの穴を抜け、夜空に昇った。レイジが眼がん下かに左手をかざす。狂きよう気きと暴ぼう力りよくの光が真まっ赤かな円えん紋もんを咲かせる。

「置き土産みやげだ、遠えん慮りよなく受け取りな」

「やめて！」

　少女の懇こん願がんを無視し、レイジは魔ま弾だんを放った。施設に着ちやく弾だんして爆ばく発はつ、炎ほのおが上がる。地じ響ひびきを上げて建物が崩ほう落らくし、瓦が礫れきの雨が地下に降り注そそいだ。
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「……衝波陣インパルス！」

　地下を埋めつくした瓦礫の山。その隙すき間まから青白い閃せん光こうが漏もれた直後、一いつ瞬しゆんの波動がすべてを吹き飛ばした。空間が開ける。

「……ふぅ」

　サキは〈カトレイアの弓〉を消し、疲ひ労ろう感かんをにじませた。

　危き機き一いつ髪ぱつといったところ。防護陣バリアントと衝波陣インパルスで難は逃のがれたけれど、肝かん心じんのエトランジェは攫さらわれてしまった。これでもう何度目だろう。少女を目前にしておきながら苦く汁じゆうを舐なめさせられるのは。しかも、今度は奪うばわれた相手が悪い。

「……っ」

　サキは戦犯とも呼べるトキオを睨にらんだ。彼は大だいの字じになって天井の穴の向こうをぼんやりと見上げている。なぜ、ああもやられっぱなしだったのか。人ひと質じちにまでされて……怒りを覚える一方、何か理由があるのだろうとも思う。

　先に、乙おと原はらリョウカのもとへ急ぐ。

「リョウカさんっ、リョウカさんっ」

「ん……あら、サキちゃん。おはようのキスでもしてくれるのかしらん？」

「しません」サキは安あん堵どの笑えみを浮かべる。「よかった。大だい丈じよう夫ぶですか？」

「ああ、うん、そうみたいね。妙みように頭が冴さえてるわ。元々だけど」

　乙原リョウカは頭を押さえて立ち上がった。手にべっとりと血がつく。しかし、頭部に傷はない。少女の魔ま法ほうのおかげだろう。

「──で？　あいつは何を黄昏たそがれてるわけ？　あの子はどうしたの？」

「それは……」

　サキが返答に窮きゆうすると、乙原リョウカは事情を察したのか、それ以上は問わなかった。トキオのもとへ向かい、その頭を爪つま先さきでこつんと蹴ける。

「惚ほうけている暇ひまはないわよ。次はこっちのターンでしょ？」

「……何も、できなかった」

　彼は、虚うつろな目で呟つぶやいた。

「あのときと、同じだ……何も変わってない。俺おれは、あのときから、何も……」

「立ちなさい」

　乙原リョウカが襟えり首くびをつかむ。だが、トキオは木で偶く人形のように反応がない。またあのゲンコツが落ちるのではないかとサキは思ったが、彼女は決して声を荒げなかった。

「まだ終わっちゃいないのよ。このままリタイアする気？」

「…………」

「あの子はどうするの？　カナミちゃんは？　全部あきらめるの？」

「…………」

「ここであきらめたら、それこそ何もできずじまいでしょ。自分を責めている暇があるなら立ちなさい。オオカミになれとは言わない。野の良ら犬いぬなら野良犬らしく、地べた這はいつくばってでも食らいつきなさいよ。この世界であの子が頼れるのは、あんただけなんだから」

「…………」

　トキオは下を向いたまま答えない。抜け殻がらも同然だ。

　乙原リョウカは少し様よう子すを見ていたが、やがてパッと手を離した。物のように無む造ぞう作さに倒れた彼に冷たく背を向け、サキを振り返る。

「取り返しに行くわよ。サキちゃんも手伝って」

「え……でも、どこに連れて行かれたのか……」

「大丈夫。今後のことも考えて、あの子には発信機をつけといたの。まさか、こんなすぐに役立つとは思わなかったけど、我ながらグッジョブよね。あたしは準備をしてくる。サキちゃんはマサムネに連れん絡らくして。十分後に駐ちゆう車しや場じようで合流。おけ？」

「は、はい」サキはうなずき、トキオを見る。「あの、彼は……」

「姉として弟の面めん倒どうは見るけど、男の面倒までは見切れないわねえ。そーゆーわけで、あとよろしく。煮にるなり焼くなり好きにしてちょうだいな」

　乙おと原はらリョウカはひらひらと手を振って部屋を出て行った。




　一度、廊下に出て、理事長の志し木き堂どうマサムネに報告を入れる。状況を伝えると、だいぶ驚いていた。乙原リョウカの行動は、彼も知らなかったようだ。マサムネは本部に連絡して早急に対応を考えると言い、電話を切った。

　さて、これからが大変だ。少女はおそらくダウンタウンのどこかだろう。すべての野の良ら犬いぬが浦うら木きレイジと通じているわけではないだろうが、《ＭＩＭ》の部ぶ隊たいが動けば《ＤＯＧ》と全面衝しよう突とつになりかねない。それを避けている猶ゆう予よもない。

　急がないと……でも、彼はどうしよう。

　部屋を覗のぞくと、真ま壁かべトキオは座り込んだまま、無気力に俯うつむいていた。

　覇は気きのない背中に、サキはそっと声をかける。

「……行かないんですか？」

「……行っても、邪じや魔まになるだけだ」トキオは自分の両手を見つめた。「体が言うことを聞かない。三年前の光こう景けいが頭をよぎって、あの腕を前にすると、竦すくんでしまう……自分でも、どうにもならない」

「だからって、おめおめと引き下がるんですか？　それでいいんですか？」

「いいわけあるかッ」床を殴なぐる。「だけど……行けば、また足を引っ張る。まだチャンスはあるんだ。俺おれがそれを潰つぶすわけにはいかない……」

　後ろ向きな発言にサキは苛いら立だちを覚えたが、それ以上に切なくもなった。

　行きたいけれど、行ってはいけない──彼はそう考えているのだろう。確かに、あの有あり様さまでは彼の同行がプラスになるとは思えない。むしろ不安要素のほうが大きい。下へ手たをすれば状況が悪化するだけ。そして、その先には、もしかしたら黙もく示し録ろくが……。

　真壁トキオはここで見限るべき。魔導士マギウスとしては、そう判断せざるを得ないところ。

　けれど……私が納なつ得とくできない。サキは彼のもとへ足を運ぶ。

「行かないほうがあの子のためだと？」

「……そうだ」

「そんなに、あの腕が怖こわいんですか？」

「……そうらしい」

「あの子を失うことよりも、ですか？」

「……っ」

　トキオの背中がぴくりと震える。

　サキは真後ろに立った。臆おく病びよう風かぜに吹かれた惨みじめな背中を見ていると、自分のほうが悔くやしくなってくる。これが、私が追っていた背中？　こんな負け犬みたいな……っ。

「怖こわいからあきらめる？　あなたにとって、あの子はその程度の存在だったんですか？　妹さんの代わりにすぎなかったのですか？」

「代わり……あきらめる……違う、俺おれは……」

「何もできないのではなく、何もしない。それは、あきらめと同じでしょう」

「……違う……俺がいたら、助かるものも助からない……だから……」

「御ご託たくはいいから立ちなさい！」

　サキは我が慢まんし切れず声を荒げた。彼の胸ぐらをつかみ、無む理りやり正面を向かせ、腑ふ抜ぬけた顔を睨にらみつける。優しくなんてしてやらない──してやるものか。

「あんな腕がなんですか！　《ＭＩＭ》も《ＤＯＧ》も敵に回してきたあなたが、今さら何を恐れるというのです！　相手が誰だれだろうと何だろうと関係ない、そうやってあの子を守ってきたのでしょう！　だったら最後まで責任を取りなさい！　余よ計けいなことに囚とらわれてないで、あの子のことを考えて、あの子のためを思って動きなさい！　それでも──それでも、あなたが動けなくなったら、また人ひと質じちにでもされたそのときは……」

　感情が先走って呼吸が乱れる。

　一ひと息いきついてサキは告げた。

「そのときは、もろとも射い抜ぬいて差し上げます。私も同じ轍てつは踏みません」

　少女が攫さらわれてしまったのは、彼のせいだけじゃない。自分のせいでもある。

　一人で背し負よい込まないでほしい。私もいる。私も覚かく悟ごを決める。だから、あきらめないで。一いつ緒しよに来て──そう言えたらよかったのに、口から出たのは違う文もん句くばかり。

　それでも、伝わるものはあったのか──真ま壁かべトキオは、サキの目を覗のぞき込んだ。何かを探すように──そして、何かを見つけたように、瞳ひとみの奥底に確かな光が宿る。

　彼は言った。

「でこっぱち」

「なっ……！」このタイミングで、それを言う!?

　絶ぜつ句くしたサキに、トキオは続ける。

「俺を殴なぐってくれ」

「な、殴る？」

「そうだ。手て加か減げんはいらない。思いっ切り──ぶはッ!?」

　最後まで言われる前に、サキは張り手をかましていた。顔面にクリーンヒット。小こ気き味みよい音が響ひびき渡り、真壁トキオは宙ちゆうで半回転して倒れ伏す。

「あ……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　自分でもびっくりするぐらいスナップがきいちゃった。

「う、うぅ」彼はよろよろと体を起こす。「ずいぶん食い気ぎ味みで来たな」

「すいません。いろいろ溜たまっていたもので、ここぞとばかりに、つい」

「……まあいい。おかげで少し目が覚めた」

　ぶっきらぼうに言って自力で立つ。目は据すわっている。それが平常。

　サキは小さく笑った。ふてぶてしさが戻りましたね……。

「もう平気ですか？」

「さあな」無ぶ愛あい想そも戻った。「ただ、あんたの言う通りだ。あいつを失うほうが、よっぽど怖こわい。あいつのことを考えて、あいつのためを思って……そのつもりでいたのに、こうも簡単に見失うなんてな」

「やっぱり、三年前のことが？」トラウマなのだろうか。

「結局、囚とらわれているってことなんだろうな。でも……」

　トキオは自じ嘲ちよう気味に嘆たん息そくし、部屋の奥に向かう。

　床に転がっていた壊こわれた杖つえを拾い上げた。少女の魔導具オラクル。魔ま弾だんによって破は砕さいされ、残っているのは、宝ほう玉ぎよくが飾られた持ち手の部位だけ。宝玉は欠け、亀き裂れつも入っていた。そこに宿る魔ま法ほうの光は、虫の息のように弱い。その儚はかない灯ともしびを見つめて彼は言う。

「繰り返すわけにはいかない。あのときとは違う。俺おれは野の良ら犬いぬで、あいつは……」そこで小さく首を振った。「あいつが何者なのか、どういう存在なのか、まだわからない。けど、それを確かめるためにも、行かなきゃならないんだ。また、何もできずに、何もせずに、後こう悔かいするところだった。あんたが気づかせてくれた……ありがとう」

　素直にお礼れいを言われ、サキは面食らった。逆に気き恥はずかしい。

「え、縁えん起ぎでもないですね。そういうのは全部終わってからにしてください。それと、どうせ感謝するなら、私のこと、いい加か減げん、ちゃんと名前で呼んでください」

「名前？　わかった……じゃあ、行くか、サキ」

「はい……って、ええっ!?　い、い、い、いきなり呼び捨てとかっ!?」

　不ふ意い打うちもいいところ。焦って声が裏返る。心しん臓ぞうの鼓こ動どうが加か速そくする。

「呼べって言ったのはそっちだろ」

「そ、それはそうですけど。そこは名みよう字じから入るのが普通と言いますか……ま、まあ、あなたがそう呼びたいと言うのであれば、私はかまわないですけど」

「別に呼びたいわけじゃない」トキオは素そっ気けなく返して歩き出す。「ほら、早くしろ。置いてくぞ、でこっぱち」

「なっ……あなたねえっ！」さっきまでしょげていたくせにっ。

　サキは顔を真まっ赤かにし、小走りで追いかけた。やっぱり無ぶ礼れい千せん万ばん。失しつ礼れい極まりない男。張り手じゃなくてグーにするべきでした。
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　ダウンタウン郊こう外がいの遊園地跡あと。ドーム型施設の天てん井じようが開いている。

　グリフォンに乗ってきたレイジは、開いた天井から中に入った。着ちやく陸りくし、拘こう束そくした少女を下ろして立たせる。異い形ぎようの左手をかざすとグリフォンは粒りゆう子しを散らして消えた。

　少女はおとなしかった。もっとも拘束してあるから動けないだろうが。

　壁の隠かくし階段が作動し、地下から漆うる島しまハイドが現れた。

「よう、戻ったぜ、オッサン」

「お待ちしていましたよ、レイジくん。その子が噂うわさの世せい紀き末まつの魔ま女じよですか？」

「ああ。で？　連れてきたはいいけど、どうすんだ？」

「魔女の力で眠り姫ひめを起こしてもらうんですよ。ちょっと下がってください」

　漆島ハイドは携けい帯たい端たん末まつを操そう作さした。部屋の中央部、微かすかな震しん動どうと共に床が開き、地下深くから何かが昇ってくる。

　電でん波ぱ塔とうに似た巨きよ大だい装そう置ち。頭とう頂ちよう部ぶにはパラボラアンテナのようなものがついている。ドームの開いた天井を抜けて高々と空へ伸び、遊園地の不ぶ気き味みなオブジェの中に溶け込んだ。

「戦せん略りやく型魔ま導どう兵へい器き〈天ヘ獄ルのヘ歌ヴ姫ン〉──ネーミングセンスがアレだよな。今さらだけど、本当に動くのか？　三年前の曰いわくつき……どこまで再現できるものやら」

　レイジは疑いの眼まな差ざしでタワーを見上げる。漆島ハイドは大おお仰ぎように肩をすくめた。

「心しん外がいですね。私の最高傑けつ作さくですよ？　エネルギー供きよう給きゆうの課題をクリアできれば、何ら問題はありません。三年前は《ＭＩＭ》が不完全な試作型を無む理りやり実戦投入したせいで、あの結果を招いたのです。この子に罪はありません。なのに廃はい棄きにされてしまって……」

「元アカデミーの研究開発者だったな。あんたはあんたで、連れん中ちゆうに恨うらみがあるわけか」

「いえいえ、私はただ自分が思い描いたものを造らずにはいられないのです。博士はかせの性さがというやつですよ。彼らのもとではそれができないから離反した、それだけのこと。この計画に誘ってくれたパトロンには感謝しています。もちろん、協力してくれたきみにも」

《ＭＩＭ》を裏切ったマッドサイエンティスト。こういう人間もいる。だからこそ野の良ら犬いぬたちは改造銃じゆうを手にできたし、秘ひ密みつ裏りに魔導の研究開発を進めることができる。

　それにしても……この忌いまわしい兵器を自分の手て札ふだに加えることになるとはな。三年前と同一のものではないが、自身の家族を含め、多くの命を無む慈じ悲ひに奪うばい去ったものだ、抵てい抗こうがないわけじゃない。開発中もずっと微かすかに迷いはあった。そこに蓋ふたをしていただけで。

　しかし、直じかに死を体験して思った。あの苦しみ。悔くやしさ。無念。三年前、どれだけの人が味わったのだろう。片親で二人の子を育てていた父──瓦が礫れきに挟まれて身動きが取れず、子供だけ先に逃がして魔導士マギウスの助けを信じ待っていた。喧けん嘩かばかりしていた姉あね貴き──定員オーバーのシェルターに拒こばまれ、弟だけでもお願いしますと必死に頼み込み、自分は外に残った。最後の抱ほう擁ようは痛いほど優しかった。二人とも多くの人々と共に生きる可能性を奪うばわれた……異ア界ニ種マではなく、魔ま導どう兵へい器きによって。

　あれを正当化するような《ＭＩＭ》には、同じ思いを味わわせなきゃならない。どんな手を使ってでも思い知らせてやる。たとえ、異ア界ニ種マの力に頼り、この悪あく魔まのような兵器に魂たましいを売ってでも。そうしなければ、死んでも死に切れない。

「レイジくん。魔ま女じよをこちらへ」漆うる島しまハイドがタワーの根元へ誘ゆう導どうした。

　十じゆう字じ架か型の魔導装そう置ちがある。そこに魔女狩りさながら少女を磔はりつけにした。

　少女には抵てい抗こうするだけの力はない。しかし、強い瞳ひとみでレイジを睨にらんだ。

「そんな怖こわい顔するなよ」

「どうして、あんなこと……」

「最後の一発か？　あれはただの時間稼かせぎさ。一等官の御お嬢じよう様さまが一いつ緒しよだったんだ、あれぐらいじゃ死なねえって。俺おれだって、あいつを殺したいわけじゃないんだぜ。もっとも……向こうから邪じや魔ましに現れたら、容よう赦しやしないけどな」

　しかし、あのトキオがああも簡単に折れるとは思わなかった。〈ダイダロスの腕〉はあいつにとって鬼き門もんらしい。三年前の大だい災さい厄やくで目もく撃げきしていたのだろうか。なんにせよ、こっちとしては好こう都つ合ごう。いっぺん死んで運が回ってきたか。風は今、俺に吹いている。

　野の良ら犬いぬに尊そん厳げんと自由を。魔導士マギウスに世せい紀き末まつを。《ＤＯＧ》の他チームに根回しをしている暇ひまはなかったが、魔導士マギウスの連れん中ちゆうを黙だまらせて野良犬共を奮ふるい立たせるには、この〈天ヘ獄ルのヘ歌ヴ姫ン〉の威い力りよくを見せつけるほうが話は早いだろう。

「ところで、レイジくん。腕の調子はいかがですか？」

　漆島ハイドが装置のセッティングをしながら聞いた。

　レイジは左腕を見る。違い和わ感かんはない。平常の今は、見た目も普通の人間の腕だ。

「上々さ。すっかり馴な染じんでやがる。魔ま力りよくを感じることもできるし、魔ま法ほうのほうは、ちぃと加か減げんが難しいが、後は慣れだろ。こいつの力は爽そう快かいだぜ。モヤモヤしていたもんも綺き麗れいさっぱり吹っ飛んで、頭もクリアで気分がいい」

「そうですか。あまりハイなのも問題ですが……まあ、無む理りはしないことですね。三年のブランクがありますから」

「大災厄の遺い物ぶつ──こんな代しろ物もの、いつの間に？」

「手に入れたのはパトロンですよ。ブラックマーケットで見つけたそうです。異コ世ン界タ干ク渉トによる魔導の遺物は昔から幾いく例れいも確かく認にんされていますが、《ＭＩＭ》がそのすべてを回収できているわけではないですから、彼らも知らない遺物が闇やみに流れ、その価か値ちもわからずタダ同然で売られていても、不ふ思し議ぎではありません」

「掘り出し物ってわけか。前から気になってたけど、そのパトロンって何者だよ？」

「さあ、私も正体は知りません。所しよ詮せん、拾われの身であり使われる側ですからね。研究開発の援えん助じよをしてくれるなら相手が誰だれでもかまいませんし。ただ……小耳に挟んだところでは、日本政府が絡んでいるとかいないとか。他にも、アメリカだの中国だのロシアだの、いろんな国の名前が飛び交っています。どれも噂うわさの域いきを出ませんがね」

「下へ手たすりゃ、その全部かもな」レイジは鼻で笑った。「表おもてじゃ《ＭＩＭ》に尻尾しつぽを振っていても、本ほん音ねを言えば、世界中どこだって魔ま導どうの技術と資源は欲しいに決まってる。まあ、利用できるものは利用させてもらうさ。そのパトロン、今度俺おれにも紹しよう介かいしてくれよ」

「そうですねえ、今回の計画を成功に導けば、先方も考えてくれるでしょう。そのためにも早く完成披ひ露ろうといきたいですね。くひひひひっ」

　相変わらず耳みみ障ざわりな笑い方だな。辟へき易えきさせられるが、レイジも笑いが止まらない。とんとん拍びよう子しでいい流れ。まさに乗りに乗っている。

　ふと少女を見ると、憔しよう悴すいし切った顔で項うな垂だれていた。肉体的にも精神的にも弱ってる。

「そう落ち込むなよ──って言っても無む理りか」

　レイジは近寄って薄っぺらな笑えみを投げた。

　少女は無視を決め込んだのか、口を一いち文もん字じに結んで反応しない。

「悪いようにはしねえさ。この先、嬢じようちゃんが必要になる。切きり札ふだは丁てい重ちように扱えってな」

　頰ほおを撫なでたら、嫌いやそうに顔を背けた。レイジは顎あごをつかんで正面を向かせる。少女は視線を合わせまいと瞳ひとみを逸そらす。なかなか強ごう情じようだな。

「お前、トキオとはもう寝たのか？」

「……っ」

　少女の表情が揺れた。レイジは反応を楽しむ。

「なんなら、これからは俺が可愛かわいがってやるぜ？」

　ワンピースの上から胸をつかみ、軽く揉もんだ。少女は顔を歪ゆがめ、きつく目を閉じる。決して声は上げない。その耐える姿すがたが逆に加か虐ぎやく心しんを搔かき立てる。胸から腰へと撫でていく。なかなかいい身体からだしてるじゃないか。そのまま下腹部へ手を潜もぐらせようとしたとき、ワンピースの裾すそのあたりで小さな破は片へんのようなものに触れた。手に取って目を凝こらす。

　ただの破片じゃない。超小型のマシンチップだ。こいつは、まさか……。

　そのとき、携けい帯たい端たん末まつにメールが届いた。馴な染じみの情報屋の一人からだ。その場で目を通したレイジは、口くち端はだけで笑ってチップを握り潰つぶした。

「おい、オッサン。どうやら、ここを嗅かぎつけられたらしい。今ちょうどダウンタウンの境きよう界かい線で《ＭＩＭ》と《ＤＯＧ》が睨にらみ合いになってるってよ。突とつ入にゆうは時間の問題だぜ」

「おや、それは困りましたね」

「どうする？　踏み込まれたら、さすがに隠かししようがないぞ、このデカいお姫ひめ様さまは」

「では、ぶっつけ本番でいきましょう。なるべく時間を稼かせいでください」

「いいだろう。俺おれも連れん中ちゆうが泡あわを吹くところを見たいしな。ちなみに、どこを狙ねらう？」

「そうですねえ。アカデミーのあたりを更さら地ちにするというのは、いかがでしょう？」

「《ＭＩＭ》の御お膝ひざ元もとか。そりゃいい。三年前、自分たちが何をしたのか、身を持ってわからせてやろう。じゃあ、ここは任せたぜ。俺は正面を見張っておく」

　レイジは端たん末まつをポケットにしまい、冷笑を浮かべて少女を見た。

「トキオもここに来るかもな。なんなら会わせてやってもいいぞ」

「え？」少女の瞳ひとみに期待が宿る。

「もしいたら連れて来てやるよ。生きたままとは限らないけどな」

「──っ！」

　少女は表情を引きつらせた。青ざめ、凍りつく。その様さまに満足したレイジは、へらへらと広間を後にした。さてと……面白くなってきやがった。
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　片側三車線の大通り。赤いクラシックカーが周りの車をジグザグに追い抜いていく。眠りにつくには早い時間。街は人で溢あふれ、きらびやかに活気づいている。

「サキちゃん、反応はどう？」

　運転席の乙おと姉ねえが、ハンドルを切りながら聞いた。

「ダウンタウンを移動しています……あっ、止まりました」

　助手席のサキが、セーラー服の上に魔導士マギウスのユニフォームであるジャンパーコートを羽は織おった姿すがたで、預かった端末で発信機の信号をチェックしている。

「この位置は……遊園地跡あとですね。あそこって何かありましたっけ？」

「さあ。行ってみてのお楽しみかしらん。なんにせよ、確実にボスがいるでしょうね。あたしが見たのは光だけだったけど──〈ダイダロスの腕〉──確かに、そう言ったのね？」

　乙姉がバックミラー越しに後部席を見る。

　窓越しに流れる街並みを見ていたトキオは、視線を返してうなずいた。

「ああ、間違いない。大だい災さい厄やくの遺い物ぶつだと言っていた」

「以前から噂うわさはあったけど、実在していたとはね。ましてや人間に移植するなんて……どこかのマッドサイエンティストがやりそうなことだわ。変な笑い声が聞こえてきそう」

「何か心当たりでも？」サキが聞く。

「さあねん」と乙姉。「まあ、行けばわかるでしょう。問題は、どう対たい処しよするか。魔ま導どうを超える魔ま法ほうの力、一ひと筋すじ縄なわじゃいかないわ。一応、使えそうなものは持ってきたけど……そこのジュラルミンケース、開けてごらんなさい」

　ミラー越しに言われて、トキオは隣となりに置いてあったケースを開けた。

　中には、携けい帯たい端たん末まつが二機、入っていた。

「あたしが開発している魔ま導どう兵へい器きよ。まだ試作段階だけどね。正式には、端末式汎はん用よう型可か変へん魔導兵器。仮名称は〝ガジェット〟。別に略りやく称しようとかじゃないから、あしからず。登とう録ろくしてある武ぶ装そうアプリを展開すると、魔導エネルギーを結けつ晶しよう化かして武ぶ器きを象かたどるの。試してみなさい」

　片方を手に取って起き動どうする。画面上にアプリのアイコンがあった。剣と銃じゆうが交差したバツマーク。タッチすると選択画面に切り替わり、〈銃式ガンナー〉〈剣式ブレイド〉〈盾式シールド〉〈爆式ボマー〉と複数の武器アイコンが表ひよう示じされた。銃じゆうのアイコンをタッチする。

『ＧＡＤＧＥＴガジエツト』──〈銃式ガンナー〉と文字が駆かけた。直後、端末は青い光の粒りゆう子しを噴ふき、立体パズルのように変形し出す。粒子が結晶化し、武装フォルムを形成。

　わずか一、二秒。手元の携帯端末は無ぶ骨こつな自動拳けん銃じゆうと化した。

　啞あ然ぜんと感かん触しよくを確かめる。グリップの位置に小さなタッチパネルがあり、親指だけでモードの切り替えが可能だった。

　続いて〈剣式ブレイド〉を選択してみる。砲ほう身しんを象っていた結晶が砕くだけ散り、グリップの上位に鍔つばが形成された。中心孔こうが開いて粒子の束たばが伸び、刀とう身しんと化す。

　こいつはすごい。コンパクトな携帯式で、状況に応じて使い分けることもできる。魔導エネルギーの出力も明らかに改造銃より上。これが本家の魔導技術か。

「持っていきなさい。試作機でも野の良らの銃よりは使えるはずよ。本当は、遺い物ぶつの一つでもあればいいんだけど」

「遺物は厳げん重じゆうに管理されていて、評ひよう議ぎ会かいの承しよう認にんなしに扱うことはできませんから」サキが少し申もうし訳わけなさそうに言う。「それに、承認を得るには時間がかかりますし」

「まあ、そういうことね。切きり札ふだなし。あるものでどうにかするしかないわ」

　無い物ねだりは今に始まったことじゃない。野良犬はいつだってそうだ。

　トキオは気にせず、二機のガジェットを両ポケットにしまう。そのとき、腰のベルトに挟んであった壊こわれた杖つえに触れた。なんとなく置いてはおけずに持ってきた。欠けた宝ほう玉ぎよくの中で明めい滅めつする微び弱じやくな魔ま法ほうの光は、少女の魔ま力りよくが宿っている証あかし──少女がまだ無ぶ事じでいることを示しているように思える。

　ふと、考えた──〈ドリアードの杖〉の力、もしかしたら──いや、そんな不確定要素を前提にしてはダメだ。遺物の力は確かに脅きよう威いだけど、敵はあくまでレイジ。左腕以外は生なま身みなのだから、戦いようはある。

　問題は、この体が動くかどうかだ。

「あっ、発信機の反応が消えました」サキが端末を見て言った。

「気づかれたかしらん。急がないとね。《ＭＩＭ》のほうは？」

「ダウンタウン手前で《ＤＯＧ》に足止めを食っているようです。どのルートも封ふう鎖さされていますね。部ぶ隊たい全体の準備が整い次第、突とつ入にゆうの指し示じが出るとマサムネさんは言ってました。正面衝しよう突とつは避けられません。私たちも早く合流して備えましょう」

「それは断る」トキオは言った。

「え？」サキが素早く振り返る。「協力し合うんじゃなかったんですか？」

「協力はする。でも、《ＭＩＭ》は信用できない」

「じゃ、じゃあ、どうして」

「ごめんなさいねえ、口くち下べ手たな弟で」乙おと姉ねえが吞のん気きに笑った。「翻ほん訳やくすると──《ＭＩＭ》は信用できない。でも、お前のことは信じてもいいぜ──ということよね？」

「……さあな」

「ほら、否定はしてないでしょ？　あれは照れ隠かくしだから」

「照れ隠し？」

「違う」

　トキオは乙姉の後頭部を睨にらんだ。が、サキの視線を感じて窓の外を向く。

　サキは丸い目でトキオの横顔を見ると、くすっと笑い正面に向き直った。

　トキオは嘆たん息そくする。まったく、乙姉がいると自分のペースがつかめない。

　ダウンタウンが見えてきた。明るい道の先に、忽こつ然ぜんと広がる薄暗い景観。

　前方、人混みが道路を塞ふさいでいる。《ＭＩＭ》の車両が道を封ふう鎖さし、魔導士マギウスのユニフォームが整然と並んでいた。中には学生服の姿すがたも交じっている。さらに向こうには、ぞろぞろと寄り集まった野の良ら犬いぬたちが人間バリケード状態。

「サキちゃんには悪いけど、あたしもトキオと同意見ね。あの子を取り戻すにしても、念には念を入れて、他の魔導士マギウスに先を越されないようにしないと」

「でも、このままじゃ……どうやって、あそこを抜けるんですか？」

「どうやって？」乙姉はニヤッと悪い笑顔。「もち、こうやって！」

　意い気き揚よう々ようと言ってアクセルを踏み込んだ。エンジンが唸うなる。一気にスピードを増し、睨み合いを続ける両勢力にぐんぐん迫っていく。道を塞ぐ封鎖車両の間は、車一台通れるかどうか微び妙みようなスペースしか空あいていないが、かまわず行く気だ。

「えっ？　ちょ、ちょちょ、リョウカさんっ!?」

「つかまってなさーい」

　乙姉は陽気に笑ってクラクションを鳴らした。群ぐん衆しゆうが猛もうスピードで突とつ進しんしてくる暴ぼう走そう車しやに気づく。慌あわてて何か喚わめき散らすが、クラクションで聞こえない。

　サキが青くなって悲鳴を上げる。トキオは黙もく々もくとシートベルトを確かく認にんした。

　クラシックカーが車両間に突っ込む。車体がこすれて火花が散り、サイドミラーがもげて吹き飛んだ。なんとか突とつ破ぱするが、車体がぶれてスリップしそう。右に左に暴あばれる。乙姉がハンドルを回して持ち直す。群衆が慌てふためき、荒波のように揺れて逃げ惑まどった。魔導士マギウスも野良犬も関係なく揉もみくちゃになって飛び退のく。

　人波が真まっ二ぷたつに裂さけ、車は堂々と中央を走り抜けた。後にはサイドミラーが二つ、路ろ上じように落ちて転がった。




　乙おと姉ねえはアクセルを思いっ切り踏み込んだまま、制限速度を完全に無視して、ごみごみとしたダウンタウンを突っ切った。遠目に遊園地跡あとが見えてくる。

「サキちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？　顔色悪いけど」

「……む、無む茶ちや苦く茶ちやです」ぐったりだった。「心しん臓ぞうが止まるかと思いました」

「絶ぜつ叫きようマシンとか苦にが手て？」

「それとあれとは違うだろ」

　トキオはドライに突っ込み、遊園地跡を見た。三年前の大だい災さい厄やくの舞台。もう二度と足を踏み入れることはないと思っていた。また来ることになろうとは……。

　ふと、見慣れないシルエットが目に入る。暗がりに浮かぶ不ぶ気き味みで奇き怪かいなオブジェの数々の中で、一ひと際きわ目立つ塔とうのようなもの。

「なんだ、あれ……あんなもの、あったか？」

　トキオが聞くと、乙姉とサキも目を向けた。

「あれは……まさか」乙姉が驚きの表情でアクセルを緩める。「あの形状、間違いない。戦せん略りやく型魔ま導どう兵へい器き〈天ヘ獄ルのヘ歌ヴ姫ン〉」

「それって、大災厄のときに使われた？」

「そう。初めて実戦投入された巨きよ大だい魔導砲ほう。後味の悪い結果とコストパフォーマンスの悪さもあって、解体されて廃はい棄きになった……どうやら、本当にマッドサイエンティストが関与しているようね。でも、あれはエネルギーの確保に無む理りがあって、アカデミーならまだしも、その辺でまかなえるものじゃないはず……いえ、待って……そうか！」

　珍めずらしく焦りの色を浮かべ、舌した打うち。再びアクセルを踏み込む。

「急ぐわよ。詳しく話している暇ひまはないけど、あの子が危険だわ。着いたら、トキオとサキちゃんは一直線に救出に向かって。あたしはマサムネに連れん絡らくしてあれの対策を考える。最悪どこが狙ねらわれているか突き止めないと……ん？」

　不ふ意いに、何かの影が、車の上をよぎった。

　トキオはパワーウインドウを下げて外を確かく認にんする。斜め後方、闇やみ夜よに舞う異い形ぎようの影。翼つばさをはためかせ、一気に急きゆう降こう下かして迫る。月明かりに照らされたその姿すがたは──。

「グリフォンだ！　突っ込んでくるぞ！」

　レイジは乗っていなかった。単体で巡回していたようだ。

　トキオはガジェットを〈銃式ガンナー〉で展開、すかさず撃うった。改造銃じゆうよりも高出力の光こう弾だんが発はつ射しやされる。しかし、グリフォンが纏まとう風に弾はじかれ、牽けん制せいにもならない。

　グリフォンは猛もうスピードで迫り、後リ部アに突とつ進しんしてきた。

　車がコントロールを失う。スピンして側面からガードレールに激げき突とつした。衝しよう撃げきに顔をしかめて窓の外を見る。旋せん回かいしたグリフォンが再び急きゆう降こう下かしてくる。

「また来るぞ！　外に出ろ、急げ！」

　シートベルトを外して脱だつ出しゆつ。すぐに乙おと姉ねえも降りた。サキも、助手席側がガードレールに塞ふさがれていたので、運転席から降りようと急ぐ。しかし、ガチャガチャと手て間ま取どっていた。

「何してる、早くしろ！」

「シートベルトが……っ」

　外れないようだ。衝撃で壊こわれたか。

「じっとしてろ」トキオはガジェットでシートベルトを撃うった。バックルが弾はじけ飛ぶ。手を伸ばし、サキの腕をつかんで引っ張る。抱き合う格かつ好こうで転がる。

　直後、グリフォンの鉤かぎ爪づめがボンネットに食い込んだ。車を持ち上げて空高く舞い、数十メートル上空から落とす。車は逆さまに墜つい落らくし、潰つぶれてスクラップに。さらにガソリンに引いん火かして爆ばく発はつ炎えん上じようした。危ないところだった。

「あ、ありがとうございました」

　礼れいを言ったサキは、間ま近ぢかで目が合い、馬乗りになっていることに気づいて、慌あわててトキオの上から降りる。立ち上がった瞬しゆん間かん、顔をしかめた。

　トキオは淡たん々たんと起き上がってグリフォンを見み据すえる。頭ず上じようを旋回してこちらの様よう子すを窺うかがっていた。生なま意い気きにヒット・アンド・アウェイか。

「ここは二ふた手てに分かれましょう」サキが魔導具オラクルを召しよう喚かんして言った。「あなたは先に行ってください。リョウカさんは安全なところへ避ひ難なんして、マサムネさんに連れん絡らくを。あれの相手は私が引き受けます」

「待てよ、逆のほうがいいだろ。俺おれより、あんたのほうが──」

「そうしたいのは山々ですが、さっき脱出するとき、足を捻ひねってしまいました」片足を少し引きずっていた。「今は時間がありません。急いでください。もちろん足止めで終わるつもりはありません。すぐに追いかけますから」

「……俺に任せていいのか？」

「覚かく悟ごを決めたのでしょう、あの子のために。その覚悟を信じます。それに……私が知っている真ま壁かべトキオなら、この場を人に押しつけて自分だけ先に行っちゃうでしょう？」

「ひどいやつだ」トキオは憮ぶ然ぜんと言う。

「ええ、本当に」サキは小さく笑った。

　視線を交わす。

　言葉以上に通じ合う。

「ここは任せた」

「お先にどうぞ」

　声に背中を押され、トキオは駆かけ出した。

　振り返らず、前だけを見て、因いん縁ねんの地へ。
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　トキオを見送ったサキは、微笑ほほえみを消し、気を引き締しめてグリフォンを見上げた。

　一いつ刻こくも早く仕し留とめて彼を追いたいところ。しかし、相手はＡ級の異ア界ニ種マ。そう簡単にはいかない。このクラスが相手のときは、最低でも班はん単たん位いでサポートし合うのがセオリーだ。一対一は経けい験けんがない。その上、こっちは足を負ふ傷しようしてもいる。

　魔導具オラクルを持つ手に力が入る。緊きん張ちようで吐く息が震えた。

「リョウカさん、下がっていてください」

「言われるまでもなくぅ」

　すでに距きよ離りを取っていた。道みち端ばたに取り残されている廃はい墟きよの物陰から、彼女は吞のん気きな口く調ちようでマイペースに続ける。

「それにしても、さっきのはなかなか焼けたわねえ。目と目で通じ合っちゃって。お姉ねえ様さまの入る隙すきがなかったわ。サキちゃん、あなた、いい女になるわよ。その年で男を漢おとこにしてやるなんてなかなかできることじゃないわ。お嫁よめに来ない？」

「なっ、何を言ってるんですかっ。こんなときにっ」

「緊張はほぐれたかしらん？」

「ほぐれすぎですっ」

　グリフォンの咆ほう哮こうが轟とどろいた。スカイダイブ。突っ込んでくる。

　サキは慌あわてて〈カトレイアの弓〉をかまえ、光の弦つるに指をかけた。まだ心の準備ができていない。ああもう、リョウカさんが変なこと言うからっ。

　でも、無む駄だな力は抜けていた。

　指は軽やか。おでこは艶つややか。凛りんと声を張る。

「拡散陣スプレツド！　追尾陣ホーミング！」
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　遠くで銃じゆう声せいが響ひびいた。ダウンタウンの街まち中なかで閃せん光こうが走り、火の手が上がる。

　どうやら《ＭＩＭ》と《ＤＯＧ》が本格的に衝しよう突とつし出したらしい。

　トキオはガジェットの銃を握り、遊園地跡あとの傾いた入場門をくぐった。中は大だい災さい厄やくの傷きず痕あとをそのまま残していて、否いや応おうなしに記き憶おくが呼び覚まされる。荒れ狂う炎ほのお。悲鳴と泣き声。目の前で消されてしまったカナミ。そして、あの異い形ぎようの手。

　あの日以来、この場所には近づきさえしなかった。ずっと避けていたのだ、と今になって気づく。それこそ、囚とらわれていた──あのときの恐きよう怖ふと絶望から逃げ続けていたってことなのだろう。あの悪あく夢むのように。

「あの頃ころは、何もできなかった。逃げるしかなかった……でも、今度は……」

　三年前、何もできずに逃げてきた道を、トキオは引き返していく。

　前方、かつて城しろがあった場所に、歪いびつな塔とうがそびえるドーム施設が見えてきた。

　正面、扉とびらの前に座って待ちかまえている人ひと影かげが一つ。互いに気づく。

「……レイジ」

「おう、よく来たな、トキオ。てっきり再さい起き不能かと思ったぜ」

　浦うら木きレイジは、いつものように皮ひ肉にく交じりに言って立ち上がった。両手で尻しりを叩たたく。その左腕は、今のところ普通の人間のそれと変わらない。

「お前一人ってことは、グリフォンの相手は御お嬢じよう様さまがしているのか。来るとしても逆だと思ったけどな。まあ、ここまで来たことは褒ほめてやるよ。けど、悪いことは言わない。回れ右して引き返せ。元チームメイトのよしみだ。今ならまだ見み逃のがしてやる……つーか、お前の相手をしているほど、暇ひまじゃないんでな」

　ぺらぺらとよくしゃべり、背後にそびえる魔ま導どう兵へい器きを見上げた。

　トキオは、レイジと兵へい器きを据すわり目で睨にらむ。「どうして、あんなものを……お前は、あれを憎にくんでいたんじゃないのか？」

「ああ、憎んでいた──今も憎んでいる。だからこそだよ」

「……？」

「お前にはわからないだろうな。大だい災さい厄やくで何もかも失ったのは同じ。でも、お前からすべてを奪うばったのは異ア界ニ種マで、俺おれからすべてを奪ったのは《ＭＩＭ》だ。たとえ、やつらがしたことが結果的に正しかったんだとしても、割り切れやしねえんだよ。頭じゃなくて心がな」

「それじゃあ、ただの報ほう復ふく──テロだ。革かく命めいでも何でもない」

「同じことさ。何かを変えるには、一度全部ぶっ壊こわすほうが手っ取り早い」

　飄ひよう々ひようと言ってのけるレイジ。相変わらずのシニカル発言だが、持ち前のクレバーさは感じられない。死んだ魚のような目をして笑う。それは、もはや冷笑ではなく狂きよう笑しようだった。

　壊れている──そんな印いん象しようを受けて、トキオは寒気を覚えた。

「あいつはどこにいる？　お前の敵は《ＭＩＭ》だ。あいつは関係ないだろ」

「魔ま女じよの嬢じようちゃんか？　関係ないは言いすぎだな。そもそも異コ世ン界タ干ク渉トがなければ異ア界ニ種マは現れないし、異ア界ニ種マがいなければあんなことも起きていない。異世界の関係者ってだけでメインキャストを張るには十分だ。せいぜい利用させてもらうさ」

「異ア界ニ種マがいなければ……異コ世ン界タ干ク渉トが起きなければ……そこまでわかっているなら、あんなものを使って復ふく讐しゆうなんて──」

「だから言ったろ」レイジは遮さえぎった。「割り切れるもんじゃねえんだよ」

　矛む盾じゆんは承しよう知ちの上──理性を振り切り、倫りん理りや道どう徳とくを踏み越えた狂きよう気きの前に、言葉はことごとく跳ね返される。まるで死人と会話しているような手て応ごたえのなさ。

　言葉では止められない……やっぱり、やるしかないのか。

「あきらめな、トキオ。お前に俺は止められない。ここから先は通さない」

「なら……押し通るまでだ」

「言うねえ。けど、こいつを前にして平気でいられるのか？」

　レイジは左腕をかざす──〈ダイダロスの腕〉──赤黒い魔ま光こうに包まれて異い形ぎよう化かし、不ぶ気き味みに脈みやく打うつ。

　トキオは心しん臓ぞうが跳ねるのを感じた。一いつ瞬しゆん、息が詰まる。

　惑まどわされるな。あれは、ただの遺い物ぶつ。本当に恐れるべきは、少女を失うこと。

　もういいから、とあいつは言った。何がいいものか。バレバレの作り笑いで、今にも泣き出しそうだった。あんな顔をさせてしまった自分が許せない。

　まだ間に合う。覚かく悟ごを見せろ、臆おく病びよう者ものの負け犬が──己おのれを鼓こ舞ぶし、ポケットから左手にもう一機のガジェットを取り出す。〈銃式ガンナー〉展開。右と合わせて二に丁ちよう拳けん銃じゆう。

　大だい丈じよう夫ぶ、鼓こ動どうは速いが、体に震えはない──戦える。

「へえ、面白そうなのを持ってるな」レイジは口くち端はで笑った。「《ＤＯＧ》じゃ見かけたことがない。《ＭＩＭ》の新型か？　まあ、今さら羨うらやましくもないけどな」

　トキオは黙だまって正面を見み据すえた。熱を帯びたまま冷めていく。

「いいねえ。それだよ、それ。その狂きよう犬けんじみた目つき。俺おれが知っている真ま壁かべトキオだ。これなら少しは楽しめるか。前ぜん座ざにはちょうどいい。もうすぐ世せい紀き末まつが訪れる。百年続いた魔導士マギウスの時代に終しゆう止し符ふが打たれるのさ」

　駄だ弁べり合う気はない。獣けもののように息を殺し、ゆっくり時計回りに動き出す。

「つれねえなあ。いいぜ、先手は譲ゆずってやる」

　レイジは肩をすくめ、余よ裕ゆう綽しやく々しやくと斜しやにかまえた。左腕が赤く明めい滅めつする。

　トキオは間ま合あいを計りながら思し考こうを巡らせた──時間はかけられない。少女の身が心配なのはもちろん、一気に畳たたみ掛けるほうが勝しよう機きはある。レイジは実戦派じゃない。実力より手しゆ腕わんでチームを率ひきいるタイプだった。遺い物ぶつの力を手にしたとは言え──だからこそ、油ゆ断だんと隙すきが生まれる。そこに付け入るなら、最初が最大のチャンス。

　空気が痛いほど張りつめる。凍こごえるような静けさの中、遠方から微かすかに戦せん闘とう音が伝う。

　トキオの後方、サキたちを残してきたあたりの上空で、青白い魔ま導どうの光が爆はぜた。レイジの視線がわずかにそちらへ逸それる。

　瞬しゆん間かん、トキオは左右のトリガーを続けざまに引いた。発はつ砲ぽうと同時に駆かけ出す。連れん射しやしながら最短距きよ離りで一直線。

　勝機は一度。

　勝負は一いつ瞬しゆん。

　迷いは命取りだ。感覚を研とぎ澄すませ。反応しろ。

「ふんっ」レイジが鼻で笑った。「どんなオモチャを使おうとな！」

　左腕の一ひと薙なぎで魔ま法ほう陣じんの障しよう壁へきを築き、光こう弾だんを軽かる々がる消し飛ばす。続けて深しん紅くの閃せん光こう。魔ま弾だんのカウンター。魔法陣からシャワーのように広角に放たれる。

　トキオは突とつ進しんしながら右のガジェットを操そう作さし、正面にかまえた。型式変更モードチエンジ。銃じゆうから円えん盤ばん型に変形し、周囲にエネルギーバリアを展開する──〈盾式シールド〉──魔弾の雨を防ぎながら前に出続けた。だが、すぐに限界が来て端たん末まつに亀き裂れつが入る。くっ、持たないか。左の銃で牽けん制せい。レイジが防ぼう御ぎよに転じた隙すきに、再び右のガジェットを型式変更モードチエンジ、放り投げる。

　レイジが撃うち落とそうとする、その前にガジェットは自じ爆ばくした──〈爆式ボマー〉──粉ふん塵じんを巻き起こす。これで、こちらがどこから攻めてくるか向こうにはわからない。トキオはあえて正面を突く。左手のガジェットを〈剣式ブレイド〉に変へん更こう。粉塵を抜ける。視し界かいが開けた。

「そう来ると思ったぜ、特とつ攻こう野や郎ろう」

　正面に魔法陣。レイジが皮ひ肉にくな笑えみで待ち受けていた。読まれていたか。

　至し近きん距離で深紅の閃光。魔弾が渦うず巻まく。避けられない──もとより避ける気はない。トキオは右手の拳こぶしで魔ま弾だんを発はつ射しや前に殴なぐりにかかる。意い表ひようを突かれたレイジが目を剝むく。

「なっ!?」

　爆ばく発はつ。衝しよう撃げきで互いの腕が弾はじかれた。レイジは左腕ごと後ろに仰のけ反ぞる。トキオの義ぎ手しゆはバラバラに砕くだけ散った。しかし、それによって衝撃が殺され、前に出ることができた。破は片へんが右瞼まぶたを切り、目に血が入る。視し界かいを半分失いながらも踏み込む。光の刀とう身しんが唸うなりを上げた。

「──ッ!?」

　重なる、二つの影。

　静止……そして……沈ちん黙もく。

「──かはッ」

　よろめいたのは、レイジのほう。

　懐ふところに入り込んだトキオの光こう刃じんは、その胸を貫つらぬいていた。

「へへっ……そういやあ、右腕は義手だったな……こんな浅あさ知ぢ恵えに、引っかかるとは」

　ふらついたレイジは、トキオの肩にもたれかかる。魔ま導どうのエネルギーを体内に浴び、微かすかに痙けい攣れんを起こしていた。意い識しきが飛ぶのも時間の問題だろう。

「まったく、たいしたやつだよ、お前は。死を恐れない、誰だれとも馴なれ合わない、誰にも尻尾しつぽを振らない。お前は、野の良ら犬いぬじゃなくて狼おおかみだった。《ＤＯＧ》の中に迷い込んだ一いつ匹ぴき狼……そんなふうに戦えるお前が、羨うらやましくもあった」

　レイジは咳せき込む。トキオはドライに答えた。

「俺おれは、ただの負け犬だ。今日きようまで生き残れたのも、運が良かっただけだ」

　今ならわかる。異ア界ニ種マ相手に無む茶ちやな戦い方ができたのは、死を恐れない勇気と覚かく悟ごがあったからじゃない。恐きよう怖ふを怒りで、絶望を憎にくしみで、塗り潰つぶすことに必死だっただけ。それでいて自じ暴ぼう自じ棄きだった。いつ死んだっていい、家族のもとにいけるなら、と。

　そんなものを強さとは呼ばない。過去を乗り越えていたわけではない。だから〈ダイダロスの腕〉を前にして、この体は怖気おじけづいたのだ。

　気づかせてくれた──乙おと姉ねえが、サキが、そして、少女が。

　今度こそ、前へ。三年前の恐怖と絶望を受け止めて。ずるずる引きずるのではなくしっかりと背負って、そして手に入れる。はりぼてじゃない本当の強さを。

「負け犬、か……」

　かすれた声でレイジが呟つぶやく。顔は互いの肩の上。表情はわからないが、ふっと微かすかに笑う気配があった。

「まあ、野良犬も、負け犬も、たいして変わらねえさ」

「……かもな」

「なあ、トキオ……知ってるか？」

「なんだ？」

「人間……勝利を確信したときが、一番……隙すきだらけだよな！」

　急に、レイジの声に力強さが戻った。

　刹せつ那な、深しん紅くの閃せん光こうに目が眩くらむ──。
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「……わりーな、トキオ。イマイチ加か減げんがわからなくてよ」

　胸を貫つらぬかれたはずのレイジが、悠ゆう々ゆうと肩をすくめて言う。

「普通なら勝負ありだったけどな、あいにくもう普通じゃないのさ。〈ダイダロスの腕〉がある限り、俺おれは死なない──いや、死ねないと言うべきか。こいつは宿やど主ぬしを守ろうとするらしくてな。自じ称しよう博士はかせのオッサンが言うには、俺のほうがこいつの一部にされていて、自己修復の恩おん恵けいにあやかっているとかなんとか……要するに、どんな傷も再生されるのさ。ましてや殺さずの魔ま導どう兵へい器きなんざ、痛くも痒かゆくもねえんだよ」

　たっぷり皮ひ肉にくを込めて語り、少し残念そうな顔で続けた。

「しかし、まあ……あそこから直ちよく撃げきをかわすとは、さすがだぜ。でもよ、下へ手たに避けないほうがよかったんだ。そうすりゃ、苦しまずに逝いけただろうに」

「……うッ、うぅ……がはッ」

　トキオは、ボロ雑ぞう巾きんのように地に倒れていた。零ゼロ距きよ離りで魔ま弾だんに襲おそわれたとき、とっさに身をよじって真ま正しよう面めんこそ避けたが、深紅の光は容よう赦しやなく横っ腹を搔かっ攫さらっていった。吹き飛ばされて受け身も取れずに転がり滑った後には、大量の血と肉片が飛び散っている。

「……ゲホッ、ゲホゲホッ」

　吐と血けつと流血が止まらない。胴どう体たいの半分にぽっかりと穴が開いている。痛いというよりも熱かった。体の内側から火あぶりにされているかのようで、まともに呼吸できない。

　意い識しきをどこかへ持っていかれそうになるのを必死でつなぎとめる。気を抜いたら一いつ瞬しゆんで暗あん幕まくが下りそうだ。

「こんな形でお別れとはな……残念だよ。本当に、残念だ」

　レイジが傍そばに立って見下ろした。屈かがんで〈ダイダロスの腕〉で首をつかむ。

「せめて、これ以上苦しまないよう楽に逝いかせてやる。何か言い残すことはあるか？　伝でん言ごんがあるなら伝えてやるぜ」

「……あ……う、あ……」トキオは血ち塗まみれの口を動かす。

「うん？　なんだって？」レイジが聞き取ろうとして顔を寄せる。

「勝利、を……確信、した、か？」かすれた声で告げながら、残された力を振り絞しぼり、左手に握ったものを振るった。

　一瞬、不ふ可か解かいそうな顔をするレイジ。ハッと気づいたときには、トキオの振るったそれが異い形ぎようの腕に突き刺さっていた。レイジは慌あわてて飛び退のき、戸と惑まどった表情で見る。

　折れた〈ドリアードの杖つえ〉。

「──は？　なんだよ、こりゃ」拍ひよう子し抜ぬけした声。「びっくりさせやがって」

　そう言って引き抜こうとした瞬しゆん間かん、杖つえの欠けた宝ほう玉ぎよくが七色に発光し出した。

「な、なんだ、これ……ぐッ、ううッ、うああああああッ!?」

　突とつ然ぜん、左腕がパニックを起こして暴れ出す。あらぬ方向へ捻ねじれ、苦しみもがいた。レイジは押さえつけようとするが、逆に振り回されてしまう。

「ぐおおおッ、トキオぉ……何を、しやがったぁぁッ」

　何が起きているのか、正確なところは、トキオにもわからなかった。おそらくは〈ダイダロスの腕〉と〈ドリアードの杖〉の魔ま力りよくがせめぎ合っているのだろう。

　サイクロプス戦で見たように〈ドリアードの杖〉には魔力を吸収する力がある。その効力を持ってすれば、遺い物ぶつへの対たい抗こう手段になりうるのではないかと考えはした。しかし、少女の手を離れてまで、そして壊こわれた状態で、力が発はつ揮きされるかどうかは微び妙みようなところ。

　だから、切きり札ふだにはなりえない。苦肉の策。一種の博打ばくち。あくまでも最後の悪足あ搔がきとして取っておいた。

「うぐぐッ、こんな、ものに……ッ」

　レイジは右手で杖の残ざん骸がいをつかんで引き抜こうとする。しかし、杖は異形の腕にびっしりと根を生はやしていて、びくともしない。

　やがて〈ダイダロスの腕〉は水ぶくれのような隆りゆう起きを起こし出した。ぶくぶくと蠢うごめいたそれが次から次へと破は裂れつしていく。そのたびに深しん紅くの魔ま光こうが血しぶきのように飛び散る。

　繰り返される隆起と破裂。そのうち一ひと際きわ大きく隆起し、異い形ぎようの腕は何倍にも膨ふくらんだ。

「うおおおおおおおおおおおおおおッ！」

　レイジが絶ぜつ叫きようを上げ、必死の形ぎよう相そうで耐える。あと、もう一押し。トキオは傍そばに落ちているガジェットに気づき、左手を伸ばしてつかんだ。〈銃式ガンナー〉に変形、醜みにくく膨らんだ異形の手に狙ねらいをつけ、引き金を絞しぼる。これで……。

[image: ]

　発はつ砲ぽう──青の光こう弾だんが〈ダイダロスの腕〉にめり込む。次の瞬間、〈ドリアードの杖〉と共に閃せん光こうを散らして爆はぜた。深紅と七色の魔光が霧む散さんする。

　レイジは右に左にふらついて、息も絶え絶えに膝ひざをついた。破裂した左腕はミイラ化したように枯かれている。だが、

「くっ……くくくっ……くはははははっ」

　急に、声を上げて笑い出した。まだ余力があるのか。

　落らく胆たんするトキオの目に、しかし、その姿すがたが半はん透とう明めいに映る。

　レイジは、己おのれの異い変へんから何かを悟さとったように、シニカルに肩をすくめた。

「どうやら、お前の勝ちらしい」

「……レイ、ジ？」

「ざまあねえな……まあでも、こんなもんか。野の良ら犬いぬの分ぶん際ざいで遺い物ぶつの力に頼り、あんな兵へい器きにまで手を出した、身の程知らずの末まつ路ろってやつさ」

　レイジの体が仄ほのかに光り出す。透とう明めい化かが進行していく。

　食われているのか──レイジは自分が〈ダイダロスの腕〉の一部として自己修復の恩おん恵けいにあやかっていると言った。だけど今、自己修復の追いつかない窮きゆう地ちに陥おちいった遺物の腕は、自らを守るためにレイジの存在そのものを糧かてにしようとしている。トカゲの尻尾しつぽ切りのように。

「自分が間違っているなんて百も承しよう知ちだったよ」レイジはへらへらと笑った。「けど、やつらが正義のこの世界じゃ、正せい攻こう法ほうは通用しない。野良犬がいくら吠ほえたところで、誰だれも耳を貸しはしないんだ。だから、どんな手を使ってでも……三年前のあの日を清せい算さんするには……そのためだけに、俺おれは今日きようまで……ああ、でも──」

　ふっと闇やみ空ぞらを見上げる。月が顔を出すのに合わせ、狂きよう気きに曇っていた瞳ひとみが晴れていく。

　再び、正面を向いたその顔は、憑つき物ものが落ちたように穏おだやかだった。

「でも、なんでだろうな……今は、過去を清算できないことよりも、お前とチームのみんなと一いつ緒しよに戦えなかったことを、後こう悔かいしている。おかしいな……なんで、こうなった？　どこで間違えた？　ついこの間まで、一緒に異ア界ニ種マを追っかけて、魔導士マギウスから逃げ回って……お前はどうだか知らないけど、俺は楽しかったよ。戻れるものなら……もう遅いか」

　戻れるものなら──トキオも素直にそう思う。目的は違ったかもしれない。それでも同じ道を歩いていたはずだった。もっと多くの言葉を交わしていたら、もっと本ほん音ねをさらけ出していたら、別の未来──可能性があったかもしれない。

　でも、そうするには、お互い不ぶ器き用ようすぎた。三年前の絶望に心を押し潰つぶされないようにするため、片や無情、片や軽けい薄はく、正反対な処しよ世せい術じゆつが染しみついた二人には──。

　レイジの肉体はぼろぼろと光の粒つぶを落とし、灰はいのように風に散っていく。

「もう時間か……じゃあな、トキオ……俺おれみたいになるなよ」

　輪りん郭かくがぼやけていく。背景に同化していく。

「先にいってるぜ……またな」

　そう言って、最後まで皮ひ肉にくな笑えみを浮かべたまま、浦うら木きレイジは跡あと形かたもなく消えた。

　後には〈ダイダロスの腕〉だけが残った。それは赤く仄ほの暗ぐらい明めい滅めつを繰り返し、狡こう猾かつなハイエナのごとく、ひっそりと息づいていた。
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　不ぶ気き味みに黙もくする〈天ヘ獄ルのヘ歌ヴ姫ン〉のふもと。少女は十じゆう字じ架かの拘こう束そく具ぐに囚とらわれたまま、身動きが取れずにいた。物理的にびくともしない上、魔ま法ほうでの脱だつ出しゆつもかなわない。消しよう耗もうしているせいもあるが、魔法を使おうとすると、なぜかその場から力が抜けてしまう。

「くひひひひっ、無む駄だな抵てい抗こうはおよしなさい」

　漆うる島しまハイドが奇き怪かいに笑った。白い顎あご髭ひげをさすりながら装そう置ちの最終チェックをしている。

「その拘束具はエネルギーチューブとつながって、吸い上げた魔ま力りよくをタワーへ供きよう給きゆうする仕組みになっています。もともとは大量の魔花クオーツをエネルギー源にするつもりでしたが、きみを使わせてもらおうというわけですよ。さてと……これでよし、準備は整いました。時間もないことですし、さっそく始めるとしましょうか」

　装置が起き動どうする。地鳴りのような重たい音が響ひびき渡る。

「……っ!?」

　途と端たん、少女は急激な眩暈めまいに襲おそわれた。意い図とせず魔力が高ぶり、全身が淡く発光し出す。虹にじ色いろの輝きが拘束具とつながったチューブを伝い、流れていく。

　魔法の光──少女の命そのものを吸い上げて、歌うた姫ひめは徐じよ々じよに目覚め始めた。ふもとから光が灯ともり、頂ちよう上じように向けて昇っていく。

「う、うぅぅ……っ」魔力を搾しぼられ、少女は辛つらそうに呻うめく。

「ほうほう、すばらしい。さすがは世せい紀き末まつの魔ま女じよ、潜せん在ざいエネルギーは桁けた違ちがいですね。この調子なら、すぐにでも目を覚ますでしょう。さあ、もっとですよ、もっと！」

　漆島ハイドは装置の出力を上げた。魔力の抽ちゆう出しゆつが強まる。

「きゃあああああああああああッ！」

　無む理りやりな搾さく取しゆが、激痛に等しい感覚となって少女を襲おそった。感電したように痙けい攣れんし、全身が透とう明めい化かを起こし始める。だが、漆うる島しまハイドは少女を見てはいない。狂きよう喜きに満ちた目は自身の作品に釘くぎ付づけだった。

　エネルギーが塔とう全体に行き届き、濁った光に包まれて、歌うた姫ひめが覚かく醒せいする。頂ちよう上じようのアンテナ装そう置ちに魔ま力りよくが集つどい、その産うぶ声ごえを響ひびかせんと暗く輝く。

「う……うぅ……う、あ……」

　少女は弱り果て、もう悲鳴すら上げなくなっていた。それでも命の搾取は続く。体の感覚はもう消え失うせ、意い識しきは朦もう朧ろう。瞳ひとみから徐じよ々じよに生せい気きが失われていった。

　何も見えない。何も聞こえない。

　瞼まぶたに浮かぶのは、トキオとの思い出。この数日間のこと。目が覚めたとき、お姫ひめ様さま抱っこされていて恥はずかしかった。一いつ緒しよに空を飛んで逃げたときはハラハラした。ショッピングモールで食べたソフトクリーム、美お味いしかった。協力して怪かい獣じゆうを倒したとき、嬉うれしかった。夜明けの帰り道でおんぶされたとき、背中が大きくて温かかった。寝込んでしまったとき、優しく看かん病びようしてくれた。額ひたいに手を当てて熱を測られたとき、胸がドキドキした。頭を撫なでてもらうと安心できた。連れ去られるとき、遠ざかる彼の姿すがたに切なさが込み上げてきた。あの気持ちはいったいなんだったのか、もう知る由よしもない……。

　それが、すべて。

　何者でもない、わたしのすべて。

　本物じゃない。偽にせ物ものですらない。幻げん想そうに過ぎない。

　でも……でもね、一度でいいから、名前で呼んでもらいたかったな。ただの幻まぼろしに過ぎなくてもいい、妹としてじゃなくてもいい、わたしを呼んでほしかった。

　今さらだよね。わがままだよね。ごめんね。

「……お兄にいちゃん……」

　涙が一ひと筋すじ、頰ほおを伝う。それさえ魔ま法ほうの光と化して奪うばわれていく。

　心の糸がきれ、がっくりと頭を垂たれた。

　そして次の瞬しゆん間かん、ゆらりと面おもてを上げる。

　焦点の合わない暗い瞳ひとみで虚こ空くうを見み据すえ、もう一人の少女は、無情に告げた。

「おしまい」
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　なんで、こうなった？　どこで間違えた？

　トキオは、消えたレイジの言葉を胸の内で呟つぶやく。三年前の大だい災さい厄やく……世せい紀き末まつの魔ま女じよ……遺い物ぶつと兵へい器き……お互いに、それらに囚とらわれ、翻ほん弄ろうされ、狂わされて……そう、あの腕が、レイジを狂きよう気きに走らせたのだ。そう思う──そう思いたい。

　本当のところはわからない。わかっているのは、たった一人の友を失ったということ。

　しかし、感傷に浸ひたっている場合ではない。先に進まなくては。

「…………」じゃあな、レイジ。

　無む言ごんで別れを告げ、トキオは左腕一本でがらくた同然の体を引きずり、地を這はった。感覚が麻ま痺ひしていて逆に痛くも苦しくもない。意い識しきは明めい瞭りようだ。全身麻ま酔すいを受けているのに頭だけ覚かく醒せいしているような奇き妙みような陶とう酔すい状態。こんなのは長く続かないだろう。

　塔とうへ続く扉とびらはすぐそこだ。這いずって進む。体が石のように重く、ついてこない。

　それでも少しずつ、数センチずつでも前へ。

　無心になって這う。

　少女のもとへ──その一心で。

　と、突とつ然ぜん、右腕をつかまれた。

　義ぎ手しゆを失い、残った生なま身みの上腕部を、がっしりと。

「……？」

　一いつ瞬しゆん、サキか乙おと姉ねえかと思った。グリフォンを倒して追いついてきたのかと。しかし、相手を確かく認にんした瞬しゆん間かん、驚きよう愕がくに目を剝むいた。

「な、に……ッ!?」

　腕をつかんでいたのは、異い形ぎようの手──〈ダイダロスの腕〉だった。屍しかばねのような骨と皮だけの指が、決して放すまいと肉に食い込んでくる。

　次の瞬間、視し界かいがぐにゃりと歪ゆがみ、激しい眩暈めまいに襲おそわれた。それは別人格に口づけされたときと似ていた。命を吸われる感じ。だが、あのときよりも、ずっと狂きよう暴ぼうだ。まるで地じ獄ごくに引きずり込まれるような。

　食われる──こいつ、レイジだけでは足りずに、俺おれも。

「くっ……うぅぅ……っ」

　一気に意識が遠のき始めた。このまま跡あと形かたもなく消されるのか。あのときみたいに、また何もできないまま。

　嫌いやだ、まだ終われない。終わるわけには……。

　あと、もう少し……もう一度、あいつに……。

「……あ……う……」

　心は奮ふるえども、体は伴わず。視界が閉ざされていく。

　落ちていく。

　沈んでいく。

　深海のような静かで冷たい暗くら闇やみへ。

　死線をさまよう、その中で、芥け子し粒つぶほどの光を見た。

　──お兄にいちゃん──。

　微かすかに、でも確かに聞こえた、その声。

　カナミ……それとも……。

「──っ!?」

　ドクン、と心しん臓ぞうが跳ねた。

　その鼓こ動どうで、目が覚める。

　気づけば、大だいの字じになって星空を仰あおいでいた。

　生きているのか、死んでいるのか、どうなったのか。なかなか思し考こうが回らない。けれど妙みように意い識しきは冴さえていた。体もちゃんと動く。手足の感覚もしっかり──。

「……え？」

　啞あ然ぜんとした。無いはずの右腕の感覚まである。

　右を向いて確かく認にんする。義ぎ手しゆではない、生なま身みの手が、そこにあった。

　なんだ、これは……どうなっている？　また夢でも見ているのか？

　呆あつ気けに取られながら上半身を起こした。全身の傷も完治している。

　辺りを見渡す。遊園地──しかし、悪あく夢むのように炎ほのおは広がっていない。不ふ穏おんな静せい寂じやくに包まれている。辺りには大量の血けつ痕こん。口の中は鉄の味。服は血ち塗まみれ。ダウンタウン方面から戦せん場じようの音光が届いた。そして、目の前には〈天ヘ獄ルのヘ歌ヴ姫ン〉の砲ほう塔とうがそびえ立っている。

　現実だ。でも、じゃあ、この右腕は──まさか。

　信じがたい。信じたくない。

　だが、それ以外に考えられない。

「……ダイダロスの……腕……ッ」

　異い形ぎようの左腕が、変へん態たいを遂とげ、右腕に成り変わった？

　おそらくは、自己修復のために俺おれを食らおうとして、しかし、食らい尽くす前に再生が完了したから、そのまま寄き生せいした。だから俺も修復された。妹の仇かたき、もっとも恐れ、もっとも憎にくむべきものが、自分の一部に──否いな、自分が一部にされたことで、命拾いした……。

「……こんな皮ひ肉にくがあるのか、レイジ」

　俺みたいになるなよ──あの言葉、こうなるのを予測していたとでも言うのか？　あいつの置き土産みやげだとでも？　まさかな。

　不ふ意いに、頭ず上じようから仄ほの暗ぐらい光が降った。沈ちん黙もくを続けていた魔ま導どう兵へい器きに灯ひが点つき始める。下から上へ、徐じよ々じよに光が昇って行った。

　もう時間がなさそうだ。動どう揺ようなどしていられない。迷うな。惑まどうな。

　トキオは大きく息を吐き、憮ぶ然ぜんと前を向いて走り出した。

「無ぶ事じでいろよ」

　塔とうに通じる施設の扉とびらは開いていた。薄暗い通路が延びている。

　踏み込んだ直後、地じ響ひびきが起きた。通路の奥で虹にじ色いろの閃せん光こうが弾はじけ、さらに震しん動どうが強まる。壁や天てん井じように亀き裂れつが走り、崩くずれ出す。トキオは光を目め指ざし、激しい揺れの中を駆かけた。

　降ってくる瓦が礫れきを避けながら駆け抜け、大おお広ひろ間まに出る。

　中は、魔ま法ほうの光で溢あふれていた。

〈天ヘ獄ルのヘ歌ヴ姫ン〉の足元、十じゆう字じ架かに磔はりつけにされた少女の姿すがたがある。しかし、見えたのはシルエットだけだ。実体が損なわれ、輪りん郭かくしかわからない。すぐにでも駆けつけたいが、塔の周りの床が崩ほう落らくしていて、大きな穴を開けていた。

　その大穴の手前に、白はく衣いの男が一人、立っている。奇き怪かいな笑い声を上げながら、両腕を広げてはしゃぐように塔を見上げていた。トキオに気づくと仰ぎよう々ぎようしく出迎える。

「これはこれは、お客様……もしかして、真ま壁かべトキオくんですか？　レイジくんから話には聞いていました。はじめまして、私は漆うる島しまハイドと言います」

　のうのうと自己紹しよう介かいし、痙けい攣れんするような笑いを挟んだ。

「きみが現れたということは、レイジくんはダメでしたか。まあ、一度は死んだ身。無む理りやりな蘇そ生せいゆえ、心身ともアンバランスでしたから、遅かれ早かれ、壊こわれていたでしょうね」

「お前が……ッ」

　トキオは拳こぶしを握って睨にらむ。この男が、レイジに〈ダイダロスの腕〉を与え、魔ま導どう兵へい器きを造った張ちよう本ほん人にんか。

「今すぐあれを止めろ」

「もう遅いですよ。すでに事じ態たいは私の手を離れました。見なさい、世せい紀き末まつの魔ま女じよが、我が子を吞のみ込み、真の歌うた姫ひめに変わろうとしている」

　漆島ハイドの言葉を証しよう明めいするように、事態は予想に反したことになっていた。

　少女が全身から発光し、その虹色の輝きが歌姫に吸われているかに見えたが、逆に歌姫の仄ほの暗ぐらいヴェールを染め返し、侵しん食しよくしている。歌姫はオーバーヒートを起こし、悲鳴のような不ふ協きよう和わ音おんを響ひびかせながら、火花を上げて崩くずれ出していた。

　何か妙みようだ。兵器が破は壊かいされるのはいいが、それ以上に嫌いやな予感がする。

「これでは、私の作品も引き立て役にすぎません。まあ、これはこれで会かい心しんの作と言えなくもないですがね。くひひひひっ」

「ふざけるな！」

　トキオは漆島ハイドに詰め寄り、胸ぐらをつかむ。

　しかし、触れることができなかった。実体がない。投影体バーチヤル？　だが、周囲にそんな装そう置ちは見当たらない。広間の機き器きは、どれも施設と歌姫の崩ほう落らくに巻き込まれて壊こわれている。

　それに……右手に伝う違い和わ感かん。

　これは……魔法の感覚なのか？　だとすれば、何かの遺い物ぶつの力？

「おや？」漆うる島しまハイドも何かを感じて意い外がいそうな顔をする。「なるほど、どういう経けい緯いがあったのかは知りませんが、今はきみが……これまた興きよう味み深い。ただ惜しむらくは、その腕も今となっては何の価か値ちも持たないということです。世界が終わってしまうのですから」

「なに？」

「彼らも慌あわてふためくことでしょうね。野の良ら犬いぬの反逆心を利用して《ＭＩＭ》に風かざ穴あなを開けるだけのつもりが、まさか世界の破は滅めつを呼んでしまうとは」

「破滅？」

「サイは投げられました。もう我々にできることはないのです」漆島ハイドの姿すがたにざらざらとノイズのような乱れが起きる。「共に見届けましょう……黙もく示し録ろくを」

　次の瞬しゆん間かん、テレビの電源を切るように、ぷつんと消えた。後には、奇き怪かいな笑い声が、崩ほう落らくに交じって反はん響きようした。

「……黙示録、だと？」

　あの男、なぜそのことを……いや、それどころじゃない。

　頭を振り、トキオは少女のシルエットを見た。面おも影かげはない。ただ人の形をしているだけ。まるで大だい災さい厄やくで見た〈ダイダロス〉のようにのっぺらとした姿……嫌いやな連れん想そうを振り払い、穴から離れて助走を取った。距きよ離り的には厳きびしいが、行くしかない。

　静かに息を吐き、真まっ直すぐに駆かけて跳ぶ。

　届くかどうか微び妙みようなところ、手を伸ばしたとき、少女が閃せん光こうと化して爆はぜた。

　真まっ白しろな光が燦さん然ぜんと輝き、何も見えなくなった。
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〈カトレイアの弓〉から放たれた渾こん身しんの矢が、グリフォンの巨きよ体たいを貫つらぬく。青白く爆ぜ、異い形ぎようの姿が跡あと形かたもなく散った後には、高純度の魔花クオーツが残った。

「はぁ、はぁ、はぁ……苦戦、しちゃった……」

　サキは、痛めた足に顔をしかめ、ぺたんと座り込む。脱力して魔導具オラクルが解けた。

　ぽん、と肩を叩たたかれる。乙おと原はらリョウカが魔花クオーツを片手に笑いかけた。

「お疲れ様、サキちゃん」

「リョウカさん」サキも笑顔を返す。「マサムネさんに連れん絡らくは？」

「ちゃんとしといたわよ。あれの狙ねらいも見当がついた。方位、発はつ射しや角かく、出力と質量、その他もろもろ、あたしが覚えている通りの設計なら、ざっと計算して標ひよう的てきはアカデミー。そっちの対応はマサムネに任せたから心配いらないわ」

「では、私たちは、早く彼のところへ」

　ふらふらと立ち上がったそのとき、異い変へんに気づいた。

「リョウカさん、あれ……っ」

〈天ヘ獄ルのヘ歌ヴ姫ン〉が起き動どうしている。頂ちよう上じようのアンテナ部に暗く濁った魔ま光こうが集つどっていた。

　しかし、それだけではない。塔とうの根元から、別の光が溢あふれていた。七色の彩さい光こうが揺れて混じり合い、純白の輝きを放つ。それは塔を吞のみ込み、暗い魔光を染め直していった。塔が火花を起こして崩ほう壊かいし始める。あの光は、あの子の……。

　直後、閃せん光こうが弾はじけた。二人は思わず目を瞑つむる。

　ゆっくりと瞼まぶたを開けたサキは、目まの当たりにした光こう景けいに、愕がく然ぜんとした。

「あ、あれは……」

　ついさっきまで〈天ヘ獄ルのヘ歌ヴ姫ン〉がそびえていた場所に、光の柱はしらが立っていた。ぐんぐん太く高く巨きよ大だい化かして遊園地跡あと一帯を埋めつくし、闇やみ夜よを貫つらぬいていく。

　天高く昇った柱から、数多あまたの流りゆう星せいが飛散した。枝葉のように分ぶん裂れつしながら翔かける。瞬またたく間に境きよう界かい都市の上空を覆おおい尽くし、さらに外がい界かいへ。そして枝葉に円えん紋もんの花が咲いていく。異い界かいの光が夜を昼に変えていく。

　魔ま法ほう陣じんの花を咲かせるヒカリの大たい樹じゆ。

　それは、あのビジョンに現れた黙もく示し録ろくの予よ兆ちよう。

「そんな……」

　サキは呆ぼう然ぜんと見上げた──ダウンタウンでは、魔導士マギウスと野の良ら犬いぬが戦せん闘とうを中断し、何事かと天を仰あおぐ──境界都市全土で、日本各地で、世界中で、何も知らぬ人々がヒカリの大樹と満開の魔法陣に見入った──そして、その光景が意味するところを知る者は──。

　始まった……始まってしまった。もっとも恐れていたことが現実に……。

　膝ひざから崩くずれ落ちるサキを、乙おと原はらリョウカが支えた。

「間に合わなかった……もう、おしまいです」

「わからないでしょ。あれが現れただけじゃ」

　サキは弱々しく首を横に振る。ビジョンは現実になった。この先には絶望しかない。

　彼も、少女も、あの光の中。もうどうしようもない。

「私たちは、失敗したんです……運命は、変えられなかった……」

　途と方ほうに暮れるサキ。その頰ほおを、乙原リョウカが両手でぴしゃりと挟んだ。そのまま優しく包んで真まっ直すぐに瞳ひとみを覗のぞく。

「まだ何も決まっちゃいないわよ、サキちゃん。未来視のビジョンは、あくまで可能性を示したものにすぎないわ。一秒先がどうなるかなんて、誰だれにもわからない。そして、その一秒先を変えられる魔法を、人は誰でも持ってるんだから」

「魔法……どんな？」

　サキは意い気き消しよう沈ちんして問う。

　乙原リョウカはマイペースに笑って答えた。

「愛よ、愛」

「……愛？」

「ホンモノの愛ってやつは、運命なんて足元にも及ばないぐらい、大きな力を持っているんだから。よく言うでしょ、必ず最後に愛は勝つって」そう言って陽気にウインクを飛ばす。

　サキは啞あ然ぜんとした。こんなときまで、この人は……。

　黙もく示し録ろくの光こう景けいを前にして自じ棄きを起こしているのだろうか。それとも元気づけようとして無む理りして冗じよう談だんを──いや、本気だ。こんなときだからこそ、姉として弟への信愛を貫つらぬいているのだろう。呆あきれるほどにお姉ねえさんなのだ。

　そうだ、あきらめちゃダメ。絶望に打ちひしがれるぐらいなら信じて待とう。すべてを投げ打って少女のもとへ向かった彼の覚かく悟ごを、最後まで信じ抜こう。

「頼みましたよ、真ま壁かべトキオ……真壁くん」

　サキは面おもてを上げ、残された力を振り絞しぼって〈カトレイアの弓〉を召しよう喚かんした。目を逸そらさずにヒカリの大たい樹じゆを見つめ、美しくも残ざん酷こくなときに備える。
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　……ここは、どこだ？

　何もない空間。上下左右、見渡す限り、無限に広がる真まっ白しろな光のキャンバス。霞かすみのように虹にじ色いろが揺らめいては消え、消えては現れる。

「──っ？」

　不ふ意いに、後ろに気け配はいを感じた。トキオは素早く振り向いた。

　少女が、ぽつんと立っている。姿すがたは、はっきり見えていた。

　焦しよう点てんのずれた眼まな差ざし。人形のような無表情。もう一人のほうか。

「ここは、どこだ？」トキオは静かに問う。「お前が何かしたのか？」

「おしまいのひかり」別人格は単調な声で答えた。「はつどうした」

　おしまい？　発動？　やはり……黙示録？　ここは、ビジョンで見たヒカリの大たい樹じゆの中なのだろうか？　今いま頃ごろ、外では魔ま法ほう陣じんの花が咲き乱れ、あの惨さん劇げきが現実に……？

　確かめる術すべはない。とにかく、この状況をどうにかしないと。

「この現げん象しようを止めてくれ」

「できない。じどうてき」

「自動的？　なら、どうして発動した？」

「わからない」

「わからないって、お前の身に起きていることでもあるだろ」

「わたしはうけとるだけ。うつわにすぎない」

「器うつわ？　受け取る？　異世界からの信号か何かをか？」

「ちがう。このこのココロ」

「そいつの心？」

　要よう領りようを得ない話だ。トキオは探るように少女を見た。無表情で何も読み取れない。正面で向き合っているのに視線は交わらない。透とう明めいな眼まな差ざしは遠く彼方かなたへ注そそがれている。

「本人に代わってくれ。話がしたい」

「できない。ココロはメモリアになってヒカリにとけた」

「メモリア？　溶けた？　どういう意味だ？」

「もういない」

「いない？」

「もうすぐわたしもとける」

　少女の姿すがたはゆらゆらと揺れ、透明化を起こし始めた。全身から光の粒りゆう子しがこぼれ、鱗りん粉ぷんのように散りゆく。

　三年前の光こう景けいが頭をよぎった。またか……また、俺おれの前から消えていくのか。

　もう御ご免めんだ。何かないのか。この状況に歯止めをかける方法は。

　別人格の言葉を直ちよく訳やくするなら、自動的ということは、つまり、最初から仕組まれていたということ。プログラムソフトのように条件を満たすと発動する仕掛けか。そして鍵かぎとなったのは少女の心だという。その心とは？　まさか禅ぜん問もん答どうじゃあるまい。

「お前は何を受け取った？　そいつは何を感じていた？」

「さよならのしらべ。ぜつぼうのかなで」

「さよなら？　絶望？」

　それが発動条件？　絶望とはなんだ？　存在の消しよう滅めつか……いや、少女はまだ完全に消えたわけじゃない。こうして目に見えている以上、要因は別のところにあるはず。

「何がそいつを絶望させた？」

「わからない」

「お前はそいつの心を受け取っていたんだろ。だったら変化がわかるはずだ」

「へんか」別人格は沈ちん黙もくを挟んで告げる。「メモリアをかいほうした」

「メモリア？」さっきも言っていたな。「それは、なんだ？」

「ウツワとココロのもとになるもの。このせかいからとけてきえたニンゲンたち。メモリアでさいげんする」

　この世界から消えた人間？　器と心を再現？　それって……。

「魔ま法ほうで生み出したっていうのか……カナミを」

「そう。しょうかんのときそばにいるものときょうめいしやすいメモリアをちゅうしんにさいげんする。まかべかなみのメモリアはココロのちゅうしん」

　つまり、最初に召しよう喚かんされるとき、俺おれが魔ま法ほう陣じんの傍そばにいたからカナミのメモリアとやらが使われただけで、あの場にいたのが俺じゃなかったら、少女の記き憶おくや精神はまったくの別物──別人になっていたというのか。

「だけど、じゃあ、どうしてカナミの姿すがたじゃない？」

「このせかいでとけたメモリアはふかんぜん。まかべかなみのメモリアはウツワをさいげんできなかった。かこのしっぱいをくりかえさないためにべつのメモリアでほかんした」

「過去の失敗？」

「このせかいで〈ダイダロス〉とよばれているもの」

「──っ!?」トキオは絶ぜつ句くした。「あれが……エトランジェだった？」

「ココロなきウツワ。からっぽはしっぱい」

　メモリアが不完全で器うつわしか再現できずに失敗したから、今度は別のメモリアも使って心を補った──それが外見と中身が不一致な理由。

「カナミの心……メモリア……だったら、それで再現された存在は──心は、まだ生きていると言えるのか？　消える前と同じだと考えていいのか？」

「おなじではない」別人格は機き械かい的に即そく答とうした。「メモリアはふかんぜん。さいげんできるウツワもココロもふかんぜん。まかべかなみのメモリアはココロのちゅうしんであってすべてではない。ほかのメモリアもまじっている。どういつたいとはよべない。いぜんのまかべかなみはもういない」

　もういない──無情な回答は、トキオが抱いていた希望の火をあっさりと吹き消した。心しん臓ぞうを握り潰つぶされるように胸が痛む。けれど……。

　ゆっくりと呼吸し、冷静に努める。希望を失ったからと言って嘆なげいてはいられない。前に進むと決めたのだから。

　魔法で再現された器と心──妹とは違う。けれど、妹の一部は宿っている。それは、本物なのか、偽にせ物ものなのか、それとも別物なのか。正体を知っても──知ったからこそ、少女の存在をどう受け止めればいいのかわからない。わからないが……。

「そいつも知ったんだな？　自分のことを」

「かのじょがのぞんだ」

　もういいから──アカデミーで連れ去られたときのあの言葉、あの作り笑顔──あの時点ですでに知っていたのだろう。自分がどういう存在なのか。

　それこそが、少女の絶望の理由。そいつを取り除けば、状況は変えられるのか？

　しかし、少女の存在原げん理りまでは、どうすることもできない。それを否定することは少女の存在そのものを否定することになってしまう。

「じかん……ない……わたしも……すぐ……」

　少女のシルエットがぼやけ出す。声も途と切ぎれ途切れになる。

「待ってくれ！　もうあいつには会えないのか？　どうにもならないのか？　疑い続けて、迷い続けて、一度も、ちゃんと向き合えないまま、おしまいだなんて……」

　足元から消えゆく別人格は、トキオの右腕を指し示した。

「……からっぽの……ウツワ……たりない……ココロ……」

「何だ？　何が言いたい？」

「……おにーちゃん……ココロ……それが……まほう……」

　少女は消えた。

　魔ま法ほうは解とけた。

　トキオは立ちつくし、右手を強く握り締しめる。まだだ……まだあきらめない。あきらめ切れるものか。この右腕を差して別人格は何かを伝えようとした。からっぽ。器うつわ。心。魔法。言葉のピースはバラバラで意味を成さない。

　だが、取っ掛かりはつかんだ。からっぽの器ゆえに暴ぼう走そうを呼んだ三年前の失敗。器に心を注そそぐことで成功した少女という魔法。器に心を──。

「〈ダイダロスの腕〉……からっぽの器……俺おれの心で、こいつを使えと？」

　悪あく夢むに魘うなされ続けるほどの、恐きよう怖ふと絶望の象しよう徴ちよう、怒りと憎にくしみの対たい象しよう。

　でも、からっぽの力は使う者の心次第。この手につかめるのなら……少女を取り戻せるかもしれないなら……何も迷うことはない！

　意を決し、光のキャンバスを見上げ、右手をかざした。器は心に感応し、深しん紅くの魔ま光こうに包まれて変へん貌ぼうを遂とげる。禍まが々まがしい異い形ぎようの腕。心なき力は破は壊かい衝しよう動どうに疼うずいている。

「違う……そうじゃない……ッ」

　トキオは願う。この手につかみたいもの。触れたいもの。

　ピシリ、腕に亀き裂れつが走った。内から光が漏もれ、ガラスのごとく砕くだけ散る。

　現れたのは、陽よう光こうのような柔らかな輝きを放つ、何の変へん哲てつもない人の腕。

　かざした手のひらの先、頭ず上じように魔法陣じんが展開した。そして感じる……右腕を伝い、目覚めた第六感が未知なる何かを。人ひと肌はだのように温かい光こう子し。これが……メモリア？

「……いるのか？　そこに」

　少女の心は、まだこの空間を漂ただよっているかもしれない。

　その温もりを探すように魔法陣に手を掲かかげたまま、トキオは呼びかける。

「お前は、自分が真ま壁かべカナミじゃないと知って、ショックだったか？　まあ、ショックだったろうな。ずっとそう思っていたんだから。でもな、俺に言わせれば、今さらだぞ」

　何も反応はない。それでも呼び続ける。どこにいる？　戻って来い。

「絶望するのも無む理りはない。自分が何者でもなかったなんてな……でも、いいか。お前の存在がメモリアとやらから再現されたものに過ぎなくても、俺と一いつ緒しよにいたのは、お前以外の何者でもない。俺の前に現れた瞬しゆん間かんから、お前の時間は、お前の経けい験けんは、お前だけのものだ。それは噓うそでも作り物でもない、お前だけのホンモノだ」

　俺おれは何を言いたい。何を伝えたい。想おもいを言葉にし切れない。もどかしい。

　走そう馬ま灯とうのように少女との思い出がよみがえる。たった数日の、けれども忘れがたい時間。

　遠えん慮りよのない親しん密みつな眼まな差ざし。拗すねたときの小こ生なま意い気きな反応。おさげをいじる仕し草ぐさ。じんべえに頰ほおずりするときの笑顔。嬉うれしそうにシュークリームを頰ほお張ばる姿すがた。夜明けの逃とう避ひ行こう。おんぶした背中に伝わる温ぬくもりと息いき遣づかい。そのときに交わした他愛たわいもない約束の数々。

「お前は……真ま壁かべカナミじゃなかった。だからって、もう終わりなのか？　違うだろ。本当のことがわかって、じゃあ、これからどうするのかって、考えなきゃいけないんだろ。お前はどうしたい？　本当のことを知って、それでも妹でありたいと願うのか。それとも、新しい自分であろうと思うのか……全部、これからだろ」

　魔ま法ほう陣じんが淡く発光する。その中央に、芥け子し粒つぶほどの輝きを見た。夢ゆめ現うつつのように儚はかない。けれど確かに息づいている。行き場を失った迷い猫の心。

「正直、俺はまだ、お前をどう受け止めていいのかわからない。最初は、妹を名乗る噓つき女だと思っていた。お前を守るのも、妹との関係を探るためだった。そのうち、お前に妹を重ねてしまうこともあった。でも、そんなことは、もう関係ない。俺が今ここにいるのは、お前との約束を守るためだ。俺が迎えに来たのはお前なんだ。こんなところで終わりにするな。ここから始まるんだろ。俺も、お前も。だから──」

　もう一度、魔法を見せてくれ。

「だから、ファミレスでメシでも食いながら、一いつ緒しよにこれからのことを考えよう」

　魔法陣の中心が眩まばゆく輝き、人型のシルエットが召しよう喚かんされた。出会ったときと同じ、ゆっくりと降こう下かしてくる。器うつわ、そこに満ちていく、心。

　小さな手が交わりを求めていた。トキオは右手を伸ばす。指先が触れたその瞬しゆん間かん、ぼやけた器に虹にじ色いろの波が伝い、はっきりと実体を成した。瞳ひとみが揺れ、瞬まばたく。

　触れている。見えている。確かに──いる。

　トキオは、微わ笑らった。そして、他の誰だれでもない少女の名を呼ぶ。

「帰るぞ、カナミ」

「……うんっ」

　少女は、瞳から虹の雫しずくを溢あふれさせながら、はにかんだ。

　トキオは手を握り、引き寄せる。その存在を確かめるように強く抱く。

　自分の居場所を見つけた迷い猫は、安心したように胸に顔をうずめた。
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　ヒカリの大たい樹じゆは、空一面を魔ま法ほう陣じんの花で埋めつくしていた。

　百ひやつ花か繚りよう乱らんの円えん紋もんがいっせいに召しよう喚かんの輝きを放つ。未来視のビジョンでは、ここから途と方ほうもない数の異ア界ニ種マが押し寄せる。そして一夜にして世界は滅ぼされてしまう。

　今、世せい紀き末まつの門が開かれようとしていた。

　サキは息を吞のみ、震える手で魔導具オラクルを握り締しめた。

　だが、次の瞬しゆん間かん、予想外の光こう景けいが目に飛び込み、瞬まばたきも忘れて天を仰あおいだ。

「──？」

　魔法陣が次々に砕くだけ散り、空一面に虹にじ色いろのカケラが舞う──魔花クオーツだ。七色の結けつ晶しよう花かがキラキラと夜空を彩いろどり、粒つぶと化して散っていく。それにつれてヒカリの大たい樹じゆは先細りし、枝葉は空中分解して消えていった。まるで花を散らせて枯かれゆくように。

　やがて大樹は一ひと筋すじの光と化し、その根元へ収しゆう束そくして消えた。

　サキは、乙おと原はらリョウカと共に光がついえた場所へ向かった。

　遊園地跡あとの中心。そこには、魔花クオーツの花はな畑ばたけが生おい茂っていた。

　そこに、寄り添い合って眠る真ま壁かべトキオと少女の姿すがたがあった。その穏おだやかな寝顔に、サキたちは思わず笑えみをこぼす。

　ヒカリの大たい樹じゆが失うせた夜空を、二人が起こした魔ま法ほうが幻げん想そう的に彩いろどる。

　虹にじ色いろの花はな吹雪ふぶきに祝福され、今この瞬しゆん間かん、世界は一秒先の未来を刻んでいた。
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　太陽が顔を覗のぞかせたばかりの早朝、アカデミーの理事長室にて、久く羽ば城しろサキは、志し木き堂どうマサムネから事じ態たいの結末を聞いていた。

「例の魔ま導どう兵へい器きに関して、《ＤＯＧ》の各チームは関与を否定している。それが本当かどうか確かめる術すべはない。兵器は跡あと形かたもなくなり、首しゆ謀ぼう者しやの浦うら木きレイジは消えた。開発者の漆うる島しまハイドも姿すがたを消している。トキオくんの話では、彼らの背後には《ＭＩＭ》を揺さぶろうとする存在がいたらしいけど、尻尾しつぽはつかめずじまい。事件の背景はうやむやのままだ」

「あっそう」

　サキの隣となり、長い脚あしを組んでソファに座る乙おと原はらリョウカは、関心の薄い返事をして金こん平ぺい糖とうをかじっていた。向かい席のマサムネは糸いと目めで微笑ほほえみ、お茶を淹いれて彼女に差し出す。

「《ＤＯＧ》のほうは、これ以上追つい及きゆうしても何も出てこないだろうね。でも、あんなことがあった後だから、しばらくはおとなしくなるだろう」

「で？　評ひよう議ぎ会かいは、なんだって？」

「結論から言うと、毎度お得意の様よう子す見みだね。エトランジェが黙もく示し録ろくの鍵かぎになるのは確かだとわかった。けれど、本人に自覚はなく、何が引き金になるのか明確に定義もできない。いまだにわからないことは多いし、それに……黙示録のビジョンは、消えていない」

　そう──その事実に、サキの表情は曇る。ヒカリの大たい樹じゆが消しよう失しつし、避けられたかに思えた黙示録だが、〈アーケインの瞳ひとみ〉は変わらず同じビジョンを映していたという。ビジョンが消えていない以上、いずれまた現実になるときが来る。

　運命の砂時計がひっくり返っただけ。得られた時間は限られている。

　再び、あの少女が引き金になるのか。それとも……。

「エトランジェを保ほ護ごし、観察していくことで評ひよう議ぎ会かいの意見は一致した。ただ、彼女の存在は秘ひ密みつにしなければならないから、表おもて立だって動くわけにもいかない。そこで、対策チームを立ち上げることになって、僕がその担当になっちゃった」

「なっちゃったって、どうせ最初からそのつもりだったんでしょ」

　乙おと原はらリョウカが突っ込む。志し木き堂どうマサムネは微笑ほほえみ返した。

「僕が名乗り出たわけじゃないよ。もともと評議会から責任者を出してもらうつもりだったんだけど、御ご老ろう体たいたちが遠えん慮りよし合ってね……結局、押しつけられちゃって」

「だから、それこそ、あんたの計算通りなんでしょうよ」

「やだなあ、乙原さん。僕が昔から数学苦にが手てなの、知ってるでしょ」

「それとこれとは別問題……まあいいわ。それで？　こうしてサキちゃんと二人、朝っぱらから呼びつけられたってことは、あたしたちがその対策チームってこと？」

「御ご明めい察さつ。人選も僕に任されたからね。サキちゃんなら評議会も納なつ得とくするだろう。乙原さんのほうは、僕の専属契けい約やくということで、エトランジェの体調管理役として参加してもらう。もろもろの事情を知っている点は、これまで通りオフレコで」

「お二人は、以前から情報交換を？」

　サキの問いに、マサムネは悪びれるようすもなくうなずく。

「まあね。哀かなしいけれど、こっちも一枚岩じゃない。《ＭＩＭ》を盲もう目もく的に信じるわけにはいかないからさ──あ、でも、エトランジェが真ま壁かべトキオくんと一いつ緒しよで、しかも乙原さんのマンションにいたなんて僕も知らなかったよ。ホント、昔から人が悪いんだから」

「あらん？　言ってなかったっけ？」

　とぼけてお茶をすする乙原リョウカ。マサムネは小さくお手上げのポーズ。

　サキはくすりと笑い、金こん平ぺい糖とうを一ひと粒つぶかじった。ふう、この甘さ、落ち着く。

「それで、マサムネさん……彼は？」

「真壁トキオくん？　無む論ろん、協力を頼むつもりでいる。元《ＤＯＧ》とは言え、エトランジェと特別な関係で、その精神的支し柱ちゆうともあれば、評議会も無む下げにはできないしね。彼のほうにはサキちゃんから話してくれないかな」

「私が？」

「だって、トキオくんと仲良いんでしょ？」

「べ、別に良くありませんっ。あんなトウヘンボク、むしろ悪いです。最悪です」

「そうなの？　でも、現場のリーダーはサキちゃんに任せるから、あの子のサポートも含めてお願いできないかな？」

「あたしからも頼むわ」乙おと原はらリョウカはにやけ顔で言った。「ていうか、あの二人、放っておいたらどうなるかわからないし、目を光らせておいたほうがいいわよん？」

「はい？」サキは小首をかしげた。「まあ、見守るのが役目ですけど」

「そうじゃなくて、ライバルになるかもしれないってこと」

「ライバル……そうですね、彼とは、いずれ決けつ着ちやくをつけなくてはなりません」

「うーん、そっちじゃないんだけど……まいっか」

　乙原リョウカは柿かきピーに手を伸ばした。サキはきょとんとしながら金こん平ぺい糖とうをもう一ひと粒つぶ。志し木き堂どうマサムネが席を立ち、窓を開放する。スズメの鳴き声を乗せた柔やわ風かぜが流れ込む。

　朝焼けの空を見ながら、サキはぽつりと呟つぶやいた。

「結局……エトランジェとは、何なのでしょう？」

「さあねえ」と乙原リョウカ。「二人から聞いた話だと、こっちの世界で魔ま法ほう陣じんに吞のまれて消えた人間のメモリアと呼ばれるものをもとに魔法で再現された存在だとかナントカ」

「彼女は、異世界人ではなく、異世界人によって作られた存在ということですか？」

「言葉通りに解かい釈しやくするなら、そうなるのかしらねえ」

「どうして、そんなことをするのでしょう？　エトランジェを生み出し、こちらの世界に送り込んで、何がしたかったのでしょう？　侵しん略りやくが目的なら、最初から黙もく示し録ろくを起こしてしまえばいいはずです。そもそもエトランジェである必要だってない。異ア界ニ種マで十分なはず」

「ホント、何がしたかったのかしらねえ」

　乙原リョウカは適当に答えて大あくびをした。サキはあきらめてもう一人に聞く。

「マサムネさんは、どう思いますか？」

「そうだなあ……試している、とか？」

「試す？　何をです？」

「この世界を──僕たち人間を」

　マサムネは真ま顔がおで言って、すぐに柔にゆう和わな笑えみに戻った。そして冗じよう談だんっぽく続ける。

「僕の勝かつ手てな妄もう想そうだけどね──エトランジェは、こちらの世界と人間を探り、試すための端たん末まつであると同時に、審しん判ぱんを下すための兵へい器きでもある。本人に自覚がないのは、まっさらな心で世界に触れ、人間を量るため──なんてね」

「私たちを試して裁さばく？　そんな、ふざけています。人を量るために人を道具にして、心まで利用して……人の尊そん厳げんを踏みにじっておきながら、人を裁こうだなんて」

　メモリア──消えた人間をもとにして少女を生み出し、この世界に放り出した。なんの権利があってそんなことをするのか。影も形も見えない相手に腹が立つ。

「まあ、あくまで想そう像ぞうだから。そう熱くならないで」

「わかっています。ただ……あの子が、可哀かわい想そうです」

「だからこそ、支えてあげて」

「……はい」

　窓から差し込んだ眩まばゆい朝日に、サキは目を細めた。

　今日きようも世界は回っている。黙もく示し録ろくの運命を乗せて。
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　午前七時半、トキオは学校の制せい服ふくに身を通した。随ずい分ぶんと久しぶりな気がした。鞄かばんを手にリビングに向かう。部屋はモデルハウスのように整理されていた。

　学生寮りようではなく、乙おと姉ねえと同じマンション。隣となりの七○八号室だ。乙姉が新たに借りて住まわせてくれることになった。ただし賃ちん貸たい料りようは出しゆつ世せ払いで返せという。ますます頭が上がらなくなるけど、少女のことを考えると、こちらに移り住むことに迷いはなかった。

　と言っても、少女の住居は七○七号室のほうだ。ただ、二つの部屋はリビング同士でつながっている。乙姉の発案でリフォームされたのだ。勝かつ手てにそんなことして許されるのか──普通は許されないはずだが──その辺はアカデミーと交こう渉しようし、オーケーをもらったらしい。間ま取どりは左右対たい称しようだったから、突とつ貫かん工事で壁をぶち抜くだけで済んだという。

　なので、実質三人（と一いつ匹ぴき）暮らしとなった。

　少女は、同じ公立校に編入することになり、日常生活を送ることを許された。その辺も乙姉が交渉してくれたらしい。あと、でこっぱち──久く羽ば城しろサキも協力してくれたとか。今度会ったら一ひと言ことぐらい礼れいを言っておくか。

　少女の身の安全については《ＭＩＭ》も保ほ証しようせざるを得なかったようだ。黙もく示し録ろくが現実になりかけた以上、今後も下へ手たに手出しはできないだろう。

　取り付けられた真新しいガラス扉とびらを開け、見慣れている七○七号室のリビングに入る。乙姉が泊とまり込みでいないのはわかっていたが、少女の姿すがたも見当たらない。まだ準備に手間取っているのだろうか。トキオは少女の部屋のドアを開けた。

「おい、そろそろ時間だぞ」

「えっ……」

　少女は着替え中だった。シャツを袖そでに通したところ。まだスカートもはいていない。

　見る見る顔が赤くなっていく。あわあわと口が波打ち、涙なみだ目めになってクッションを投げつけてきた。トキオは顔面にもらって仰のけ反ぞる。

「ばか！　さいてー！　えっち！　ノックぐらいして！」

　激しく閉じられたドアを前に、トキオはくしゃくしゃの髪かみを搔かいて首をかしげた。あんなに怒るとは思わなかった。当然と言えば当然の反応なのだが、なんだか違い和わ感かんを覚える。だって以前は全ぜん裸らになっても平然としていたし、目の前で堂々と着替えていたし。

　ニャー。足元にやってきたじんべえが呆あきれたように鳴いた。

　ああ、そうか。あのときは完全に妹のつもりだったけど、今はもう違うから……。

　ほどなくして、着替えを終えた少女が出てきた。膨ふくれっ面つら。ムスッとしている。

「すまん」トキオは単たん刀とう直ちよく入にゆうに謝った。

「デリカシーなさすぎ」少女は軽けい蔑べつ顔でジトッと睨にらむ。「まあ、前のわたしの行動にも問題があっただろうし、今回は許してあげる。次から気をつけてよね。で……どう？　これ」

　少女はひらりとターンしてスカートの裾すそをつまんだ。

「初制せい服ふくだよ。似に合あう？」

「さあな」

「なにそれ、もうちょっと何かあるでしょ。ほら、ほら」

「……悪くない、かもな」

「もお、遠回しなんだからぁ」少女は呆あきれ顔。「そーゆーひねくれたところ、昔から変わらないよね……まあでも、いっか」今度はニヤニヤと笑い出した。「そーゆーときって、だいたい照れたり恥はずかしかったりするのを誤ご魔ま化かしてるんだもんねー？」

「……先に行くぞ。電車に間に合わない」

　形勢が悪いと見たトキオは、そそくさと玄げん関かんに向かった。

「あ、もうっ、待ってよぅ」

　少女は小走りでついてくる。じんべえがちょこちょこと見送りに出てきた。

　慌あわただしい朝。新たな日常の始まり。

　雲一つない晴れ空が二人を出迎える。




　澄すみ渡った蒼そう天てんの下、境きよう界かい都市は、何事もなかったように平常運転だった。

　あの夜の一件は、ダウンタウンで非合法に行われた魔ま導どう実験の事故として処しよ理りされた。日本をはじめ、各国政府から問い合わせや追つい及きゆうを受けているようだが、《ＭＩＭ》は全力で隠かくし通すだろう。

　乙おと姉ねえを通じ、アカデミー側から今後のことを相談したいともちかけられている。でこっぱちが間に入ってくれるそうだが、《ＭＩＭ》を信用する気には、やはりなれない。だからと言って《ＤＯＧ》から外れた野の良ら犬いぬ一いつ匹ぴきの力には限界がある。《ＭＩＭ》にも《ＤＯＧ》にも注意し続けなければならないし、アングラには別の思おも惑わくも渦うず巻まいているようだ。なにより……黙もく示し録ろくのビジョンは消えていないという。

　また同じことが起こりかねない。これからも注意が必要だ。

　三年前の惨さん劇げきも、世せい紀き末まつの到とう来らいも、繰り返してはならない。

　過去を振り切ったとは言わない。三年前の大だい災さい厄やくを、忘れることはできない──忘れてはならない。ただ、それに囚とらわれるのではなく、逃げずに受け止めて、前へ。たとえ果てが見えなくても、一歩一歩、歩んでいこう。

　ようやく手にした、この現実──魔ま法ほうが、解とけてしまわないように。

「いいお天気だね。もう逃げ隠かくれしなくていいし、ノビノビできるね」

「そうだな」

　並んで歩く二人の肩と肩は、以前よりも少し離れている。今までと同じようでいて、どこかぎこちない。互いの距きよ離りを測りあぐねている感じ。

　でも、それが再出発の証あかし。新しいスタートライン。いまだエトランジェの謎なぞは残るが、まずは目の前の少女をありのままに受け入れることから始めようとトキオは思う。

「あのさ、お兄にい──トキオくん」

「なんだ？」

「やっぱり〝お兄ちゃん〟より〝トキオくん〟って呼んだほうが、いいかな？」

「どっちでもいいさ」

「よくなーい」少女はむくれた。「ちゃんと考えてよ」

「お前が──カナミが、呼びたいように呼んでいい。それが俺おれの考えだ。変に気を遣つかうことはないぞ。嫌いやなら無む理りして他た人にん行ぎよう儀ぎに振る舞わなくていい。その逆もだ」

「ん……別に、嫌とか無理してってわけじゃないんだけどね」

　もじもじと呟つぶやき、おさげをいじりながら、少女は──カナミは、続ける。

「お兄ちゃんのままもいいけど、トキオくんも悪くないというか……どっちも捨てがたいっていうか……」

　尻しりすぼみでよく聞き取れない。

「何をぶつぶつ唱となえている？　呪のろいでもかける気か？」

「だ、だからっ、シュークリームと同じってことっ！」

「なんだそりゃ」

「そ、その、しばらく両方ありってことで。ダブルで」

「まあ、急いで決める必要もないしな」

「……ばか、さいてー、どんかん、えっち」

「えっちは関係ないだろ」

　横目に突っ込むと目が合った。カナミは戸と惑まどったようにそっぽを向く。アヒルのように口を尖とがらせ、頰ほおを朱しゆに染めていた。何を拗すねているのやら、とトキオは首をかしげて歩く。

　ダブルと言えば、もう一人の少女──別人格のほうも気になるところだが、そちらはカナミにもよくわからないらしい。存在は感じるけど、呼びかけても応答はなく、ずっと眠っているようだという。その沈ちん黙もくは吉きちなのか凶きようなのか、果たして……。

「あっ、ほら、電車が来ちゃうよ」

　大通り前、カナミが走ってくる路ろ面めん電車を指差した。あれを逃のがすと遅ち刻こくだ。ホームを目指して駆かけ出す。

　青信号で横断歩道を渡る途と中ちゆう、不ふ意いに、カナミは立ち止まった。じっと空を見上げる。信号が点てん滅めつしても動こうとしない。

「カナミ？」トキオも足を止めた。「どうした？」

「……来る」

「来る？　異ア界ニ種マか？」

「うん。でも、それだけじゃなくて……誰だれか、来る……かも」

「誰か？」それって。「まさか、エトランジェ？」

「よく、わかんない。だけど……わたしたちの出番だよね？」

「どうせ止めたって聞かないだろう？」

「さすが、お兄にいちゃん、わかってるぅ」

　カナミはイタズラな笑顔を浮かべ、その場でひらりと回転、ドレスアップ──ブレザーの制せい服ふくから白のセーラーワンピースに変身し、その手に〈ドリアードの杖つえ〉を召しよう喚かんした。

　トキオも乙おと姉ねえから新たに貰もらい受けたガジェットを両手に取り、〈銃式ガンナー〉で二に丁ちよう拳けん銃じゆう。

　右腕に違い和わ感かんはない。寄き生せいした〈ダイダロスの腕〉は今のところ問題なかった。一応、乙姉にも調べてもらったが、魔ま力りよくの反応自体がなかった。ただの人の腕に落ち着いたのか、それとも少女を召喚したあのとき、力を使い果たして仮か死し状態みたいになっただけなのか。ずっとこのままかもしれないし、いずれ影えい響きようがあるかもしれない。そのときはそのときだ。

　上空、清すが々すがしい晴天に、七色の極きよつ光こうが揺らいだ。

　異コ世ン界タ干ク渉ト──魔ま法ほう陣じん。

　そう、これが日常の一部。世界が続くということは、脅きよう威いも続くということ。黙もく示し録ろくに向けて運命の輪は回り続ける。

　その現実を知らしめるようにけたたましいサイレンが鳴り響ひびく中、トキオとカナミは、互いを結ぶ魔法を胸に歩みを進めた。まだ見ぬ一秒先の未来を刻むために。













　　　　　あとがき










　空から少女が降ってくる、というベタだけど一度やってみたかったシチュエーションがこの話を考えるきっかけでした。ストーリーラインはすんなり決まったんですが、毎度のことながら推すい敲こうには執しつ筆ぴつの何倍もの時間がかかり、苦戦しました。

　小説って書けば書くほど難しいです。頭の中にあるものを思うように文字にできない。伝えられない。まだまだ自分には足りないものが多いようで。編へん集しゆう者しやさんの協力なしにはここまで来ることはできませんでした。ありがとうございます。

　四し苦く八はつ苦くして書き上げた今作は、自分の最高傑けつ作さくです。

　って、書き上げた直後は毎回そう思うんですよね。達成感も手伝ってそのときは満足するんですけど、少し時間を置いてから読み返すと粗あらが目について仕方ないのなんのって。

　ここはこうすればよかったなー、ああしたほうがよかったかなー、といろいろ思うところはあるんですけど、直したら直したで、後になって、もとのほうがよかったかなー、と迷ったりすることもよくあります。

　実際のところ、校こう正せい作業に入ると大幅な加か筆ひつ修正ができないこともあり、悔くやしい部分や申もうし訳わけなく思う部分もあるのですが、それはそれで、そのときの自分の感性でしか書けなかったものもあるので、潔いさぎよく送り出して次に向かって頑がん張ばりたいと思います。

　広げた大おお風ぶ呂ろ敷しきを全て畳たたんだわけではありませんが、話としては一つやり切れたと感じているので、少しでも楽しんでいただけたなら幸いです。

　それでは。




　本作品の制作に携たずさわった方々に感謝を。

　そして読んでくださった皆様にお礼れいを。





小こ林ばやし三み六ろ九く
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小こ林ばやし三み六ろ九く

ミステリー系の話が好きです。

探偵物とか頭脳戦とか憧れるけど、

自分の頭脳では厳しいのです。
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イラスト／人ひと米ごめ

茨城の海と山に挟まれた町に棲息し、部屋には魚と観葉植物のネイチャーヒューマン。エブリデイ熱帯フィッシュをウォッチングなライフ。ちなみに英語はからっきしです。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「小林三六九先生」係

「人米先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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